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はじめに 

尼崎市における高齢者虐待対応に際し、日頃、ご尽力頂いている皆様へ深く感謝申し上げます。 

［マニュアル発行に至る経過］ 

平成１８年４月に「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」（通称「高齢者虐

待防止法」）が施行され、国、県、市町において取り組むべき内容が規定され、「高齢者の尊厳の保持にと

って高齢者に対する虐待を防止することが極めて重要である」との認識が示されました。 

尼崎市では、平成２１年６月に、「高齢者虐待マニュアル作成チーム」を立ち上げ、地域包括支援センタ

ーを中心に高齢者虐待に関して関係者が適切な対応を行えるよう、「高齢者虐待対応マニュアル 平成２４

年１月」を発行しました。 

その後、関係機関の皆様に高齢者虐待の理解促進と支援へのご協力を頂きながら、「マニュアル検討委員

会」を編成し、実際にマニュアルを使用しながら対応を通して改善の検討を重ね、「尼崎市高齢者虐待対応

マニュアル改訂版 平成２７年９月」を作成しました。 

この度、平成３０年３月に、厚生労働省が「市町村・都道府県における高齢者虐待への対応と養護者支

援について（平成30年３月改訂）」を改訂したことを受け、既存の検討委員会を深化・発展した「高齢者

虐待対応検討会議」を編成し、10年以上の高齢者虐待対応の経験と検証の結果をふまえたマニュアルの改

訂を行いました。 

［マニュアルの活用について］ 

作成にあたっては、高齢者虐待対応の実務に有効活用できる構成を意識し、高齢者の安全確保と養護者 

の支援に向けて取り組む方々の支えとなる法的根拠や、社会資源および制度を網羅的に記載することに主

眼を置きました。 

対応にあたる方々のみならず、高齢者虐待の当事者や地域の方々など、市全体で広く効果的に活用され、

皆様の業務や生活に寄与することを願っています。 

令和２年２月                   

尼崎市 健康福祉局 福祉部 包括支援担当    

尼崎市「中央東」地域包括支援センター    

尼崎市「中央西」地域包括支援センター    

尼崎市「小田南」地域包括支援センター    

尼崎市「小田北」地域包括支援センター    

尼崎市「大庄南」地域包括支援センター    

尼崎市「大庄北」地域包括支援センター    

尼崎市「立花南」地域包括支援センター    

尼崎市「立花北」地域包括支援センター    

 尼崎市「武庫東」地域包括支援センター    

尼崎市「武庫西」地域包括支援センター    

尼崎市「園田南」地域包括支援センター    

尼崎市「園田北」地域包括支援センター    
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１ 高齢者虐待とR 

１．１ 高齢者虐待防止法

「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者にǸする支援等にâする法ʵ」（ɳǈ1
年法ʵȁ124Ņ。以¾「高齢者虐待防止

法」という。）R、ɳǈ18年（2006年）'Ġ１日2d施łさgましD。 

この法ʵでR、高齢者のĥ利利¶のʣ護にŦすることをʖ的に、高齢者虐待の防止とと`に、高齢者虐待のǤí発ħ・Ǥ

íǸ»の施ŗを、ň及びȍʀĸĂȇǷのĸ的ǐʐの`とでǫƽすることとしています。 

ňʏǞɘに高齢者虐待にėる通ɾôʐ等をÆし、© ・̒福祉âė者に高齢者虐待のǤí発ħ等Xのăʼをû_るとと`に、

ŝȖǳにおける相談・通ɾǷ制の整ɜ、事ŴÖɄや、虐待をƁけD高齢者の保護にėるĥ限の付与、養護者Xの支援ǟȏ、

養介護施設の業ʐʊR養介護事業のȥ正な°±をÖ保するD_のâė法令にéIくŝȖǳ（特別Ēを含む。以¾ȸ>。）、

ȬȺɣĦのȥǑなĥ限ł使等について定_る`のです。 

１．% 高齢者虐待防止法による定ô

高齢者虐待防止法でR、「高齢者」を 65 歳以上の者と定ôしています（ȁ%ƫȁ１Ń）。 

DEし、65 歳未満の者で-Gて養介護施設に入所し、BのǴ養介護施設を利用し、ʊRBのǴ養介護事業にėるサービ

スのȢāをƁける障害者についてR、「高齢者」とみなして養介護施設Ƌ事者等による虐待にâするò定がȥ用さgます（ȁ

%ƫȁ)Ń）。 

まD、高齢者虐待を、ˏ養護者による高齢者虐待、及びː養介護施設Ƌ事者等による高齢者虐待に分けてŬのように定ô

しています。 

１．& 養護者による高齢者虐待

養護者とR、「高齢者をĮに養護する者で-Gて養介護施設Ƌ事者等以Ñの`の」とさgており、金銭のß理、Ư事や介護

なMのǅˈ、ů宅のĨのß理なM、Àd2のǅˈをしている者（高齢者のǅˈをしているÃǮ、ƺǮ、ȸ居人等）がÔ当し

ます。まD、ȸ居していなくて`、ĮにƼɹのǅˈをしているƺǮ・Ȍ人等が養護者にÔ当する場合が-ります。 

養護者による高齢者虐待とR、養護者が養護する高齢者にǸしてłうŬのł¥とさgています。 

˚ ƼǷ的虐待 高齢者のƼǷにÑƗが生>、ʊR生>るおBgの-るʄłをÂ0ること。 

（高齢者にļ2Gてç険なł¥やƼǷにÀd2の²Ċを与0るł¥が-gS、ƼǷにǒƮし

なくて`、ƼǷ的虐待にÔ当するł¥とɄ_dgます。） 

˛ 介護・ǅˈのɿî・ɿɃ 

（�s�r�）

高齢者をǄŽさAるようなȒしいĬƯʊRșūáのɿȏ、養護者以Ñのȸ居人による虐待ł

¥のɿȏなM、養護をȒしくǺること。

˜ ƴ理的虐待 高齢者にǸするȒしいʄįʊRȒしくþǖ的なǸ»、BのǴの高齢者にȒしいƴ理的ÑƗを

与0るįȷをłうこと。

˝ Ǉ的虐待 高齢者にiいAつなł¥をすること、ʊR高齢者をしてiいAつなł¥をさAること。

ⅴ 経済的虐待 養護者ʊR高齢者のƺǮが当Ô高齢者の財産を不当に処分すること、BのǴ当Ô高齢者2d

不当に財産上の利¶をȻること。
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養護者による高齢者虐待のĔǷʾ 

˚ ƼǷ的虐待

ˏ ʄʼ的ł¥で、ȝみを与0Dり、ƼǷに-<やÑƗを与0るł¥。

・ɳƀǶFをする。つPる。½る。Ƈる。やけM、ǶʈをさAる。

・ǀɮやèɮでÑƗを与0る。

ː 高齢者にļけdgDç険なł¥や、ƼǷにÀd2の²Ċを与0るł¥。

・高齢者にļけてɮをÍしDり、ȯ8つけDりする。

・高齢者にļけてǀɮをĐIけDり、ƵりÌしDりする。

ˑ 高齢者の利¶になdない強制ł¥によGてȝみを与0Dり、ǾǼʀ法が-るに`âid@高齢者をʱʄにſり�うł¥。

・©×的ɔ断にéI2ないȝみをɓうような��ビ�を強要する。

・§ȷさAると4に無理に®4@る。無理やりƯ事をĻに入gる。

˒ ÑɨとのǒƮを意ǂ的、Ĝǯ的にŻ断するł¥。

・ƼǷをĿǬし、ů分でȷくことを制限する（�}�にɏり付ける。�}�にŖを付ける。つな5服を着Aる。意ǂ的にʚ

をÇƧに服用さAて、ȷ4をʨ制する。）。

・Ñ2dĨを2けてɴ>ŉ_る。ȑ2dĨを2けてșūáÃのȑに入gない。

˛ 介護・ǅˈのɿî・ɿɃ（�s�r�） 

ˏ 意ǂ的で-る2、ğÄ的で-る2を問i@、介護や生活のǅˈをłGている者が、BのȢāをɿîʊRɿɃし、高齢者の

生活ÞĄや、高齢者ůƼのƼǷ・Ǎƹ的Ƭǻを�¿さAていること。 

・入ʪしておd@¦Ɔがする、ɑやȟがƱびɿȂEGDり、ɚɥや¨服、ƳĔが¹gている。

・ǃ分やƯ事をƊ分に与0dgていないことで、ĕɬƬǻがșūáにiDGてǯいDり、ȅǃƞƬや´養űȘのƬǻに-る。 

・ŲȾに:みをɿȏする、ʿȉʃを使iAないなM、˂�な住ÞĄのȑで生活さAる。

ː ǘʘ的ƻ断やŭʻ、tlが必要に`22id@、高齢者が必要とする©ʻ・介護サービスなMを、ƃ�がɇȻで4る理由

なく制限しDり使iAない、ɿȏする。 

・ˋˊや病ñのƬǻをɿȏする。

・虐待Ǹ»Ƌ事者が、©ʻïâXのƁƻやǘʘ的tlが必要とǕʒしているに`22id@、無ťする。

・本ʭR入¯やŭʻが必要に`22id@、強®に病¯や施設等2d˃gðる。

ˑ ȸ居人等による高齢者虐待とȸʤのł¥をɿȏする。

・Ǳが高齢者にǸしてłうʄʼやʄįł¥をɿȏする。

˜ ƴ理的虐待 

� ĉしやɦưなMのįĵや¡�的なǻȭ、無ť、ģがdA等によGて、Ǎƹ的ēȝを与0ること。 

・˅¿ĮƤやBgにɓうįȷなMをˉơしDり、Bgを人ǛでˈすなMにより、高齢者にȎを22Aる。

・Ȯʓる、ののしる、�Ļをįう。ɦɷをŉ_て、ŜM`のように�う。

・養護者のȬ合で、本人のǲīを無ťして�m�にłけるのにおむつを-てDり、Ư事のǞ介ƕをする。

・ǿ所やǙȄïを使iAないなM、生活に必要なȺĔの使用を制限する。

・ÃǮやƺǮ、ʜ人等とのȇdk2dɋƖする。
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１．' 養介護施設Ƌ事者等による高齢者虐待 

˅人福祉法（Ɯˇ	8年法ʵȁ1		Ņ）及び介護保険法（ɳǈ,年法ʵȁ12	Ņ）にò定する「養介護施設」ʊR「養介

護事業」の業ʐにƋ事するƭ¬がłうŬのł¥とさgています。 

養介護施設 養介護事業 養介護施設Ƌ事者等 

˅人福祉法 

によるò定 

・˅人福祉施設

・ʝʺ˅人�ー�

・˅人居宅生活支援事業

「養介護施設」ʊR 

「養介護事業」の 

�"�業ʐにƋ事する者 

介護保険法 

によるò定 

・介護˅人福祉施設

・介護˅人保Ģ施設

・介護ʻ養Ę©ʻ施設

・介護©ʻ¯

・ȍªʎ着Ę介護˅人福祉施設

・ȍªɽÙ支援z�{ー

・居宅サービス事業

・ȍªʎ着Ęサービス事業

・居宅介護支援事業

・介護ʟ防サービス事業

・ȍªʎ着Ę介護ʟ防サービス事業

・介護ʟ防支援事業

�"�țǒ介護サービスをȢāしない者（施設ș、事ʐƭ¬等）を含みます（高齢者虐待防止法ȁ%ƫ）。 

˚ ƼǷ的虐待 （養護者による高齢者虐待とȸɰ） 

˛ 介護・ǅˈのɿî・ɿɃ

（�s�r�）

高齢者をǄŽさAるようなȒしいĬƯ、ʊRșūáのɿȏ、BのǴの高齢者を養護すY4ƭ

ʐ上のôʐをȒしくǺること。

˜ ƴ理的虐待 （養護者による高齢者虐待とȸɰ）

˝ Ǉ的虐待 （養護者による高齢者虐待とȸɰ）

ⅴ 経済的虐待 高齢者の財産を不当に処分すること、BのǴ当Ô高齢者2d不当に財産上の利¶をȻること。

˝ Ǉ的虐待 

� 本人とのáで合意がęǈさgていない、-dbるęǻのǇ的なł¥ʊRBの強要。 

・ɋˌのűɌにǸしてȕɒ的に¾ɕƼをʬにしてɿȏする。

・ɋˌや着Ǽ0の介ƕがしやすいというʖ的で、¾ɕƼをʬにしDり、¾着のままでɿȏする。

・人Ǜでɋˌł¥をさAる、o�~ķÝをする。

・ǇèをŵƸにŘる、スt}|をする。

・qス、ǇèXのǒƮ、z}rスを強要する。

・iいAつな³ǩやŵƸをħAる。

・ů£ł¥をħAる。

ⅴ 経済的虐待 

○ 本人の合意なしに財産や金銭を使用し、本人の希望する金銭の使用を理由なく制限すること。

・日常生活に必要な金銭を渡さない、使iAない。

・本人のů宅等を本人に無断でɎöする。

・年金やʡȓ金を無断で使用する。

・入¯やƁƻ、介護サービスなMに必要なɛ用を支ɭiない。

��m��� 

養護しないƺǮによる経済的虐待について`、

「養護者による虐待」としてɄ定します。
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「養介護施設Ƌ事者等」にÔ当しない施設等における高齢者虐待XのǸ»

養介護施設Ƌ事者等による高齢者虐待のĔǷʾ 

˛ 介護・ǅˈのɿî・ɿɃ（�s�r�）

ˏ 必要とさgる介護やǅˈをǺり、高齢者の生活ÞĄ・ƼǷやǍƹƬǻを�¿さAるł¥

・入ʪしておd@¦Ɔがする、ɑ・T8・ȟがƱびɿȂ、¹gのTMい服やɉgD服を着Aている等、日常的にȒしく不

µ生なƬǻで生活さAる。

・ˎˍ（ƚ@g）がで4るなM、Ƿ�のȘ整や´養ß理をǺる。

・おむつが¹gているƬǻを日常的にɿȏしている。

・ĢľƬǻの�¿を4DすほMにǃ分や´養ɼüをǺる。

・ĢľƬǻの�¿を4DすようなÞĄ（ƒす5る、Ûす5る等）にșūáȏ2Aる。

・ŲȾに:みがɿȏさgている、ǣやvq��がいるなM˂�なÞĄにȏ2Aる。

ː 高齢者のƬǻに»>Dŭʻや介護をǺGDり、©×的ƻ断を無ťしDł¥

・©ʻが必要なƬĈに`âid@、ƁƻさAない。-るいRúùǸ»をłiない。

・処ʀ通りの服ʚをさAない、ɩŕ用が生>ているのにɿȏしている、処ʀ通りのŭʻƯをƯYさAない。

ˑ 必要な用Ĕの使用を限定し、高齢者の要望やłȷを制限さAるł¥

・�ースuー�等を使用さAない、ƀのȽ2ないとこhにȏく。

・必要な_がP、ôŧ、ɼȗè等が-Gて`使用さAない。

˒ 高齢者のĥ利を無ťしDł¥ʊRBのł¥のɿȏ

・Ǵの利用者にʄʼをƵるう高齢者にǸして、Àdʟ防的ƀ立てをしていない。

˓ BのǴƭʐ上のôʐをȒしくǺること

˚ ƼǷ的虐待

ˏ ʄʼ的ł¥

・ɳƀǶFをする。つPる。½る。Ƈる。 ・Wつ2GてȧSAる。

・ǀɮやèɮでÑƗを与0る。 ・入ʪū、ɅいȲやx��ーを2けてやけMをさAる。

・本人にļけてɮをȯ8つけDりする。

ː 本人の利¶になdない強制によるł¥、ǾǼʀ法をĤȵA@に高齢者をʱʄに�うł¥

・©×的ƻ断や介護サービスĝÈ等に�ȏIけdgていない、ƼǷ的ēȝや病Ƭ�¿をƛくł¥を強要する。

・介護がしやすいように、ƭ¬のȬ合で�}�等Xʨ0つける。

・ź¤Ŝや�}�等2d§ȷさAるőに、必要以上にƼǷを高くŪF上8る。

・Ư事のőに、ƭ¬のȬ合で、本人がþəしているのにĻに入gてƯYさAる。

ˑ 「ďùやむをȻない」場合以ÑのƼǷĿǬ・ʨ制 （��64řƝ）

「養介護施設Ƌ事者等による高齢者虐待」のǸƤとなる施設・事業R、Ǜɵの限定ˁĀとなGています。このD_、Ǜ

ɵにÔ当しない施設等についてR、高齢者虐待防止法上の「養介護施設Ƌ事者等による虐待」のò定Rȥ用さgまAk。

（ʝʺ˅人�ー�の要ġを満Dさないサービス付4高齢者ļけ住宅なM） 

し2しながd、Ȣāしているサービス等にàみ、「高齢者をĮに養護する者」による虐待とŁ0dgる場合R、「養護

者による高齢者虐待」としてǸ»していくことになります。 
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˜ ƴ理的虐待 

ˏ ¡Õ的な発į、ǻȭ

・Ȯʓる、Ɋる。「ここ（施設・居宅）にいdgなくしてやる」「ȜいƍすC」なMとįい、ĉす。

ː ɦư的な発į、ǻȭ

・ɋˌのűɌやƯYこ[しなM、˅¿ĮƤやBgにɓうįȷ等をˉơする。

・日常的に2d2GDり、「ŢP」なMɦɷ的なことをįう。

・ɋAつ介ƕのő、「Ɔい」「¹い」なMとįう。

・ŜM`�いするようなıƠでıW。

ˑ 高齢者やÃǮのǰ在やł¥をə定、無ťするような発į、ǻȭ

・「意ʌ`なくuー�を¼さないで�」「なkでこkなことがで4ないの�」なMとįう。

・Ǵの利用者に高齢者やÃǮの�Ļ等をįいVdす。

・ˈし2けや、�ースuー�等を無ťする。

・高齢者のȀǑにしている`のをʱʄに�う、Íす、Ŷてる。

・高齢者がしDくて`で4ない事を、当てつけにやGてみAる（Ǵの利用者にやdAる）。

˒高齢者の意ʩやů立ƴをȠ¾さAるł¥

・�m�を使用で4るのに、ƭ¬のȬ合をʛǗし、高齢者の意ŞやƬǻを無ťしておむつを使う。

・ů分でƯ事がで4るのに、ƭ¬のȬ合をʛǗし、高齢者の意ŞやƬǻを無ťしてƯ事のǞ介ƕをする。

˓ ƴ理的に高齢者を不当にĲ立さAるł¥

・「ÃǮにȩ0てほしい」というǢ0を、理由なく無ťしてȩ0ない。

・理由`なく住所ˆをſり上8るなM、Ñɨとの˃ʯをŻ断する。

・ʔÊ者が訪gて`、高齢者の意ŞやƬǻを無ťしてʔÊさAない。

˔ BのǴ

・ź¤Ŝでの§ȷ介ƕのőに、ǭいス�ー�でǧdAĆɤÜを与0る。

・ů分のƲċしているƄćにÂ入するよう強制する。

・高齢者のåにʰƔ4をして、Bgをp��等でŘ²しǴのƭ¬にħAる。

・本人の意ŞにɖしD¦Ǉ介ƕをĖりɺす。

・ʪŲȅ¨所で、¦Ǉの利用者を«Ɠに着Ǽ0さADりする。

˝ Ǉ的虐待 

� 高齢者とのáで合意がęǈさgていない、-dbるęǻのǇ的なł¥ʊRBの強要 

・Ǉè等にǒƮしDり、qス、Ǉ的ł¥を強要する。

・Ǉ的なˈしを強要する（無理やりɱ2Aる、無理やりˈさAる）。

・iいAつな³ǩやŵƸをみAる。

・本人をʬにする、ʊRiいAつなł¥をさA、³ǩやŵƸにŘる。Ř²しD`のをǴ人にħAる。

・ɋAつや着Ǽ0の介ƕがしやすいというʖ的で、¾（上）ɕƼをʬにしDり、¾着のままでɿȏする。

・人ǛでɋAつをさADり、おむつķÝをしDりする。まD、Bの場ʔをħAないD_のɍʹをしない。
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１．５  虐待の発生場所における、虐待防止法の法及び年齢別の整理 

在宅 

（養護者・保護者） 

福祉施設 

障害者総合支援法 介護保険法 児童福祉法 

障害福祉 

サービス 

事業所 

相談支援 

事業所 

高齢者施設等 

（入所系、通所系、

訪問系、居住系等

を含む） 

障がい児 

入所施設等 

障がい児 

相談支援 

事業所等 

18 歳未満 児童虐待防止法 

障害者虐待 

防止法 

障害者虐待 

防止法 

改正児童 

福祉法 

障害者虐待 

防止法の省令 

18 歳以上

65 歳未満 障害者虐待防止法 

20 歳まで 

特定疾病 

（40 歳以上） 

65 歳以上

障害者虐待防止法 

高齢者虐待防止法 
高齢者虐待防止法 

ⅴ 経済的虐待 

○ 本人の合意なしに財産や金銭を使用し、本人の希望する金銭の使用を理由なく制限すること

・事業所に金銭を寄付・贈与するよう強要する。

・金銭・財産等の着服・窃盗等（高齢者のお金を盗む、無断で使う、処分する、無断流用する、おつりを渡さない）。

・立場を利用して、「お金を貸してほしい」と頼み、借りる。

・日常的に使用するお金を不当に制限する、生活に必要なお金を渡さない。

年齢 

所在 
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��#  高齢者虐待にƸ8た対応を要するケース

市ɃȚL、高齢者虐待ʸ止法にû定する高齢者虐待か判ʢしがたい事�であってX、高齢者のļ利がǗ害されていたり、

生˄やĺŕ・生活がșなaれるような事態が˕ȓされるなど、支援が必要なǎŝにL、高齢者虐待ʸ止法の取�いにƸ8て、

必要な支援を行う必要がありTす。 

① 
5Ŭ�上のǌ害者への虐待

高齢者虐待ʸ止法のƈ行後に「ǌ害者虐待のʸ止、ǌ害者の養護者に対する支援等に関する法律」（ʡ成�3年法律ȧ

�
Ŝ、�º、「ǌ害者虐待ʸ止法」という。）が成立しTした。 


5Ŭ�上のǌ害者L、「高齢者虐待ʸ止法」と「ǌ害者虐待ʸ止法」のい:れの支援対ǋにXなるとŗえ\れTす。 

上üの つの法律の間に優先˳後の関係Lないため、ǌ害者虐待の所êʚ門と˵īのうえ、虐待を受けた方の状況に応

8て、Õ法律の適Ƕとƅaれるû定により対応することになりTす。（高齢者の状況等にìU、ǌ害者支援ƈ設への保護

が適ɚなǎŝL、ǌ害者虐待ʸ止法を利用する等。） 

② 養護、ʈ養護の関係にない
5Ŭ�上の高齢者への虐待

高齢者虐待ʸ止法が対ǋとしているのL、「ńに養護する者」による虐待のため、そのような関係性がないǎŝ（おŋ

いに自立した
5Ŭ�上のʓʔ間でのʶ˭等）、高齢者虐待ʸ止法の対ǋÑとなり、óʻ的にL「配ģ者か\のʶ˭のʸ

止ĆOʈ害者の保護等に関する法律」（ʡ成�3年法律ȧ3�Ŝ。�º「%&法」という。）や刑法等により対応すること

になりTす。 

しかし、通報があったȲÐでL虐待をしたĀいのある方が「ńに養護する者」であるかどうかの判断がɫしいケースX

あることか\、「養護者による高齢者虐待」事�として事Ɲ確認等を行ったうえで、%&法の所êʚ門や関係機関につな

いでいく等の対応が必要です。 

̀ 医療機関における高齢者への虐待

医療機関における高齢者への虐待についてL、高齢者虐待ʸ止法の対ǋÑとなっていTす。 

¼に医療機関において医療Ƴ事者等による高齢者虐待があったǎŝにL、高齢者虐待ʸ止法でLなく、医療法のû定に

óCき、医療機関のÏ設者・êˣ者が適Ǯなêˣを行っているか等についてɕɤʖľ等が検査し、不適ǮなǎŝにLƆɢ

等を通8てÎȀを図ることになりTす。 

́ 
5Ŭʿʾの者への虐待

高齢者虐待ʸ止法でL「高齢者」を
5Ŭ�上と定āしていTすが、
5Ŭにğい年齢の方や、高齢者に特˒の精神上・

身ȝ上のƜʐを˒しているなど、高齢者福祉の分ˎで支援が適ɚとŗえ\れる者へ虐待が生8ているǎŝL、高齢者虐待

対応にƸ8た支援を行いTす（ǌ害者福祉担ɚʚ門と˵īして対応を検討しTす。）。 

介護保ŀ法による地域支援事業のNとつとして、市ɃȚにāˁCけ\れている、「ʈ保ŀ者に対する虐待のʸ止ĆOそ

の早期発見のための事業その他のʈ保ŀ者のļ利˘護のため必要な援助を行う事業」（介護保ŀ法��5Ǒの�5ȧ Śȧ

 Ŝ）における対応が行aれることになりTす。
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̂ セ��・ネlレkト

医療・介護サービスの利用を拒ʄするなどにより、Ɵ会か\ň立し、生活行�や心身のĺŕ維持ができなくなっている、

いaZる「セ��・ネlレkト」状態にある高齢者L、高齢者虐待ʸ止法の対ǋÑとなっていTす。しかしなが\、セ�

�・ネlレkト状態にある高齢者L、認知Ǉのほか、精神Ɯå・ǌ害、ア�nー�関˵のˋȨを˒するとƅaれることX

Ȝく、それTでの生活歴やƜʐ・ǌ害のˣ由か\、「支援してほしくない」「Ťっていない」など、支援者の関˖を拒ʄ

することXあり、支援にLŤɫがɿいTすが、生˄・身ȝにƴ大なñŀが生8るおそれや、NいてLň立Ƌにƍる�スk

XʭえていTす。 

必要に応8て、介護保ŀ法にóCく地域ケア会議を˒ő活用しつつ、「ʈ保ŀ者に対する虐待のʸ止ĆOその早期発見

のための事業その他のʈ保ŀ者のļ利˘護のため必要な援助を行う事業」として、高齢者虐待にƸ8た対応を行いTす。 

「セ��・ネlレkト」のサfン（例）

「セ��・ネlレkト」対応時の確認事Ś（例） 

「セ��・ネlレkト」対応時の˧�事Ś 

� ȬǦǇ状、栄養不ˬ、ʿƖ療ʽL不適ǶなƖ療状況

� ñ機的、ʋ安全な生活環境（例�不適Ƕな配ǽ状況、ƛ内トfレなし、ȱʵなし、配Ǧ設ʌの不ʌ等）

� 不°生な住č（例�害Ⱦのƶʺ、トfレのŊǌ、ɲƯ、�Ư等）

� 不適ǶʽL不Ʋ分なȺ衣状況

� 必要な医療ʩ助具のĵɱ（例�ïę、ʩɄò、āƑ等）

� 不適ǶなĠǿの自ŉêˣ

� 自身のĺŕや安全をșなう行�を行い、支援の拒ʄが見\れるか

� 精神的にĺ全な状態であるか（精神Ɯå、認知Ǉ、�ȘǇ等の˒無）

� Ǯ常な判断ɸ˭（情報ˣ解・ü¹˭）を˒しているか

� �ƅ決定ɸ˭（ʅÚ検討、�ƅʎƗするɸ˭）を˒しているか

� 他Ǣにˆ˻をかけているか（Ő共の福祉にʁする行�の˒無）

� ţ後のñŀ性が˕ȓされるか（自傷他害のおそれ等）

① 自宅でɘれていることがÑȐか\見えている、�ーター等で˅\かに在宅が確認できているがȝ調不ˬ等で応

ɜXできない様子であるなど、ʻǢの生˄・身ȝ・űŹに対するñɫが認め\れるǎŝにL、ʻǢの同�を得

なくてX、自宅に入ることがÀɸです。（刑法ȧ3�Ǒ、民法ȧ

8Ǒ参ŗ）

② õに�識が無いなど、緊急性・Ƕɽ性が高いǎŝL、Ĉ急Ȥの要ǲを検討しTす。

̀ 高齢者に介入拒ʄが見\れるǎŝL、高齢者の家族やğˮ住民、信頼しているǢなど、ŗえ\れるア��ーチ

Ʀ法を検討し、介入をƏUTす。

́ 支援者L、高齢者ʻǢの�ƅをǥ知して、その利±に適ŝする方法、言い換えれば「最Ȁの利±」となりうる

方法の提�を行いTす。

̂ 高齢者が、Ʋ分な事ˣʦ識ɸ˭を˒しており、他害の恐れの無いņりにおいて、高齢者の�ƅ決定の内˗がʋ

ŝˣであるようにƅaれてX、支援者L自ŉの¾ȴ観を·しつけ:、一ǢのǢ間としての自ŉ決定・自ŉƝń

に委JるRきǎŝXあることをʴれてLなりT;c。
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  高齢者虐待のʸ止に向けたóʻ的Ǝɓ

① 虐待に対する「自Ø」Lˋaない

高齢者ʻǢや養護者の虐待に対する自Øの˒無にかかa\:、ă観的に高齢者のļ利がǗ害されていると確認できるǎ

ŝにL、虐待のĀいがあるとŗえて対応する必要がありTす。 

② 安全確保を優先する

高齢者虐待に関する通報等のȻにL、高齢者の生˄に関aるような緊急的な事態Xあるとŗえ\れ、そのような状況º

での対応L一Şをȉうことが˕ȇされTす。入院や措置入所などの緊急保護が必要なǎŝにL、養護者との信頼関係をȸ

くことができないときでX、高齢者の安全確保を最優先しTす。 

そのǎŝ、養護者に対してL関係者か\のア��ーチやȼ介によって信頼関係をŖȸしたり支援を行うなど、時間をか

けた対応が必要となることXありTす。 

高齢者が養護者か\ˤれることをʷcでいなくてX、高齢者の生˄・身ȝの保護のため、必要に応8て「やむを得ない

事由による措置」などの支援を行うことがƴ要です。このǎŝ、ɚ事者に対し、ń在の虐待が生8ているă観的状況をȿ

ɵにƗすことで、保護の必要性のˣ解をȏしTす。判断ɸ˭がɉºしているǎŝにおいてX、ˣ解できるようにȏすよう

心がけTす。 

̀ 常にǣȕな対応を�識する

高齢者虐待のˋȨL、発生か\時間が経過するにしたがって虐待がǛŞ»することが˕ȇされるため、通報やɨƶがな

されたǎŝにLǣȕな対応がĉめ\れTす。Tた、虐待Lˍ間やą日X発生するXのであり、ˍ間やą日においてX相談

や通報、ɨƶや緊急の保護に対応できるȝ制を整え、関係者や住民にƫ知する必要がありTす。 

́ 必:ȄǓ的に対応する

高齢者虐待の事�に対してL、担ɚ者一Ǣでの判断を行うことをʊけ、ȄǓ的な対応を行うことが必要です。 

相談や通報、ɨƶを受けたǔ員L、早急に高齢者虐待担ɚのêˣǔやそれにƸ:る者などに相談し、相談等の内˗、状

況か\緊急性を判断するととXに、高齢者の安全や事Ɲ確認の方法、支援の方向性などについてȄǓ的に判断しTす。 

特に、高齢者の安全や事Ɲ確認でL、担ɚ者一Ǣへの過度の負担をʊけ、Tたă観性を確保するなどのƎɓか\、ʞǧ

のǔ員で対応することをŁȑとしTす。 

̂ 関係機関と˵īして支援する

高齢者虐待の発生にL、家ɋ内でのɆ年の経¢をóにしたǢ間関係や介護ʆれ、Ġǿ的要©など様々な要©が­Ěして

おり、支援にあたってL高齢者や養護者の生活を支援するための様々な制度や知識が必要となりTす。そのため、発生˕

ʸか\通報等による事Ɲ確認、高齢者の生活の安定に向けた支援にいたるÕȲÐにおいて、ʞǧの関係者（高齢者、ǌ害、

医療、生活保護の担ɚʚ門等）が˵īを取りなが\、高齢者や養護者の生活を支援するȝ制をŖȸし、チームとして虐待

事�に対応することが必要です。 
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̃ 適Ƕにļņを行Žする

高齢者虐待ʸ止法でL、「虐待により生˄ʽL身ȝにƴ大なñŀが生8ているおそれがあると認め\れる高齢者を一時

的に保護するため、ǣȕに˷Ǣ福祉法ȧɬƲǑのŷにû定する˷Ǣ短期入所ƈ設等に入所さ;る等、適Ƕに、同法ȧƲǑ

のſȧ一ŚƢしくLȧƲ一Ǒȧ一Śのû定による措置をř8、ʽL、適Ƕに、同法ȧŷƲɬǑのû定により審判のǲĉを

する」Ɖをû定していTす（ȧ$Ǒ）。 

高齢者の安全を最優先にŗえ、必要があるǎŝにL、適Ƕに行Ǭļņを行ŽしTす。そのために、Ɲƈ�ー�の確定、

˕ź措置、ƝǾ事例のƪưやȹǴ、Ľƭなど、Ɲƈをȇ定したȝ制をŖȸすることがʷTれTす。 

̄ ü˸をŻす

高齢者虐待の対応に関する会議やɚ事者とのやり取りLすRてü˸にŻし、適þ、ȄǓ的に対応状況を共˒する必要が

ありTす。対応ɱ½によってL、ŇǢの生˄に関aる事態に発ɐするÀɸ性Xあるため、対応の決定にあたってL、一ǔ

員でLなくȄǓとして決定しTす。 

ü˸をŻし、Ǻ˅ǵɳをÃたすことL、事後検Ǌやļņ行Ž等をɿう虐待対応においてĵかすことLできT;c。 

̅ 高齢者ととXに、養護者を支援する

養護者支援L、虐待のʿȁʸ止・解ǅへ繋がる対応です。 

在宅で養護者による虐待がýきるǎŝ、虐待している養護者を「加害者」としてȒえてしTいが@ですが、介護ʆれや

養護者自身が½\かの支援（経ŭ的なˋȨ、ǌ害・Ɯʐなど）を必要としているǎŝXありTす。Tた、他の家族等の状

況や経ŭ状況、医療的ÄȨ、ğˮとの関係など、様々なˋȨが虐待のɺĬにあることをˣ解しておく必要がありTす。 

高齢者虐待ʸ止法でL、「市ɃȚL、養護者による高齢者虐待のʸ止をˊ的に、養護者に対して、相談、ƆɢĆO助言

を行うととXに、養護者の負担軽減のため、養護者に対して必要な措置をř:る」とされていTす（ȧ#Ǒ、ȧ��Ǒ）。

虐待の解ǅと高齢者が安心して生活を送るための環境整ʌに向けて、養護者への支援を適Ƕに行うことがĉめ\れTす。 

養護者支援の˧�ɓ 

ア. 高齢者と養護者の利害対立への配˨

虐待対応においてL、同8ǔ員が高齢者、養護者への支援を行ったǎŝ、それ=れの利害が対立して、ťʻ的なˋ

Ȩの解決ができなくなるÀɸ性がありTす。このため、高齢者への支援と養護者への支援L、それ=れʢのǔ員が分

担して行う等、チームとして対応する必要がありTす。 

f. 虐待の発生要©と関˵するÄȨへの支援

家ɋ内における高齢者虐待L、様々な要©によってªきýこされTす。養護者がǌ害やƜå、介護負担や生活上の

ÄȨをʭえており、それが虐待の要©になっているにXかかa\:必要な支援にķOついていないようなǎŝにL、

虐待を解ǅさ;るために養護者支援に取りȄむこととなりTす。 

g. 養護者支援機関へのつなぎ

養護者が虐待発生の要©とɇǷ関係しないƜåやǌ害、生活上のÄȨをʭえているǎŝや、虐待が解ǅした後に養

護者がªきȗきこれ\のÄȨをʭえているǎŝL、適Ƕな機関につなぎ、支援がÏƁされるよう働きかけを行いTす。 
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! 高齢者虐待対応に関係する機関に期待されるóʻ的なˏÝ （˯˹ � 年 � ĸ時ɓ） 

高齢者虐待L、ʞŶなˋȨをʭえている世帯でýきやすいことか\、一つの機関で対応できないことがȜくありTす。地域のÕ機関がそれ=

れの専門性を活かし、˵ī・đ˭して対応することがƴ要です。 

機関˃ 期待されるóʻ的なˏÝ 

ɭ

Ų

市 

包括支援担ɚ ɭŲ市における高齢者虐待のǵɳƣȝを担い、業ˁの一ʚを地域包括支援センターに委ȪしていTす。 

 高齢者虐待の通報やɨƶを受ˣしTす。通報やɨƶにóCき、安全確認ĆO事Ɲ確認のための調査を地

域包括支援センターと˵īしてƝƈしTす。 

高齢者の生˄ʽL身ȝにƴ大なñŀが生8ている恐れがあるにXかかa\:、状態把握がŤɫなときに

L立入調査を行いTす。（高齢者虐待ʸ止法ȧ �� Ǒ） このů、必要に応8て、所áのĲ察ƺɆに援助

を要ǲしTす。（高齢者虐待ʸ止法ȧ �� Ǒ） 

 高齢者虐待対応におけるȝ制整ʌのǵˁ （対応マz�ア�の整ʌ、支援ネvト�ーkのŖȸ等）を˒

していTす。 

地域包括支援センター 

（市の業ˁの一ʚを委Ȫ） 

養護者による高齢者虐待対応のȻÖを担う機関として、相談・助言などを行いTす。 

 通報やɨƶのȌŒとなり、虐待の事Ɲ確認を行いTす。虐待のĀいがある、�いL虐待が確認されたケ

ースについてL、市関係Äと˵īし、支援チーム会議をÏũし援助ıÇを作成するなど、関係機関と˵ī

しつつ対応しTす。 

ケアマネジャーや介護サービス事業者等か\、虐待やŤɫ事例への対応について相談があったǎŝL、

助言や支援を行いTす。 

南
部
・
北
部

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

福祉相談支援Ä 高齢者がñŀをɿう状態にあるǎŝや、養護者のʳ害等により、必要な介護サービスが利用できない状

況にあるǎŝ、˷ Ǣ福祉法にóCきǔļにより、ƈ設への入所や在宅サービスを提供する措置を行いTす。 

 成年後見制度の利用が必要とƅaれるǎŝであって、ʻǢTたL � Ǟ等�内のǞ族によるǜ立ができ

ないときL、市Ɇによるǜ立を行いTす。なお、成年後見制度の利用に必要なʉ用がɷƶできないǎŝに

L、そのʉ用の助成X行いTす。 

し4と・く\し 

サ�ートセンターɭŲ 

経ŭ的なˋȨ?けでLなく、ĺŕ上のÄȨやƟ会的なň立など様々なÄȨをʭえ、ż事Ȯしやʪ\しに

おŤりの方、その4家族などか\の相談をȿɵにおʠきしTす。その上で、相談内˗に応8て関係機関等

をǈ介する?けでLなく、ÄȨの解決に向けてįȗ的な支援が必要な方についてL、利用のǜšを受けて

支援ıÇを策定し、必要な支援を行いTす。 

・保護ȧ�担ɚ

・保護ȧ 担ɚ

生活保護の相談に応8、調査等のķÃ、óƸにÔɚするǎŝL、保護の決定を行うととXに、受ċ者に

対してL、自立に向けて必要な助言やƆɢを行っており、これ\の活ɠを通して、虐待の発見やʸ止に向

けたƆɢ等を行いTす。 

 生活保護に関する相談や調査においてL、虐待のサfンを見ɞさないようにȽ�Ǜく観察し、家ɋ環境

や生活状況の変»等か\虐待のĀいがあるようなǎŝにL、介護サービスの利用状況等を確認し、関係機

関との情報共˒を図りTす。 

・ĺŕ増ǡÄ

・Ɯʐ対策Ä

・地域保ĺÄ

・Ő害ĺŕʩǀÄ

�f�サfk�を通したĺŕ相談・ĺŕĖ¦・ĺŕ診査等、地域住民のĺŕ増ǡのための活ɠをƝƈし

ており、これ\の活ɠを通して高齢者虐待の発見ĆO相談ȌŒとしてのˏÝが期待されTす。 

・ǌ害福祉Ä

（市ˏ所ʻɂƞ内）

・ǌ害者支援Ä

（ɪ・ʹ保ĺ福祉センター内） 

ǌ害者に対する虐待が発生したǎŝ、ǌ害者虐待ʸ止法を適用し、ǌ害者虐待対応のȻÖを担いTす。 

 ǌ害のある介護保ŀȧ � Ŝʈ保ŀ者等が虐待を受けているǎŝにL、ǌ害福祉サービスに優先して介

護サービスを利用することになっていTすが、立入調査等のļņを行ŽするǎŝLǌ害者虐待ʸ止法が適

用されTす。虐待を知りえる機会がȜく、介護サービスを利用するǎŝに提供ƣȝとなる、介護サービス

提供事業者、ケアマネジャー、地域包括支援センター等とđ˭して対応することになりTす。 

įȗした支援のȻで、家族にǌ害があるǎŝL、ǌ害福祉Ä・ǌ害者支援Äとの˵īがƴ要です。 

市民Ä 虐待を行った養護者か\高齢者の身を守るために転čしたǎŝ、養護者やその知Ǣが住民óʻȥɁの²

ˡ等の制度を不ɚに利用してʈ害者の住所をȮし、ŪO虐待にĆPñŀがŗえ\れるǎŝがありTす。そ

のǎŝ、高齢者に係る住民óʻȥɁの²ˡ等のǲĉが住民óʻȥɁ法のÕǑŚにおける要Ĺをʾたさない

ǎŝL、虐待を受けた高齢者のǜƶにóCき、「不ɚなˊ的」として²ˡ等を制ņしTす。 �住民óʻȥ

Ɂ法（Ǆ˹ �� 年法律ȧ 8� Ŝ）ȧ �� Ǒȧ#Ś� 

ǅʸĜ 虐待やセ��・ネlレkトなど、支援が必要な世帯を発見したůL、緊急的な対応を行いTす。必要に

応8て、地域包括支援センターやĲ察へ情報提供し、適Ƕな支援への繋ぎを行いTす。 

医療・介護˵ī支援センター 

「あTつなぎ」 

かかりつけ医やケアマネジャーといった、医療・介護サービス提供者か\の在宅医療・介護サービスに

関する相談に対して、必要な情報提供、支援、調整を行いTす。（ʱˋ診療医のǈ介など） 
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Õ機関において「½ができるのか」「½が期待されているのか」を共通認識しておく必要がありTす。Õ機関においてL、地域包括支援センタ

ー等か\の�頼に応8て、支援者会議にƶ席するなど、Àɸなʃ�で、高齢者虐待対応へのđ˭を行いTす。 

期待される対応例 高齢者虐待の対応例 

・高齢者虐待の通報やɨƶの受ˣ

・市関係Äへの˵ˠ調整

・高齢者虐待の˒無・緊急性の判断、見ĝめ

・Ĳ察ƺɆに対する援助要ǲ ・立入調査

・Ʈķを決めるʏ¾会議へのƶ席

・地域包括支援センタ�への助言、Ɔɢ

・関係機関相ŋの˵īĔ»、支援に必要なȝ制の整ʌ

・関係機関のǔ員のĽƭÏũ

・通報āˁやĈŭ制度等についてのŔ報やĨ発活ɠ

①高齢者虐待のĀいがĝめてĔい世帯において、地域包

括支援センターがŪŷの事Ɲ確認を行うX、養護者の拒ʄ

があり、介入ƶ˞なかった。包括支援担ɚがĲ察ƺへ援助

要ǲし、Ĳ察と立入調査を行い、安全確保に繋がった。 

②高齢者虐待対応において、関係機関と市の関係Äが円

滑に˵īできるよう、~f�ˏとしてのˏÝを担った。 

・高齢者虐待の通報やɨƶのȌŒ

・虐待の通報やɨƶに対する相談、ƆɢĆO助言

・虐待の事Ɲ確認ĆOü˸（Ɲ態把握、市への報告）

・立入調査のđ˭（ア�ター�h�ー、ɚ事者の˩ǃを得ての同席等）

・支援チーム会議Ïũ、援助ıÇ書作成、�zタ�ンl、ʏ¾

・ケアマネジャー、サービス提供事業者への助言や支援

・早期発見・見守りネvト�ーkCくり ・虐待ʸ止の˕ʸ・Ĩ発

地域包括支援センターに配置されている専門ǔƨそれ=

れのƎɓ、把握しているʲʕなƟ会ƐŃを活かし、Ȝ機関

đ同で支援したķÃ、高齢者虐待が解ǅされた。 

・高齢者緊急一時保護事業のƝƈ

・˷Ǣ福祉法にóCく措置（養護˷Ǣ��ムへの入所）

・˷Ǣ福祉法にóCくやむを得ない措置（特ʢ養護˷Ǣ��ムへの入所、

ʱˋ介護、通所介護、短期入所生活介護の利用等）

・市Ɇによる成年後見制度の利用に関aる審判のǲĉ

①高齢者の緊急的な安全確保が必要であったため、一時

保護先の確保を行った。 

②高齢者が養護者か\経ŭ的虐待を受けていたが、高齢

者の身内L養護者しかお\:、高齢者や家族による成年後

見制度のǜ立がƶ˞なかった。そのため、市Ɇによるǜ立

を行い、適ǶにĠǿêˣが行aれるようになった。 

・無˪ǔ業ǈ介、Ƭ˶Ĥ˴事業のあっ;c

・住č確保ċʒĠの支ċ（ƪ入・ƐŹ要Ĺあり）

・生活ŤĊ者への�ーy}ンk支援

Ũˁ整ˣが必要な世帯への支援として、jャvp���

ーıź書を用いてʥŭıÇを立て、Ɇ期的な支援をįȗし

たことで、ơĠがãŭƶ˞た。 

・生活保護の相談・ǜǲ受ʒ、調査、決定

・生活保護受ċ者への助言、Ɔɢ

・生活保護受ċ者の虐待発見やʸ止に向けたƆɢ

同čの養護者が高齢者へ経ŭ的虐待を行っていたため、

ケース�ーiーが養護者へ適ǶなĠǿêˣについてƆɢを

行ったķÃ、経ŭ的虐待が解ǅされた。 

・ĺŕ相談・ĺŕĖ¦・ĺŕ診査・家ɋʱˋ等、地域住民のĺŕ増ǡのための

活ɠにおける�識Ĩ発

・精神ǌ害、ɫʐ、認知Ǉの関係したケースの˵ī

・精神Âʐ院の受診・入院調整

養護者がア�nー��ȘǇに˼åしていたため、地域保

ĺÄの精神保ĺ福祉ƀがįȗ的な相談援助を行った。養護

者の家族と、�ȘǇに対するl�ー��ーkを行い、対策

をř8たことで、�ȘǇの軽減がƶ˞た。 

・身ȝǌ害・知的ǌ害の関係したケースの˵ī 虐待を受けている高齢者と虐待を受けているǌ害者が同

一世帯で生活していたため、高齢者の支援者とǌ害者の支

援者が˵īして支援を行った。双方で情報共˒を行ってい

たため、ȜÙ的な支援が行えた。 

同Ŧ 高齢者の�ƅにóCき、住民óʻȥɁの²ˡを制ņした

ことで、高齢者の安全確保に繋がった。 

同Ŧ 高齢者がʚ¸でɘれɠけなくなっていたため、ǅʸÿƷ

を活用し、ʚ¸に入り、Ĉ急ʂ送に繋2た。 

・在宅医療・介護サービスに関する情報提供、支援、調整

・退院調整への支援

・Ȝǔƨ・Ȝ機関の˵īǥǡ

・˵īをǥǡするためのĽƭ等のÏũ

医療サービスを全く受診していなかった高齢者を、緊急

ケースとして対応できる医師に繋ぎ、ǣȕな介護認定や成

年後見制度の活用に繋がった。 
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機関˃ 期待されるóʻ的なˏÝ 

成年後見等支援センター 

（ɪ・ʹ保ĺ福祉センター内） 

成年後見制度に関する相談やǜ立の支援、市民後見Ǣの養成やその活ɠの支援、èɧ等を行いTす。 

Tた、ʦ護ƀやž法書ƀによる専門相談会をÏũしており、法律に関する相談を行うことができTす。 

判断ɸ˭LɉºしているXのの、Īːができるɍ度のǢL、福祉サービス利用援助事業が利用できTす。

日常的なĠǿêˣ、福祉サービスの利用支援といった日常生活の支援などをƝƈしTす。 

Ɵ会福祉đ議会 Õ地ġに地域福祉活ɠ専門員をL8めとした支ʚǔ員を配置したƟ会福祉đ議会支ʚがあり、地域住民

の活ɠの支援を行っていTす。 

 地域でL、��ンweアや地域住民などによる、見守りをL8めとしたÕƨの地域活ɠが行aれており、

活ɠ者か\の相談や、様々な情報がô;\れTす。 

 特に、見守り事業が立@あがっている地域でL、見守りǥǡ員・đ˭員か\の情報をXとに、地域にお

ける虐待の早期発見やįȗした見守りなどのˏÝX期待されTす。 

民生児童委員  民生児童委員L、地域において相談や安ʄ確認など、住民が安心してʪ\;るよう支援を行っていTす。

これ\の活ɠを通して、高齢者等か\相談を受けるほか、「ğ所でĒOǱがʠこえる」など、身ğな情報

を地域住民か\相談を受け、ȌŒへの相談や通報を行いTす。 

 Tた、日Ţか\高齢者家ɋのƝ態把握にɖめ、市や地域包括支援センターなどのǔ員が事Ɲ確認等で家

ɋʱˋするůに同行し、ɦ ˋ活ɠが円滑にできるようȼ介を行ったり、地域における虐待の早期発見や通

報、見守りなどのˏÝX期待されTす。 

ケアマネジャー 

�介護支援専門員� 

利用者宅のʱˋや、高齢者ĆO家族か\の相談、介護サービス提供事業者等か\の報告等により、高齢

者虐待を知り得る機会がȜいため、虐待の早期発見者としてのˏÝが期待されTす。 

 虐待�いL虐待のĀいがあるケースを発見したǎŝL、介護サービス提供事業者等か\情報ƪưを行

い、地域包括支援センター等へ通報しTす。 

 Tた、地域包括支援センターのʱˋ調査にđ˭、必要に応8て支援チーム会議にƶ席しTす。虐待のÎ

Ȁに向けて地域包括支援センターの虐待対応のıÇと˵īして、適Ƕな介護サービスが提供されるように

ケア��ンにʁ®していきTす。 

ʱˋ介護 

��ーム���サービス�

 サービスを提供しなが\、高齢者や養護者等の生活状況を観察し、Ǳかけなどの精神的支援を行うとと

Xに、確認した状況や変»などをȕやかにケアマネジャーにǮしく報告しTす。 

・ʱˋé護

・ʱˋ�|ビ�wーp�ン

ʱˋé護師、ˣÛ療法ƀ、作業療法ƀ等L、é護サービスや�|ビ�w�p�ンを提供しなが\、高齢

者や養護者等の医療情報の確認やȝ調の変»、ĺŕ観察を行い、必要に応8て医療機関への受診をâめT

す。 

 Tた、虐待の˕ʸと早期発見にɖめ、サービスを提供しなが\精神的支援を行うととXに、確認した状

況や変»などを医師やケアマネジャーに的確に報告しTす。 

・通所ĭサービス

�通所介護・通所�|ビ

�wーp�ンなど�

・ʱˋ入浴介護

通所ĭサービスでL、衣服の状態や食事の様子を観察することにより、介護のʮ÷・ʮɳの状況が把握

されることXありTす。Tた、サービス事業所内?けでLなく、送迎時などに、自宅内の生活や家族の状

況が観察できTす。これ\のサービス提供時に把握した事Ɲを整ˣしてケアマネジャーに報告しTす。 

 高齢者の全身状態を観察する機会のある入浴サービスでL、あざや傷LX@`cのこと、栄養不Ȕによ

るȊ;や皮膚の状態変»を知ることができTす。 
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期待される対応例 高齢者虐待の対応例 

・成年後見制度等に関する相談

・福祉サービス利用援助事業のƝƈ

経ŭ的虐待が生8ていたケースにおいて、家族や支援者

にž法書ƀ等をǈ介。ž法書ƀが成年後見Ǣとなり、適Ƕ

にĠǿêˣが行aれるようになった。 

・地域ƐŃ情報の提供

・地域の見守りネvト�ーkの支援

特Ƨな生活ÄȨをʭえている世帯への支援として、地ġ

のƟ会福祉đ議会が把握している地域ƐŃ情報を地域包括

支援センターに提供し、制度のĘ間にあったˋȨの解決に

繋がった。 

・高齢者虐待の早期発見

・地域包括支援センタ�等への通報

・地域における身ğな情報の把握や相談対応

・地域包括支援センターの調査đ˭（同行・ȼ介など）

・地域における見守り（安ʄ確認）

見守りが必要な世帯に対し、民生児童委員が定期的に様

子を確認していた。ある日、高齢者のðに˽があることに

気Cき、地域包括支援センターに通報したとこ`、養護者

か\の日常的なʶ˭があることがaかった。 

・高齢者虐待の早期発見

・介護サービス事業者などか\の情報ƪư

・地域包括支援センター等への通報

・地域包括支援センターの事Ɲ確認へのđ˭

・高齢者、養護者等の状態や状況変»の観察、精神的支援

・介護サービスの調整

①高齢者・養護者の適Ƕなアセス�ントにより、虐待の

ɀŏの早期発見、虐待˕ʸのためのケア��ン作成にɖめ

た。 

②サービス担ɚ者会議を通8た関係者の情報共˒と˵

īにより、世帯の支援策を検討した。 

・高齢者虐待の早期発見・高齢者虐待の早期発見

・発見時のケアマネジャーへの報告

・地域包括支援センター等への通報

・自宅内の生活や家族の状況の観察

・高齢者、養護者等へのǱかけ、精神的支援

・ケアマネジャーへ支援経過の報告

①日々、高齢者とǷする立ǎを活かし、早期発見ĆOケ

アマネジャーへの早期報告を行い、虐待のƴ度»ʸ止に繋

2た。 

②高齢者・養護者双方の状態をˣ解していることか\、

日Ţか\ˬいʠきˏになることができ、虐待のʿȁʸ止に

繋がっている。 

・高齢者虐待の早期発見

・発見時のケアマネジャーへの報告

・地域包括支援センター等への通報

・医療情報の確認

・高齢者、養護者等のȝ調変»、ĺŕ状態の観察

・高齢者、養護者等へのǱかけ、精神的支援

・医師への報告

・ケアマネジャーへ支援経過の報告

①ʱˋé護師が、高齢者の栄養や身ȝ状態の異変をȕや

かに察知し、医師に相談したとこ`、食事がʾȔに提供さ

れていないことがaかり、軽度なȲÐで早期対応ができた。 

②�|ビ�wーp�ン専門ǔが、¬ɠɠ作や住環境の

ÎȀを提�し、高齢者・養護者がÌ適に生活できるように

なった。 

・高齢者虐待の早期発見

・発見時のケアマネジャーへの報告

・地域包括支援センター等への通報

・全身状態（皮膚の状態・栄養の状態など）の観察（特に入浴時）

・衣服の観察

・食事の摂取状況の観察

・自宅内の生活や家族の状況の観察（特に送迎時）

・ケアマネジャーへ支援経過の報告

・高齢者、養護者等へのǱかけ、精神的支援

入浴時の高齢者の身ȝ状況観察、食事のůに家ɋで食事

が適Ƕに˖え\れているかの確認、会話のȻで高齢者の不

安や不ʾについての情報を得るなど、異変をい@早く察知

し、的確な情報をケアマネジャーに報告した。 
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機関˃ 期待されるóʻ的なˏÝ 

介
護
保
険
事
業
者

p�ートスwf 

�短期入所生活介護・ 

短期入所療養介護等� 

通所ĭサービスと同様に入浴サービスや食事の提供、送迎等を通8、高齢者や養護者等の状況を把握し、

ケアマネジャーに報告しTす。 

 短期入所ƈ設L高齢者を緊急時、一時的に保護するˏÝを担いTす。利用を通8て、特ʢ養護˷Ǣ�ー

ム等への入所に対する不安を取りƾき、円滑なƈ設の利用に繋2るˏÝX期待されTす。 

・ǂûˈȜ機ɸサービス

・é護ǂûˈȜ機ɸサービス

 「ʱˋ」「通い」「Ƶɼ」のサービスを、ȄUŝa;て提供し、高齢者や養護者等の状況を把握し、ケア

マネジャーに報告しTす。 

短期入所生活介護と同様、高齢者を緊急時、一時的に保護するˏÝを担いTす。 

・˷Ǣ保ĺƈ設

・l�ー��ーム

・ǂûˈȜ機ɸサービス等

これ\のサービスにX緊急的に高齢者を保護するˏÝが期待されTす。Tた、特ʢ養護˷Ǣ�ームへの

早急な入所がŤɫなǎŝなどL、これ\のƈ設への入所X検討しTす。 

特ʢ養護˷Ǣ�ーム 高齢者虐待により、緊急にƈ設入所が必要と判断されるケースの優先的な入所を検討しTす。 

Tた、市か\「やむを得ない事由による措置」（˷Ǣ福祉法ȧ��Ǒȧ�Śȧ Ŝ）の�頼があったǎ

ŝL、優先的に入所に応8ていきTす。 

養護˷Ǣ�ーム ˷Ǣ福祉法ȧ �� Ǒȧ � Śȧ � ŜにóCき、環境上、ĆO経ŭ的ˣ由により、家ɋでの養護がŤɫな


5 Ŭ�上の高齢者のう@、「ÓJ身ʤのことが自分でできる」Ǣが入所するƈ設です。日ʻ全Šの養護

˷Ǣ�ーム（ˉ養護˷Ǣ�ームについてL、ƴ度のƎ˭ǌ害者のU）が入所対ǋとなりTす。 

 「入所判定委員会」の判定を経て、ɭŲ市の措置により入所することとなりTすが、虐待等により緊急

性が認め\れるǎŝにL、緊急入所できるǎŝがありTす。 

福祉用具事業者 

配食サービス 

福祉用具のŽ用状況、配食サービスのʱˋ時など、生活状況を観察できることがありTす。把握した状

況を的確にケアマネジャーに報告しTす。 

医療機関  医療機関L、診療を通して高齢者の不審な怪我やあざなどの状況を把握できるほか、高齢者や家族の様

子や変»などに気CくことができTす。医師L、高齢者虐待の通報ɖ˭āˁ者として、早期発見に大きな

ˏÝを担いTす。 

 Tた、他の機関の働きかけL拒cでX、医師のƆɢL受け入れ\れやすいというĦ向Xあるため、サー

ビスの利用などについて、高齢者や養護者、家族に働きかけるなどのˏÝを担うことXƴ要です。 

さ\に、ƈ設利用のための診断書の作成や入院の必要性の判断などのˏÝXありTす。 

法律機関 高齢者虐待における民事上、刑事上の訴訟時等における法律相談を行い、助言・支援を行いTす。経ŭ

的なˣ由で訴訟のʉ用ɷƶがŤɫなǎŝなどL法w�スの制度利用をすることXできTす。 

成年後見制度の利用が必要なǎŝL相談援助を行いTす。 

Ĳ察 地域での生活安全に関する相談を受けるほか、地域での見回りや安全の見守りを行いTす。Tた、市ǔ

員が立入調査をするů、市の援助要ǲを受けて円滑な調査ができるよう援助しTす。 

虐待に関してL、高齢者の保護（Ĳ察äǔˁƚ行法ȧ!Ǒ）、虐待の制止（Ĳ察äǔˁƚ行法ȧ"Ǒ）、

立入（Ĳ察äǔˁƚ行法ȧ#Ǒ）、養護者の逮捕（刑事訴訟法）がĲ察のˏÝとなりTす。 

地域住民・地域ƐŃ 地域の商店など高齢者が日常的に立@ôるǎ所の関係者L、ʗȲ見Üける高齢者が虐待を受けている、

ʽL受けている恐れのあるǎŝL、その情報を地域包括支援センタ へ相談・通報しTす。

 �地域ƐŃの例� 

˞店ĩ・・・nンビz、スー~ー、ǿə、Ġ˔機関、Ő共Ŏ通機関など 

ʱˋĩ・・・ǚʠ配ȫ・Čɯ配ȫ・配食サービスなど 
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期待される対応例 高齢者虐待の対応例 

・高齢者虐待の早期発見

・発見時のケアマネジャーへの報告

・地域包括支援センター等への通報

・全身状態（皮膚の状態・栄養の状態など）の観察（特に入浴時）

・衣服の観察

・食事の摂取状況の観察

・自宅内の生活や家族状況の観察（特に送迎時）

・高齢者の一時保護

・円滑な入所へのつなぎ

・ケアマネジャーへ支援経過の報告

・優先的な入所の検討

・やむを得ない事由による措置における対応（P.35～38 参照）

①養護者の介護ストレスが増大していたため、一時的な

入所のサービスを利用し、養護者が気分転換を図れる機会

を設け、高齢者との関係維持に繋がった。 

②高齢者の緊急的な安全確保が必要なケースにおいて、

一時的な入所のサービスを利用。その間に諸々の調整を行

う時間が持てた。 

・高齢者虐待の早期発見

・発見時のケアマネジャーへの報告

・地域包括支援センター等への通報

・自宅内の生活や家族の状況の観察

・ケアマネジャーへ支援経過の報告

①福祉用具事業者が、介護の負担軽減に向け、最適な福

祉用具や住環境についてケアマネジャーと検討した。 

②配食サービス提供時に、毎回、短時間、高齢者と話す

時間を設け、高齢者に異変が無いか確認した。 

・高齢者虐待の早期発見

・診察（不審な怪我やあざなどの状況を把握）

・地域包括支援センター等への通報、情報提供

・診断書の作成

・入院の必要性の判断

・往診、在宅診療

・介護サービス利用への働きかけ

①高齢者のサービス利用の必要性があるが、支援者の介

入を拒む養護者に対し、養護者と信頼関係のある医師がサ

ービス利用の必要性を伝え、養護者がサービス利用を受け

入れてくれることとなった。 

②地域包括支援センターやケアマネジャーと共同し、在

宅復帰が不安な世帯の退院調整を行った。 

・民事上、刑事上の訴訟時等における法律相談、助言、支援

・成年後見制度の利用支援

高齢者虐待対応に関し、法律に関する専門知識が必要な

ケースで、地域包括支援センターへ、助言を行った。 

・市の立入調査への援助

・地域での見回り、安全の見守り

・高齢者の保護、虐待の制止、立入、養護者の逮捕

精神不安定で自傷他害の恐れのある養護者との面談に同

席し、養護者・支援者の双方が安心して面談を行えるよう

対応した。 

・地域包括支援センター等への通報

・民生児童委員への相談

①地域住民として、支援チーム会議に参加し、高齢者・

養護者に関する細かい日常生活の様子や生活歴について情

報提供し、地域包括支援センターなどと共に、解決策を検

討した。 

②地域包括支援センターが、高齢者・養護者の行きつけ

の地域の商店に、「異変があれば報告してほしい」と伝えた

ことで、地域の商店による虐待の早期発見が行えた。 
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͸ 養護者による高齢者虐待への対応 
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養護者による高齢者虐待7対応´Äーª¾ー­

̷Úは、必要に応じてɖʅĊにもどる場合があります。

発 見

相談受˴

事実確認

危ĳ介入

評 価

虐待の̻̫・

緊急性の判断

Ǹ ŵ

ȃ
ʹ
ı
ʅ
Ċ

対
応
ʅ
Ċ

Ǹ
ŵ
ʅ
Ċ

高齢者・養護者・関係ĳ関・ǉ̨などからの相談・通報・˂出

ˉƹǉ ̒ę支援担ʴ ʈ×̒ę支援§Å©ー 関係ĳ関

受˴およ�ķͦのƺ成 Q 複数の職員で、対応が必要な可能性を判断
（̒ę支援担ʴとʈ×̒ę支援§Å©ー間の共̻・協Ļ）

事実確認を行うための協Ļ

�O� 必要に応じて参加

̸Ę分担し、ˉƹǉ関係ý、関係ĳ関、関係者へ情報ǵǺ

訪問等による事実確認

�O�

�O��O�

必要に応じ、

繰り返す。

情報ɀ理

虐待の̻̫・緊急性の判断
対応方ȱのų定

（¡�½Åバー会Ļ �� 高齢者虐待見極め）

K緊急の場合のĐĳ関との調ɀL

・入Þ�入所等の関係ĳ関への協力要ɇ
・緊急一時保護 ・成ːƋ見ǉ長Ȫ立

・やむをʾない事由による措置

・Ůƽへの援Ȉ要ɇŁ�立入調査 等

K緊急の場合のĐĳ関との調ɀL
・入Þ�入所等の関係ĳ関への協力要ɇ

・立入調査の協力（P.32～34参照）等

（S）情報ǵǺとɀ理・̮確化（虐待の発生要Ü、ýɹ等）

（T）支援ªー¼会Ļ、援ȈŭĀȆのƺ成

（３）ɰĳ関による支援 （V）対応ʅĊの評価
支 援

対応の実施状況Ł�虐待が解Ȕしたかどうかの評価
高齢者・養護者が安心して生活をɣるためのĢŒのɀ˩状況の確認

�O�

Ǹ ŵ

Ǹŵの評価会Ļ Q Ǹŵ時のȪしɣり

�虐待や、虐待Ĺいが̫い事例�

・権利̀護対応
（虐待対応を除く）

・̒ę的・ūɫ的!�/+#514(
・対応なし

�O� �O�

�O�

権Ɔ行ǅ
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S 高齢者虐待の̧然̟Ǐ・ɞı発見 

S．S 高齢者虐待の̧然̟Ǐ

高齢者虐待発生Á¦�要Üの例として、ñˮのような要Üがōgられます。これらは、高齢者や養護者・家族の生活状況

や虐待のÁ¦�を見極めるための重要なǌˬとなります。 

高齢者や養護者の心身や生活状況を見極めながら、適ɋかつɈ極的な支援・見Ǯりを行うことで、高齢者虐待の発生を̧

然に̟eことが可能になります。 

虐待がĸきるĐ々の˗ũ 

高齢者 養護者 その他 

・加齢やĆÿによるXYZのʡñ

・過去からの養護者との人間関係の悪さ、

悪化

・要介護状態

・認知症の発症・悪化

・判断力、Şɕģ理能力のʡñ

・ǵ入が少ない

・ǪŞ、ͣ˧̉がある

・性格

・精神不安定な状態

・ɀ理ɀ˃ができない

・相談者がいない

・ɯǥ病、Ș害 など 

・高齢者に対するƧみなど、過去からの

人間関係の悪さ

・介護負担による心身の¦­Ã¦

・Şɕģ理能力がない

・�¾ÅµÂ

・ǵ入不安定、̫職

・ǪŞ、ͣ˧̉がある

・�Â¡ーÂÍɬ

・性格

・相談者がいない

・ȭ族からのƈ立

・精神不安定、Ŵ̉症

・ɯǥ病、Ș害 など 

・ȭ族関係の悪さ、ƈ立

・近隣、社会との関係の悪さ、ƈ立

・家族の力関係の̌化

（主要人́のǐ̛など）

・家ïのͥŅ化、不ã生

・人通りの少ないĢŒ

・̝力のȻɶ間・家族間連ƭ

など 

（íȳāǉI高齢者虐待º®¿�Â（第T˞）JよりÝ用・改̌）

S．T 高齢者虐待のɞı発見 

高齢者・養護者の「Ȼɳ全体」、「取りğくĢŒ」、「ǶÎとの関わり」など、ƕく目をƓけることがɞı発見にŬがります。

虐待では=と感じたら、ǜ̈の「高齢者虐待発見ª�«�Á¦­」を活用してみてくsさい。（あてはまらない虐待もɰくあ

るため、ʏÐが必要です。） 

高齢者虐待は、身体的、精神的、社会的、経Ʊ的要Üが複ƾに絡み合ってĸこります。 

これらのɰ様な要Üに対し、̧ 然̟Ǐƻとして、ɹ 時者や問ɹにʛɌʸきかける視ʫや、

取りğくĢŒなどにʸきかける視ʫの͒方があることに͐Ðが必要です。
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高齢者虐待発見ª�«�Á¦­ （一ˠの方Ɠけ）

（ʳŎʮI高齢者虐待̟Ǐと権利̀護JよりÝ用・改̌） 

高齢者虐待発見ª�«�Á¦­ （ɑ̴職Ɠけ） 

?Ú Ëñにďʴ・͙Ǘするようなことがあれば、まnは、șǆの方に相談するなど検討してくsさい。 

�  支援のためらい ͨすことをͰͯ、ͨす内容が̌化、ȩたな£ー³¦を拒否 

2  態度やˮ情 Ŕえたˮ情、急に不安がる、家族のŊる場̰とŊない場̰で態度がÒなる 等 

身

体 

3  ͭや傷の̻̫ 頭˻に傷、īやͪのǱれ、身体の複数のͭ、˲˟なͭ 等 

4  行為の自由度 自由にċ出できない、自由に家族Ëċの人とͨすことができない 等 

�  ǻĢŒの適ɋさ Òǹ、極度なǂらかり、·©·©した感じ、͜ʄ̜のŲˌ 等 

̕

Ĳ 

・ 

̕

ˍ 


  衣服・ȦšのɂŴさ ʌの身ʌのまま、ˏれたままのñʌ、êれたままのシー¬ 等 

�  身体のɂŴさ 身体のÒǹ、êれの�どい˛、˥˸のʞͮ、ȣ�̕ɹのʟ 等 

�  適ɋな食事 やoが目立つ、üǈ²Åのみの食事、ɯ所では�¬�¬食�る 等 

�  適ɋなÖ͓ 家族が受Ȯを拒否、受ȮをĞめても行ったĵ配がない 等 

�� 適ɋな£ー³¦ 必要であるが̧利用、Ğめても̫視あるいは拒否、必要͕が極端に不ɨ 等 

�� 支援者に対する態度 支援者と会うのを˨ける、ͨしたがらない、拒否的、支援者に責ˍʪ÷ 等 

心

理 

�2 体重のɤƂ 急űな体重Ƃ少、やoすc、拒否や過食がみられる 等 

�3 ͨの内容 ͨしたがらない、自分を否定的にͨす、「¸ー¼に入りたい」・「ǐにたい」などの発ƅ 等 

�4 適ɋなȷ̩ 不̩の訴え、不Ķɥなȷ̩ 等 

�� 養護者の高齢者への態度 ͜ʁ、í̆、̫関心、支配的、ƘŰ的、拒否的 等 

性 �
 出血や傷の̻̫ 生ȠĮの傷、出血、か�みの訴え 等 

経

Ʊ 

�� 訴え 「おŞをとられた」、「ːŞが入ってこない」、「ʒŞがなくなった」などの発ƅ 等 

�� 生活状況 ǕǃとˊȜ生活のɷきな͊ƫ、食�るものにも困っている、通ʔがない 等 

ɯ �� そのɯˀķ事項 

（ǲʮɷĔʳŎ ˽ʬあけみŕǴƺ成様ǠをÝ用・改̌）

?Ú i近所にこ�なȻɳはありまo�か= ?がつく項目がɰい�ど、支援が必要な可能性が高いです。 

� 「̝力を受けている」、「ʱ̯られる」、「ːŞを取られる」などの訴え 

2 ͭや傷があるが、理由を聞いてもはっきりしない 

3 家族が介護でとてもˤれ、高齢者の悪ƒをƅっている 

4 介護や病ĵについて相談する人がいないようs 

� 一人̑らしや高齢者Ȼɳで、ư近、Ǉを見なくなった 


 高齢者を訪~ると、家族にŹがられたり、会わoてもらえない 

 � ʎ間でもßƊが̇まっている 

 � 家のǶÎに¢»が̕置されたり、Òǹがする 

 � ̽̎受けがȩ聞や手Ǔでいっ�いになっている 

�� 家からʱ̯り声やŇき声が聞こえたり、ɷきな́ðがする 

�� ȅいˊやĝいˊ、ßなのに高齢者が長時間ċにいる 

�2 高齢者がʽ͡にƮりƤ�sり、ͬͫしていることがɰい 

�3 介護が必要なのに、£ー³¦を利用している様ǈがない 

�4 高齢者の服がêれていたり、お˼͠に入っている様ǈがない 

�� 家族がいるのに、いつも¡Å³®などで一人分のお̏ʴを˙っている 
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S．３ ˉƹǉにおける高齢者虐待の通報ɐ

%4&�̬ 連絡ɐ 担ʴʈ× 

ʍëʳ ʭͨ<�
�4�
���3��

���<�
�4�
���3�3

ǻ所<ʳ本ʗ 4 ʓ目 ��3��� 

�ˀ̊養護ͥ人.�0�がらかé内�

̡ɷ́ʗ ʳɷ́ʗ（� ʓ目 � ˡĎşを除く） Ɇɷ́ʗ  

ɷ́ʗ � ʓ目 4 ˡ �2～3� Ơ・�～�� ˡ・2 ʓ目 ʳ難˖ʗ � ʓ目 Ȓͧ通 �～� ʓ目 

Ȓͧ˅通 3～� ʓ目 神ʬ̡通 �～
 ʓ目 神ʬʍ通 �～
 ʓ目 神ʬ˅通 �～3 ʓ目 

ʳ本ʗ ̡Ț内 ˅Ț内 築ʈ Ɇȓʲʗ ʳȓʲʗ ̡ȃʲʗ ˅ȃʲʗ ʳȃʲʗ 

Ɇ本ʗ Ɇ本ʗ̡通 ʍ在家ʗ ˅ʋɾʗ ź家ʗ ƃˡ̡˒ʗ ƃˡ˅˒ʗ ʳƼ̱ʗ 

ɆƼ̱ʗ Ǚʗ ǟʗ ĉ̮ʗ ɆƓʲʗ Ɇƌæʗ ʳƌæʗ ʳ˱ʗ ʳĈĩʗ 

ɆĈĩʗ ɷ高Ƿʗ Ɇ高Ƿʗ ʳ高Ƿʗ ʳƓʲɆ˒ʗ ʳƓʲʳ˒ʗ ƌæʗ ɔ出 

ʍëɆ ʭͨ<�
�
43���
��

���<�
�
4�4��4��

ǻ所<神ʬʍ通 � ʓ目 2�� 

�)*3Ȯ͓所内�

Ȓͧ通 �～� ʓ目 Ȓͧ˅通 �～� ʓ目 神ʬ̡通 �～� ʓ目 神ʬʍ通 �～� ʓ目 

神ʬ˅通 4～
 ʓ目 ł内ʗ ̡ʋɾʗ ʋɾʗ Ɇ難˖ʗ ʳ難˖ʗ �～4 ʓ目 ˷Ťʗ 

̘ɒɢæ

ȏʬ˅ ʭͨ<�
�
4�������

���<�
�
4�������

ǻ所<ŞĕǙʗ 2 ʓ目 ��� 

�ĭĕéʈ×!�%4&�「あ�し� 24」内�

ƙȼ本ʗ ƙȼ̡ȩʗ ƙȼ˅ȩʗ ƙȼǙʲ ė ʲ ƥ˿ 長Ƿʳ通 長Ƿʍ通 

長Ƿ本通 長ǷɆ通 ŞĕǙʗ Ɇ長Ƿʗ ʳɷ́ʗ � ʓ目 � ˡĎş 

ɷ́ʗ � ʓ目 �～3 ˡ・4 ˡ �～�� Ơ

ȏʬ̡ ʭͨ<�
�
4�������

���<�
�
4�2�����

ǻ所<ʖƛ � ʓ目 ���2��2� 

 �ˉƹʍë病Þ̡ʳ�

Ėʬʗ 善法Ǚʗ ̶生 Ŀʗ 高ʬʗ 神ƹʗ 

ñƷ˻ �～3 ʓ目、4 ʓ目 �～�� ˡ・�4 ˡ ǜï Ɇɒ ˱ ʖƛ ŀ々知Ɇʗ 

̬神ʗ 3 ʓ目 ŀ々知 ȜƏǙ 

ɷȑ˅ ʭͨ<�
�
4�����2�

���<�
�4����4���

ǻ所<ɷȑɆʗ 4 ʓ目 3�� 

�ͥ人保健施Ɏ"4-62"5̅成内�

ɷʲ ɷȑɆʗ ɷȑʍ通 ʽÐʗ ˺Ɖɒʗ ſ˱ʗ ɷ˱ʗ ħʲʗ ̅ƪã̴ʗ 

ɓʗ ̣̄ã Ɇ ̤ƕʗ ʍ˱ʗ ʠʗ

ɷȑ̡ ʭͨ<�
�
43������

���<�
�
43�����2

ǻ所<˱ʬʗ 4 ʓ目 � 

�#��,64 5%4&� 2��

Ù̓ɢ Ù̓ſʗ ɷȑ̡ ˱ʬʗ Ɇ立ûʗ 2 ʓ目 �4 ˡ・2�～2� ˡ・33～3� ˡ 

Ɇ立ûʗ 3 ʓ目 �2～�4 ˡ・��～2� ˡ Ɇ立ûʗ 4～� ʓ目 ȹʿÞ ɷȑɒʬʗ 

Ƴɋǁʗ Śàʗ ȶ̮ʗ ̘ɒʗ

立û˅ ʭͨ<�
�
42�����2

���<�
�
423���3�

ǻ所<ɷɆʗ 3 ʓ目 ����� 

 �～あなたのĎの相談Ǥ～

介護とÖ͓のɠƒ内�

ȶʻʗ �～2 ʓ目・4 ʓ目 �� ˡ �～4 Ơ・��～2
 ˡ Ɇ立ûʗ � ʓ目・2 ʓ目 �～�3

ˡ・��～�� ˡ・2�～32 ˡ・3 ʓ目 �～�� ˡ・��～�
 ˡ 

立ûʗ �～2 ʓ目・3 ʓ目 �～� ˡ・4 ʓ目 Ǣȓʗ ʳǢȓʗ ˅Ǣȓʗ Ţǁʗ 

˅ʝƒʗ � ʓ目 �3～�� ˡ・
 ʓ目 �� ˡ・� ʓ目 ɷɆʗ 三˝ʬʗ ˪˱ʗ 

̬神ʗ �～2 ʓ目 

立û̡ ʭͨ<�
�
422�3333

���<�
�
422���2�

ǻ所<˶ȓʗ 3 ʓ目 3�
 

�'5�"�,5$%4&�˅野のʣ内�

˺Ɖ˒ɢ本ʗ 3 ʓ目 �～�4 ˡ  ˺Ɖ˒ɢʳ 2 ʓ目 ˶ȓʗ ʝƒʗ 

ʝƒ本ʗ �～� ʓ目 ș°ʲʗ ˅˺Ɖ˒ɢ 2～3 ʓ目 ˅ʝƒʗ � ʓ目 

ȶʻʗ 3 ʓ目 立ûʗ 3 ʓ目 ��～3� ˡ 

˺Ɖʳ ʭͨ<�
�4�
2��3��

���<�
�4�
2��3��

ǻ所<˅ ˺Ɖ˒ɢ � ʓ目 2���� 

 �Ƹ急˺Ɖ˒ɢä˅Ɇ�

˺Ɖ˒ɢ ˺Ɖ˒ɢ本ʗ �～2 ʓ目・3 ʓ目 ��～2
 ˡ ˺Ɖ˒ɢʳ � ʓ目 ˺Ɖ˒ɢɆ 

˅˺Ɖ˒ɢ � ʓ目・4～� ʓ目 ȶʻʗ 4 ʓ目（�� ˡは �～�� Ơのみ）

˺ƉɆ ʭͨ<�
�
43��3���

���<�
�
43��3��


ǻ所<˺Ɖſʗ � ʓ目 2
M3 

�˺ƉſʗȍʩĎɆ˺ƉƎˡʳ�

Ɇƨͅ Ȝȓ Ȝļ ˺Ɖの͍ ˺Ɖ̚ʗ ˺Ɖſʗ ˺Ɖʗ ˅˺Ɖ˒ɢ 
～�2 ʓ目

æʬ˅ ʭͨ<�
�
4�4�����

���<�
�
4�4����


ǻ所<ȏʍʲ 2 ʓ目 ���2� 

�ˀ̊養護ͥ人.�0æʬé˅Ɇ�

șƷ˻ ǫîǙ ʳæʬʗ �～� ʓ目 ƌæ ƒʬʍ Ĝł ȏʍʲ ʳʝƒʗ Ɗ°内ʗ 

ñƷ˻ 4 ʓ目 ��～�3 ˡ ˅ʝƒʗ �～4 ʓ目・� ʓ目 �～�2 ˡ・
 ʓ目 �～� ˡ 

Ɗ°内

æʬ̡ ʭͨ<�
�
4�����2


���<�
�
4�������

ǻ所<ʬ能 � ʓ目 ���2� 

�ˀ̊養護ͥ人.�0ȁˊé内�

ʬ能 ȵʻ ʳæʬʗ �～� ʓ目 ʐ̬Ǚ ˅ɂȶ 食̦ ʝƒ本ʗ � ʓ目

養護者による高齢者虐待の通報ɐ・・・・・・高齢者のŊǻ実態のあるʈ×̒ę支援§Å©ー （ñˮのとおり） 

̒ę支援担ʴ （ʭͨ<�
�
4���
3�
 ���<�
�
4���
�2�） 

施Ɏǽ事者等による高齢者虐待の通報ɐ・・・̒ę支援担ʴ （同ș） 

（͚ͧ 2 ː 2 ŷ � ˊ時ʫ） 
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T ȃʹıʅĊ 

2．S 相談・通報・˂出の受˴ 

高齢者虐待（ĹいをĨむ）を発見した時は、P.23 の連絡ɐへ、相談・通報・˂出を行います。 

通報の例 

「?ː?ŷ?ˊ?時i�。̨生ǘʼÏ員であるǒが、PPにおǻまいの � さ�のおɺを訪問しました。� さ�はȉ性 

で、˵の � さ�とˈ人̑らしです。訪問時に、家のċから � さ�と思われるʱ̯り声と、ɼくようなðが聞こえまし 

た。� さ�の̠に、ư近ついたようなͭがあり、もしかすると、̝ƅや̝力があるのかもしれないと感じ、通報しま 

した。」 

高齢者虐待̟Ǐ法における、相談・通報・˂出の取りÈい 

・生命̣は身体に重ɷな危険が生じている場合は、速やかに、ǉʗɮに通報しなければならない。

・Ĺいがある場合には、速やかに、ǉʗɮに通報するようにʯめなければならない。

・通報することは、Ɛ̪員やɑ̴職等に定められているCǮ˦ĺ̪DÕ˝とはならない。

・通報を受けた者は、通報̣は˂出をした者をˀ定さoるものをͤらしてはならない。

・高齢者の˿Ǒに職̪ș関係ある者は、高齢者虐待を発見しやすい立場にあることを自ēし、高齢者虐待のɞı発見に

ʯめなければならない。

（高齢者虐待̟Ǐ法 第 � Ȟ・� Ȟ・� Ȟを要̹） 

高齢者虐待（ĹいをĨむ）を発見した時 

① ĹわしいʅĊでも、まnは、相談してくsさい。

② 「自分でóとかしなければ」と、一人で̔えƤまないでくsさい。

③ 対応のķͦ（いつ・どこで・ɿが・óを・ǧȫなど）をǄしてくsさい。

養護者による高齢者虐待に関する相談のɠƒは、 

おǻまいのʈ×の 

ʈ×̒ę支援§Å©ー、ˉƹǉ ̒ę支援担ʴ です。

養介護施Ɏǽ事者等による高齢者虐待に関する相談のɠƒは、 

ˉƹǉ ̒ę支援担ʴ です。

緊急を要するときはSSRˡ、または、SSWˡに通報してくsさい。

�ー¹イÅ­ 
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2．T 事実確認 

養護者による高齢者虐待に関する相談・通報・˂出を受け˴けたʈ×̒ę支援§Å©ーは、事ɖにɰĳ関からʾられる情

報をǵǺし、「虐待の事実」、「緊急性」、「高齢者と養護者のÐ思・İ望」の確認を行います。 

事実確認の必要性 

ɰĳ関から事ɖにǵǺする情報例 

家族構成 支援の�ー²ー¨Åとなりʾる家族がいる場合がある 

生活保護の̻̫ 受ňしていれば、˿Ǒ事̪所を通じてȗしい生活͞を˕Çできる場合がある

支援ĳ関の関わり・相談͞ ʈ×̒ę支援§Å©ー、介護£ー³¦事Ř所、Ș害˿Ǒ˻̴、保健˻̴など

Ö͓ĳ関からの情報 病͞、ǝ͓͞、処方状況、主ǝÖからのÐ見など

Ůƽからの情報 過去の相談、保護の情報など

ʈ×ą̊́からの情報 訪問活ʹの情報、近隣からの情報など

ːŞ情報 ːŞのǰ͙、ːŞĖ、ȨƤƒƮ

K重要<高齢者虐待対応におけるƇ人情報保護についてL 

Ƈ人情報保護法において、Ƈ人情報の第三者へのʥŏを本人の同Ðなしに行うことをȽƆする例ċとして、「本人の生命、

身体̣はƶǃの保護のために必要がある場合であって、本人の同Ðをʾることが困難であるとき」をōgています。 

高齢者虐待に係る事実確認等は、高齢者虐待̟Ǐ法第WȞ第S項に基づくものであり、șķのƇ人情報保護法の例ċĶ定

の第SƠ「法͚に基づく場合」にďʴすると考えられます。 

事実確認の目的は高齢者の生命・身体・ƶǃに対する危険からńƱすることにあるから、șķĶ定第TƠ「人の生命、身

体̣はƶǃの保護のために必要がある場合であって、本人の同Ðをʾることが困難である場合」にďʴすると考えられます。 

ǉʗɮ̣はそのÏɻを受けたʈ×̒ę支援§Å©ーが、高齢者虐待̟Ǐ法の定める事̪をȸ行することに対して協力する

必要があることは、例ċĶ定第VƠにďʴすると考えられます。 

Ëșの理由から、ǉʗɮが高齢者虐待̟Ǐ法に基づき実施する事実確認調査に協力し、高齢者等の情報ʥŏを行うことは

Ƈ人情報保護法の例ċĶ定にʴたると考えられます。 

虐待に関する相談・通報・˂出がなされた場合、事実確認を行う必要があります（高齢者虐待̟Ǐ法 第WȞ）。 

高齢者の生命や身体の安全、虐待の̻̫を判断する事実をƑù的に確認するため、ʈ×̒ę支援§Å©ーは、あらかじ

め、必要な情報ǵǺ項目や、事実確認の方法と̸Ę分担Ł�ıƆについて、確認を行います。 

事実の確認にあたっては、虐待を受けている高齢者の安全や虐待に関する情報のみでなく、家族状況を全体的に˕Çす

ることで、Ȏ͇ĸこりうる状況も予見しやすくなり、支援方ȱにもɷきく関わります。 

① 相談・通報・˂出を受けたʈ×̒ę支援§Å©ーは、可能なƆり速やかに事実確認を行います。

② ƀɥ、複数の職員で対応します。（ɡ合的・ĽĤ的な判断、¦©«´の危険回˨のため）

③ 必要に応じ、高齢者・養護者の家族、関係ĳ関、ʈ×ą̊́なども同行します。

ʹ ǉ職員の立会いで支援がåěにȰむ場合や、緊急性が高いなど、ǉの権Ɔ行ǅが想定される場合には、̒ę支援担ʴ

や関係ýがʈ×̒ę支援§Å©ーと共同して事実確認を行います。 

⑤ まnは、養護者・高齢者との信頼関係の構築にʯめます。それqれの人に応じた介入方法があります。

⑥ 養護者の強い拒否などがあり、事実確認が難しいときは、立入調査の必要性が生じる可能性があることに͐Ðし、ʈ

×̒ę支援§Å©ーは、ˉƹǉ̒ę支援担ʴへ報Ƣし、安全確保にʯめます。

�ー¹イÅ­ 
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事実確認の確認事項 

高齢者や養護者への訪問調査 

①虐待のǰ͙、程度、事実、経過 

②高齢者と養護者のÐ思 現状についてどう考えているか、ƥƋどこでどのように生活したいか

高

齢

者

に

関

す

る

こ

と 

③安全確認 関係ĳ関や関係者の協力をʾながら、̰会そのɯの方法で確認する。ˀに、緊急保護

の要否を判断するșで、高齢者の心身の状況をʛɌĤƽすることが̻Ƒであるため、

可能なƆり、̰Ɍで確認を行う。 

ʹ身体状況 傷害˻ÌŁ�その状況をš体的にķͦする。̥性ǥĠ等の̻̫や通ÞÖ͓ĳ関、 

介護£ー³¦等の利用等、関係ĳ関との連携も図る。 

⑤精神状態 虐待による精神的なáŗがˮ情や行ʹにˮれている可能性がある。

⑥生活ĢŒ 高齢者が生活しているŊǤ等の生活ĢŒをķͦする。

ͷ養護者や同Ŋ人に関する情報 ː齢、職Ř、性格、行ʹ²©ーÅ、生活͞、ʪŊ͞、虐待との関わりなど

ˉƹǉ関係ý、 �º¯¥¾ー、介護£ー³¦事Ř所、̨生Ï員などからの情報ǵǺ 

①高齢者と養護者等の関係の˕Ç ・法的関係BƊɉによる法的関係、ą̊́˭によるŊ所、同Ŋ家族の˕Ç

・人間関係B高齢者と養護者・家族等の人間関係を全体的に˕Ç（関わり方等）

②生活の状況 関係ĳ関やȇȽ度の利用状況、通所・通Þɐでの状況など

訪問調査を行うƴの͐Ð事項 

① 複数の職員による訪問

訪問調査を行う場合には、ĽĤ性を高めるため、ƀɥとしてT人Ëșの職員で訪問するようにします。

② Ö͓職の立t会い

高齢者の安否確認が̺ɐされるため、保健Ǌ等のÖ͓職が̰Ɍを行うことも̻Ƒです。 

③ 信頼関係の構築を念頭に

高齢者や養護者と信頼関係の構築を図ることは、そのƋの支援にもɷきく関わってくる重要な要ɛです。事実確認の場̰

からūɫ的に関わり、Ȋ々に信頼関係の構築を図ることをÐǡして、担ʴ職ǰを検討します。 

ȃ回訪問の時ʫでは、「虐待が行われているか」すら判̮していない状態であるため、訪問目的としてどのようなɏ̮が

Ƒù的か、事ɖに検討します。例えば、「虐待」というƅ̓はǅわn、「健ȮのÊ内」や「高齢者の困りiと相談のお知ら

o」といった理由をƺるƔ˵も̻Ƒです。 

̰Ɍのʍで、高齢者や養護者の状態をɁ確に˕Çし、ÐƓをÝき出すには、高齢者や養護者に安心・安全なĢŒをɎ定（ͨ

す̸と聞き取る̸を分けることも̻Ƒ）します。 

ʹ 高齢者、養護者等への十分なɏ̮

高齢者Ł�養護者等に対して、ǜの事項をɏ̮し理解をʾることが必要です。なお、虐待を行っている養護者等に対し

ては、訪問調査やそのƋの支援は、養護者や家族等を支援するものであることを十分にɏ̮し、理解をʾます。 

・職̪について・・・・・・担ʴ職員の職̪とǮ˦ĺ̪に関するɏ̮

・調査事項について・・・・調査する内容と必要性に関するɏ̮

・高齢者の権利について・・高齢者のɭƁの保ǚは基本的人権であり、ͥ人˿Ǒ法や介護保険法、高齢者虐待̟Ǐ法など

で保Șされていること、それを̀護するためにǉが取りʾる措置に関するɏ̮ 

26



緊急性が高いと思われる例 

2．３ 養護者の介入拒否がある場合の対応

養護者等にとって抵抗感の少ない方法を検討します。 

養護者の拒否感が強く高齢者の生命や身体に関する危険性が高いが、安全確認ができない場合は、立入調査（P.32～34

参照）の実施を視野に入れながら、様々な関係者との連携協力のもとで対処する必要があります。 

養護者の介入拒否時の対応における心構え 

①思いを理解・受容する 「虐待をした養護者＝加害者」と捉え、批判したり責めたりしない。 

思いを理解・受容し、悩みや苦労、頑張ったことを労い、評価します。（傾聴・共感） 

②信頼関係を形成する 時間はかかるが、細く長く関わり、信頼関係を形成します。 

「近くを通りかかったので」などの理由を見つけ、訪問や声かけを行うと、これを通じて、

時に家族と連絡が取れたり、近隣から情報を聞けることがあります。 

③緊急性が高い場合は、 

 法的根拠に基づき保護 

緊急性が高いと判断される場合には、速やかに法的根拠に基づく保護を行います。 

⑤ 高齢者、養護者等の権利、プライバシーへの配慮

調査にあたっては、高齢者や養護者の権利やプライバシーを侵すことがないよう十分な配慮が必要です。 

・身体状況の確認時・・・・心理的負担を取り除き、衣服を脱いで確認する場合は同性職員が対応するなどの配慮

・養護者への聞き取り・・・第三者のいる場所では行わない

⑥ 柔軟な確認手法の活用

養護者自身が支援を求めていたり、虐待の程度が軽度の場合には、介護等に関する相談支援として養護者の主訴に沿っ

た受容的な態度で調査を実施することも考えられます。 

一方で、虐待が重篤で再発の危険性が高く、措置入所等の必要性がある場合には、養護者の行っている行為が虐待にあ

たるとして毅然とした態度で臨むことも必要となります。調査項目や調査回数は、高齢者や養護者の状況を判断しつつ、

信頼関係の構築を念頭に置きながら柔軟に対応する必要があります。 

・骨折、頭蓋内出血、重傷の火傷、極端な栄養不良等、状況によっては生命が危ぶまれる事態が予測される。

・健康や病状の悪化、拒食、失禁など複数の虐待症状が形成されてしまっている。

・養護者が支援者を拒否、対立し、分離をしなければ保護が図れない。

・人格や認知症などの精神状況に著しい歪みが生じている。

・養護者の人格、生活態度の偏りや社会不適応が強く、現状の介入に改善が望めそうにないか、介入自体が困難である。 

・身体的虐待、性的虐待が繰り返される可能性がある。

・高齢者本人が保護を求めている。

・過去の経緯、情報から現在の状態での支援が困難であると想定される。
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養護者の介入ù否時の対応例 

ʽ ʄ目として他の目的を設定して介入し、段階を踏jながら、Ɵしずつ対応のɞをĻHる

虐待のことで介入するとĲられないよう、ʄ目としては­う目的を設定して介入します。例えb、介護保ĦのȽ定ȓŉや

配食サービスが考えられます。養護者が困っている事ɦについては、ȳに介入しやすいです。「養護者の困ȸを支援する」

というŭȢをűつと、有Ķなア�ロー�手ɳがɛかdやすいです。 

ʾ 関わりのある機関からのア�ロー�

高齢者が介護サービス等を利用している場合、あるいは保Ğ部ʎにおいてɴʍがなされている場合には、�ア����ー

や介護サービス事ć所Ʊ±、保Ğ部ʎのƱ±などから、養護者に対して「介護負担をĘĩするために��ー�ス�x等の介

護サービスが利用できる」などの情報をȣえ、養護者の介護負担に対するʤ解をŵすことで、事Ž確Ƚȓŉや支援に対する

țĽÙをĩらすことができると考えられます。 

ʿ 親族、Ȉ人、地域関係者等からのア�ロー�

養護者と面ŷのある親族やȈ人、地域関係者などがいる場合には、それらの人に養護者の相談にƩってもらい、高齢者や

養護者等の状況確Ƚや、支援者へのつなぎをしてもらうなどの方ɳも考えられます。親族、Ȉ人、ʓ人の中で、高齢者の意

思決定にµĄをʘえうる人が居ない場合は、Ʒたにȃし、その協力を得て、支援をȠ開することも検討します。 

④ Ƅたる支援者の見きわめ

ĬœのƄたる支援者と高齢者・養護者の相ǆがʯくない場合には、Ƅたる支援者を変更したり、他の機関・関係者からア

�ロー�してもらうなどの方Řをとることも考えられます。 

高齢者が医療機関に受Ƽしている場合、医ŤのǕ得がĶく場合があるため、医Ť等との連携もŭʏに入れて対応します。 

⑤ 医療機関への一時入³

高齢者にŴ療の必要なÍƝやŻɔがある、Ǵ力のȘ下などがíわれる場合、協力が得られやすい医Ťや医療機関に協力を

ąいで検ŉ入³などの対応を取り、ųの対応を検討するとʯいことがあります。また、高齢者と養護者を一時的に分離する

ことで、養護者へ支援しやすくなることがあります。 

※虐待を受けている高齢者の金ǙÞʤを養護者が行っており、ǫやかな入³費の支払が困ȸな状況であれb、ǄǶ分離と

いうĒをとり、生活保護のƸǎを検討することも考えられます。

⑥ さまKまなĺɘを重_ても、安ǜを確Ƚすることができない場合

さまKまなĺɘを重_ても、高齢者の生ʅや身Ǵの安ǜを確Ƚすることができない場合、ȟ切な時期にʨ入ȓŉの要否を

検討することが必要となります。 

ʨ入ȓŉの要否を判断するŇúとして、これまでɴʍした日時とそのěÂのëʸが重要となります（例「○Ĝ○日○時（ɴ

ʍ者ʄ）、ɴʍしたが、留Ɔで会えず」など） 
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2&: 虐待の有ʃ・ĉòǆの判断、対応方ƿの決定 

（7）事Ž確Ƚを行った地域包括支援センターは、「�ー� �-
」のȏɓをŖǇし、必要に応じて「その他」のȏɓをɗ

し、包括支援担当へ提Ɠします。 

高齢者に関するä本的な情報をëőします。 

高齢者・養護者の状況、虐待の状況について、ëőします。 

ëőにあたっては、本ȏɓを一見すると、すFに事¥の状況がわかるようにȥめます。

ĉòǆ・重Ǽǆや、Ņ後ʗǡされる�ス�をïß的に把握するŦ標としてëőします。 

事Ž確ȽのŒに確Ƚした事Łを中心に、情報収ƍした経過をëőします。 

高齢者や養護者のこれまでの生活や、Ņ後の意Ĺについてのëőも非常に重要です。

žƹ、担当�ア����ーなどのëʸ等がǡ定されます。 

↓

（8）地域包括支援センターから包括支援担当への提Ɠƙʲをäに、ア、xのいずれかの方ɳで対応方ƿを協議します。 

ア 地域包括支援センター、包括支援担当が分担してƓǑ者をơƍし、「高齢者虐待コアメンバー会議」を開催します。そ

の後、「高齢者虐待コアメンバー会議ʸ」をŖǇし、虐待Ƚ定を行います。 

x 包括支援担当が、地域包括支援センターと協議しつつ、「高齢者虐待・見Ĉめɓ」をŖǇし、虐待Ƚ定を行います。 

ア、xのいずれの場合においても、以下のȢについて、ȳに重Ȣ的に協議することに留意します。 

コアメンバー会議における参¾機関のʐÔ 

包括支援担当 地域包括支援センター 

参¾ 
・係Ȕö以ƨのÞʤƱ

・地 Č 担 当 者
�ース担当者 

ơƍ * * 

会議進行 * 

ȏɓŖǇ * 

ɉƙëʸ * 

�見ĈめɓŖǇの場合� 

�� 

��� "�#�会議開催の場合�

協議ȵʙをeまえた対応方ƿや、その判断のŇúをëőします。 

�ȟ切な行ǈġ限の行Šの必要ǆ� 

ʽ保護の必要ǆの判断 ʾやむを得ない事由による措置�面会制限âむ�の必要ǆの判断 ʿʨ入ȓŉの必要ǆの判断 

④関係機関への支援要ǎの要否 ⑤面会制限の必要ǆの判断 ⑥Ǉ年後見制度市ȔƸʨの必要ǆの判断 

���� ��

利用者ä本情報 

���� 
�

支援経過ëʸ 

その他 

���� 2�

高齢者虐待相談確Ƚɓ 

���� 	�

!���������

�高齢者虐待の対応� 

ʽ虐待の有ʃの判断 ʾĉòǆの判断 ʿ対応方ƿの決定 ④Ð機関のʐÔ分担 

高齢者虐待・ 

見Ĉめɓ 

�� "�#�会議

検討ëʸ

情報提供等のため、尼崎市関係課、�ア

����ー、医療機関、地域住ʁなどにも

必要に応じてƓǑを¨ʠすることもありま

すが、虐待Ƚ定やĉòǆの判断におけるǒ

任を担うものではありません。 
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高齢者虐待の判断と対応 

虐待の有ʃ 必要となる対応例 

・高齢者虐待の事Žが確Ƚされた場合 「高齢者虐待である」とした判断Ňúをʆ確にし、対応

方ƿを決定します。 

・高齢者虐待の事Žやíい、ġ利ƳÎの

事Žが確Ƚされなかった場合

「高齢者虐待ではない」とした判断Ňúをʆ確にし、必

要に応じ、ġ利ʚ護支援、包括的・継続的�ア���メ

ン�支援に¬行します。 

・収ƍした情報がƏ分でなく、ȗ報等のȵ

ʙや他のġ利ƳÎが確Ƚできておらず、

虐待の有ʃが判断できない場合

期限を定め、事Ž確Ƚを継続します。事Ž確Ƚの期間は

「� かĜ」、「	 かĜ」を目安とし、必要に応じて¹Ȕす

る。この間に虐待や、高齢者のġ利をƳÎする行«がj

られた場合には、ǫやかに高齢者虐待対応に¬行します。 

↓

（:）ĉòǆが高いと判断された場合は、以下を参考に、支援を進めていきます。 

（地域保Ğ課、福祉相談支援課、Ǉ年後見等支援センターは、南・北保Ğ福祉センターに配置されています。） 

ĉò対応が必要な状況 対応のʩれ 相談がǡ定される機関 

状況把握が困ȸ 虐待のíいのあるǄǶへ、様)なĺɘをĆらした事Ž確Ƚ（P.2�

-2� 参照）を行うも、なお高齢者の生ʅや身Ǵの安ǜを確Ƚでき

ない場合は、包括支援担当がėřへ援ƛを要ǎし、「ʨ入ȓŉ」

（P.	2-	
 参照）の必要ǆを検討します。 

・Ð関係機関

・ėř

高齢者もしくは、養護者

の入³やȗ³が必要 

重ȴなÍƝ、Ȁǂ、¶養失ȓ、ǃƃ等によりŴ療の必要ǆが高い

場合、「医療機関を受Ƽ」し、医ŤのŦŵをąぎます。 

精神ŻØなどにより、精神Áɔ³への入³が必要な場合は、南・

北地域保Ğ課と情報共有し、対応について連携します。

・医療機関

・南・北地域保Ğ課

状況が切Ƀし、高齢者や

養護者から保護のǟえ 

ňëにより、ĉò的な支援が必要な事¥については、 

ʽ介護保Ħ施設の契約によるサービス利用

（ĉò��ー�ス�xの利用など） 

ʾȡ居・入所による安ǜ確保

ʿɨ居の家族や親族ǿ、ʓ人ǿ、���への一時Ɏȸ

④高齢者ĉò一時保護（P.	� 参照）

⑤やむを得ない事由による措置（P.	�-	� 参照）

などの支援を行い、Ǡ方の安ǜを確保します。 

ʽ介護保Ħ施設 

ʾĵ´住ǿ 

一ɊȖǺ住ǿ 

養護ʷ人�ー� 

Ę費ʷ人�ー� 等 

④南・北福祉相談支援課 

⑤南・北福祉相談支援課 

日常的なɷ力やăɃ 

重ǼなµĄが生じる、Ď

りɪされるおそれが高い 

虐待につながる家庭状

況、�ス�要²がある 

経済的に困窮している 「生活保護相談・Ƹǎ」、「Ðƈĩʇ等手続き利用」を検討します。 ・ÐǤ口

Ǉ年後見制度利用が必要

だが、Ƹʨ者がいない 

ǽŜ者による金ǙÞʤや身ƨÜ護の必要ǆのある事¥において、

Ǉ年後見制度利用支援を進めるŒに、Ƹʨできる人がいない場合

は、南・北福祉相談支援課へ、市ȔによるƸʨ（P.
�-
2 参照）

を相談します。

・南・北福祉相談支援課

・南・北Ǉ年後見等支援センター

虐待の事Žあり 

虐待の事Žなし 

判断できない 

虐待の有ʃを判断するŒは、高齢者本人や養護者の虐待に対するŶÒの有ʃはʍいません。同時に、「養護者は

一生ğʅ介護しているから」と、ʼ意的に判断することもɎけなけれbなりません。 
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（参考）高齢者ĉò一時保護について 

虐待により高齢者の生ʅɼは身Ǵに重ǼなãĦが生じるおそれが生じている状態、日常的に介護を行う者がĉò的な事由

により介護が困ȸな状態、高齢者がȽȈƤによるʻʺ等で保護されたなどのŒに、「ʽȟ用要ĝ」に合ȋしている場合、一時

保護施設へ保護することにより、高齢者の安定を確保することを目的としています。介護保Ħのサービスではありません。 

利用者は所得に応じ「ʾ利用者負担」の金Óを負担します。 

※7 ƨëのフローのƕɋは、ǚ後することがあります。

※8 原則、ĞļƼ断を行い、施設へěÂを提Ɠします。施設がȽめる場合は、この限りではありません。

原則としてŶį負担となりますが、費用負担がȸしい場合は、ƭĝをɾたす場合、尼崎市が費用負担を行います。 

※9 相談者や支援機関が、タ��ー、介護タ��ー等の¬送方ɳをȓǉします。費用負担については、「※8」と同様。

※: 利用期間は、原則
日間以ȵです。

ĉò一時保護期間中は、ÍƓやÍ部との連ʡが制限されます。（高齢者虐待ɸŪɳǽ�	ƭにäXく面会制限ではありません。） 

ʽ ȟ用要ĝ

�� ŏ以ƨɼは、�� ŏɿɾ（要支援・要介護Ƚ定を受けている者）で、ųの「ア-{」のいずれかにÏ当し、かつ代

替的手段（��ー�ス�xの利用、身ȵやȈ人ǿに身をåせる、���にƒɂする等）が取れないこと。 

ア 尼崎市ȵに住所を有し、家族からの虐待ɼはɱ置がȽめられる者

x 尼崎市ȵに住所を有し、介護者のŻɔ・事İ等により一時的に介護が受けられなくなった者

y ȽȈƤによるʻʺ等により、尼崎市ȵで保護された者

{ その他、市Ȕがȳに必要とȽめた者

¾えて、ųの「}-�」の要ĝをすhてɾたす場合に、ĉò一時保護の必要ǆをǥ合的に判断します。 

} 入³¾療を要する状態や、一定以ƨのȣǗǆŻØにÙǗしていない状態であること

~ Ğļ保Ħを有していること

（ʃ保Ħの場合は、ɽ一、óòɈ送された場合等に生活保護の医療ɚƛを受けられること）

� 要介護（要支援）Ƚ定を受けている（ɿƸǎでȽ定見ńをâむ）場合、ȁ§不Ǫあるいは、��ー�ス�x施設が、 

�Ã所以ƨɾƠであるなどのʤ由により、��ー�ス�xが利用できないこと

ʾ 利用者負担（日用品費を除いた施設利用料）

・生活保護受÷者または、ĉò一時保護終了時においても身ħ不ʆな者 � ¸,日

・市Ģʁǐ非課ǐ者 ����� ¸,日

・市Ģʁǐ課ǐ者、課ǐČ分ɿ判ʆな者 2���� ¸,日

・ƨëのČ分に関わらず、経済的虐待等で支払いが困ȸな場合（後日に支払い可能になる場合は除く） � ¸,日
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2&; 行ǈġ限の行Š等 

 高齢者虐待ɸŪɳにおいて、市ȑǰには、ʘえられたġ限をȟ切に行Šするǒʂがê定されています。一定の状況下にあ

る場合には、必要に応じてǫやかにġ限行Šをâめた対応を行います。 

高齢者虐待ɸŪɳにおけるê定 

高齢者虐待対応に係るġ限行Š 

（7）ʨ入ȓŉ 

高齢者の生ʅɼは身Ǵに関わる事態が生じている恐れがあるにもかかわらず、ȓŉや介入が困ȸな場合、行ǈġ限として、

ĉò的な対応措置を検討します。 

ǽ 9 ƭǽ 2 Ł、ǽ �� ƭ ・ʷ人福祉ɳにê定する措置ñdそのための居źの確保

・Ǉ年後見制度利用開šに関するƴ判のǎô

ǽ �� ƭ ・ʨ入ȓŉのŽ施

ǽ �2 ƭ ・ʨ入ȓŉのŒのėřƘȔに対する援ƛ要ǎ

ǽ �	 ƭ ・ʷ人福祉ɳにê定する措置がŎられた高齢者に対する養護者の面会制限

ǽ �
 ƭ ・養護者に対する負担Ęĩのための相談、Ŧȱñdƛĭその他必要な措置

（7）ʨ入ȓŉ P.	2-	


（8）やむを得ない事由による措置 P.	�-	�

（9）面会制限 P.	�-	9

（:）養護ʷ人�ー�への入所措置 P.
�-
�

（;）Ǉ年後見市ȔƸʨ P.
�-
2

ʽ ɳ的Ňú

高齢者虐待により高齢者の生ʅɼは身Ǵに重ǼなãĦが生じているおそれがあるとȽめられるとき、市Ȕは、Ʊ±に、

高齢者の居所にʨU入り、必要なȓŉをさせることができます（高齢者虐待ɸŪɳ ǽ��ƭ）。そのŒ、地域包括支援

センターは、後方支援やアフターフォローを行います。 

市Ȕは、ʨ入ȓŉのŒに必要に応じȟ切に、高齢者の居所の所œ地をÞ×するėřƘȔに対し援ƛをôめなけれbな

らないとされています（ǽ�2ƭ）。 

Ǌ当なʤ由がなくʨ入ȓŉをùj、ɶH、ƂしくはæɎし、ɼはżʍに対してȫ弁をせず、Ƃしくはûìのȫ弁をし、

Ƃしくは高齢者にȫ弁をさせず、Ƃしくはûìのȫ弁をさせた者は、	�ɽ¸以下のɅ金にƖせられます（ǽ	�ƭ）。 

ʾ 制約

ʨ入ȓŉのŽ施には制約があることを踏まえたƨで、ʨ入ȓŉの要否や方ɳ、ėř等の関係機関への援ƛ¨ʠの要否、

タx�ン�やȵʙ等をǞư的に判断する必要があります。 

例えb、養護者等がʨ入ȓŉをù否し施Ưして�アを開けない場合、ĥや�アをÉしてʨU入ることを可能とするɳ

律のƭɣがない以ƨ、これをできるとは解されていません。 

このように、ʨ入ȓŉのġ限をɄȯしてもʃƭĝに居所にʨU入れるわけではなく、あらかじめʨ入ȓŉをŸ行する

ためのƔɐ（例えb、親族やȈ人・Ċʱ住ʁ等の協力を得てī関を開けるようにǕ得する、Ɠ入りする時間Ƕを�z�

�する、�アを確Žに開けてもらうための手段や人ɡを介œさせる、等）をʈʀに行うことが必要です。 
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ʿ 要否の判断

½らかのĒで養護者や高齢者とコンタ��が取れると判断した場合、その方ɳをʒǖします。しかし、ア�ロー�する

手ʨてがなく、かつ高齢者の安否が気Ĥわれるようなときは、ʨ入ȓŉġのɄȯを検討する必要があります。 

ʨ入ȓŉはġ限行Šにあたることから、要否については、包括支援担当のÞʤƱがƓǑする会議で判断することが重要

です。判断にあたっては、それまでに「様)な手段で高齢者の生ʅや身Ǵの安ǜ確ȽをŮjたが確Ƚできず、他に手段が

ない」ことの確Ƚが必要です。 

④ 要否判断の確Ƚ事Ł（例）

ɴʍ者 担当の�ア����ーや���ー、ƄŴ医などへの同行¨ʠあるいはƥ介¨ʠ、担当のʁ生©±、親Ĵのあ

る親族などへの同行¨ʠなどをĺɘしたか。 

ɴʍ場所 事ǚの情報収ƍにより、高齢者が介護サービスを利用していたり、定期的に医療機関を受Ƽしていることが

ʆらかになった場合には、介護サービス事ć所や医療機関で高齢者からɤき取りを行うなどの、Ɛȷな対応を

行ったか。 

ɴʍ日時 事ǚの情報収ƍにより、高齢者や養護者がœǿɼは不œの日時を確Ƚし、日時を変えɴʍを重_る、あるい

はĊʱ住ʁの協力を得て、家のȨりがついたらɴʍするなどのĺɘをしたか。 

※ʨ入ȓŉのŽ施要ĝをɾたすためには、ƨëのような様)なĺɘを重_てもなお、「高齢者の生ʅや身Ǵの安ǜを確

Ƚすることができなかった」というŇúが確Ƚできる必要があります。Ž施したɴʍすhてについて、ɴʍ日時とそのě

ÂをǊ確にëʸに残していく（例「○Ĝ○日○時ɴʍ 留Ɔで会えず」）ことがôめられます。 

「ʿ 要否の判断」と照らして、「ʨ入ȓŉのŽ施」ɼは「事Ž確Ƚの継続」について判断を行います。 

⑤ 事ǚƔɐ

ʨ入ȓŉのŽ施にあたっては、事ǚにʈʀなƔɐを行う必要があります。 

・タx�ン�が重要です。事ǚに行ったɴʍȓŉのěÂや、高齢者、養護者等の生活状況に関する情報をǉʤし、ʨ入

ȓŉ日を決定します。例えb、高齢者と養護者が共にœǿしているときと、養護者がÍƓしているときのいずれがʯいか

などについて、ƶ重に検討します。 

・Ÿ行について、養護者等へ事ǚにȈらせる必要はありません。

・高齢者の状況（例(安ǜにɭらしている、ǃƃしている、ūɵしている等）や、養護者等のãĦな行«など、様)な

状況がʗǩされます。同行者とʐÔ分担し、対応方ƿや確Ƚ事ŁなどをʗめčǴ的に��� ー��ンしておくことが重

要です。 

・養護者が�アを開けないなどù否的な場合は、親族やȈ人・Ċʱ住ʁ等の協力を得てī関を開けるようにǕ得したり、

親族のʨU会いを¨ʠしたり、不ǩの事態やĉò事態がʗǩされる場合は、ʗめėřƘȔへ援ƛ要ǎを行います。 
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⑥ 関係機関との連携

ėř 高齢者虐待ɸŪɳでは、ėřƘȔへの援ƛ要ǎ等についてê定が設けられており、高齢者の生ʅɼは身Ǵ

の安ǜの確保にɽǜを期するßȢから、必要に応じȟ切に、援ƛをôめなけれbなりません（ǽ�2 ƭ）。 

ʨ入ȓŉを行うŒに、養護者からɡʤ的なțĽを受けるおそれがあるなど、市Ʊ±だけではƱʂŸ行が困

ȸで、ėřの援ƛが必要である場合には、尼崎市包括支援担当が、所×のėřƘȔあてに援ƛを¨ʠし、状

況のǕʆやʨ入ȓŉに関する事ǚ協議を行います。 

その他 

関係者 

養護者に精神的なŻØがíわれる場合は、保Ğ部ʎなどの同行が考えられます。事ǚの情報によっては入

³を要する事態もǡ定し、ʗめ精神保ĞŦ定医によるƼřや入³ǖの確保などを行います。 

養護者や家族と関わりのある親族等に同行やʨ会いをôめることも有Ķな場合があります。ただし、いず

れの場合でも事ǚにƋȬなǳU合わせを行い、ƈ)の事態をǡ定したƐȷなʐÔ分担を決めておくことが必

要となります。 

˃ ʨ入ȓŉ時の対応と留意Ȣ

ʨ入ȓŉは、ɳ律にäXいた行ǈ行«であることをǕʆし、ʴǏな対応を心がけます。そのƨで、ʨ入ȓŉの目的や確

Ƚしたい事Ł、ȓŉしたʤ由などについてǍ意をűってǕʆします。また、高齢者にもǕʆし、安心Ùをʘえます。 

˄ 安ǜ確Ƚと保護の判断

高齢者の身Ǵ的なÍƝの有ʃや程度、Ğļ状態、養護者等に対する態度、Āえの有ʃなどをßřするとともに、同行の

医療Ʊによる身Ǵ状況を確Ƚします。高齢者からʹをɤける場合には、養護者から離れた場所でȒ取します。 

高齢者の居źȵの様Ţにȍ意を払い、不·生・ʢśであるなどのȳȐ的な様相があれb、高齢者本人の同意を得たƨで

žƹ等の活用をâめてëʸしておきます。高齢者の心身の状態、養護者の態度、źȵの様Ţなどをǥ合的に判断して、高

齢者の生ʅや身Ǵに関わるãĦがǼきい場合は、ĉò入³やʷ人福祉ɳにäXく措置をȗじて、ĉòに高齢者と養護者を

分離しなけれbならないことをȣえ、ǲƟɻŚがあったとしてもŽ行に踏j切ることが必要です。 

˅ ĉò的な分離が必要でない時

ĉòに高齢者と養護者を分離する必要ǆがȽめられないときは、「ȓŉにより関係者の不安が解消されてよかった」ũ

をʧȕにȣえ、養護者の心情に配慮したフォローをƏ分に行います。 

ĉòの対応が不要になっても、高齢者ñd養護者の支援を要すると判断される場合、継続的に関わりをűつことが必要

です。Ð機関におけるサービスのǕʆや、½かあれbいつでも相談にƩることをȣえ、支援に繋Hやすくします。 

ˆ ȓŉëʸのŖǇと関係ƙʲ等のǉɐ

ʨ入ȓŉŸ行後は、ȓŉのëʸをŖǇします。ëőした事Žをもとに、Ō度、虐待の有ʃやĉòǆの判断を行います。

（P.29参照） 

関係ƙʲについては、高齢者のÍƝの状況ëʸや、医ŤのƼ断ƙ、ȓŉに同行した関係者によるëʸなどの入手・保Ǯ

にȥめ、ȓŉëʸと共にǉɐしておきます。 
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（8）やむを得ない事由による措置 

高齢者の生ʅɼは身Ǵに重ǼなãĦが生じているおそれがある場合に、サービス利用契約をěf能力にęけるȽȈƤ高齢

者や、要介護Ƚ定を待つ時間的ʕʗがない�ースなどについて、高齢者を虐待から保護しġ利ʚ護を図るためには、ȟ切に

「やむを得ない事由による措置」のȟ用を行う必要があります。

 「やむを得ない事由による措置」とは、「やむを得ない事由」により契約による介護サービスを利用することがȎしく困

ȸな��ŏ以ƨの高齢者に対して、市ȑǰȔがƱġにより介護サービスを利用させるものです。 

※7 ƨëのフローのƕɋは、ǚ後することがあります。

※8 タ��ー、介護タ��ー等の¬送方ɳをȓǉします。

原則としてŶį負担となりますが、費用負担がȸしい場合は、ƭĝをɾたす場合、尼崎市が費用負担を行います。 

※9 必ずしもǇ年後見制度の市ȔƸʨを行うものではありません。

※: 包括支援担当、南・北福祉相談支援課、地域包括支援センター、その他必要に応じた関係者・機関による「コアメンバー会議」で

決定します。

ʽ やむを得ない事由による措置のサービスƈʲ

・ɴʍ介護 ・ȗ所介護 ・ƞêʊǲ機能Đ居ǿ介護 ・ȳɨ養護ʷ人�ー�

・Ȅ期入所生活介護 ・ȽȈƤ対応Đ共同生活介護

※一ɊȖǺ住ǿのȖǺƁ契約、介護ʷ人保Ğ施設、Ý護ƞêʊǲ機能Đ居ǿ介護、ɔ³は措置対ƦÍです。

ʾ ȟ用要ĝ

�� ŏ以ƨの者で、ųの「ア」か「x」のいずれかにÏ当し、ųɧの「ʿ判断äƔ」にȟ合している場合に、ǥ合的に

ȟ用の有ʃを判断します。 

ア 介護保Ħɳのê定により当Ï措置に相当する居ǿサービスや介護福祉施設サービスに係る保Ħ÷ɗを受けること

ができる者が、やむを得ない事由（事ć者と「契約」をして介護サービスを利用することや、そのǚ提となる市ȑ

ǰに対する要介護Ƚ定の「Ƹǎ」を期待しがたい状態。）により、介護保Ħの居ǿサービスや介護福祉施設サービ

スを利用することがȎしく困ȸであるとȽめられる場合

x 養護者による高齢者虐待を受け、当Ï養護者による高齢者虐待から保護される必要があるとȽめられる場合、ɼは

養護者がその心身の状態に照らし養護の負担のĘĩを図るための支援を必要とȽめられる場合

［ɐ考］ 

原則として、�� ŏ以ƨの者が居住地を有するときは、その居住地の市ȑǰが措置を行います。居住地を有しないか、

ɼはその居住地がʆらかでないときは、そのĬœ地の市ȑǰが措置を行うものとされています。 
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ʿ 判断äƔ

ųの「ア」と「x」にÏ当する場合は、措置の必要ǆがあるものと判断します。 

ア Ǣòに措置を行わなかった場合に、高齢者本人の生ʅ、身Ǵ、精神に重要なƳÎが生じる可能ǆが高いか。

x 介護サービス等をȧ入しないと生活がǇりʨたず、高齢者本人のġ利ʚ護に重要なʍǾが生じるか。

［ɐ考］ 

措置によらない方ɳで、安ǜ確保がƓʟる場合は、その方ɳをʒǖします。（参考7参照） 

措置のŒ、虐待を行った養護者の同意は必要とせず、措置ǖを養護者にȣえる必要はありません。高齢者本人の同意は

事Žƨ必要ですが、判断能力が不Ə分な場合は措置が可能です。高齢者本人が費用負担できない場合でも措置が可能です。 
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④ 利用者負担

 措置に係る費用については、原則、高齢者本人が負担できる場合には、高齢者本人が負担します。これによりがたい場

合は、尼崎市が費用の一部を支弁します。 

［○ 尼崎市が支弁できる費用］ 

・介護サービスにかかる本人負担分 ・食費 ・居住費

［× 尼崎市が支弁できない費用］ 

・医療費 ・日用品費 ・電気料金等諸経費 ・施設でのおやつ代 など

（後見人が選任されるなど、財産確保ができてから後払いするなどの対応を行います。） 

⑤ 措置による施設入所後の支援

「やむを得ない事由による措置」によって高齢者を保護したことで、虐待対応が終了するわけではありません。 

措置入所は、高齢者と養護者の生活を支援する過程における手段のひとつと捉え、安心してその人らしい生活を送るこ

とができるようになることを最終的な目標とすることが重要です。 

施設に保護された高齢者は、虐待を受けたことに対する恐怖や不安を抱きながら慣れない環境で生活を送ることになる

ため、精神的な支援が非常に重要です。可能な限り高齢者本人の意思を尊重するとともに、経済状態や親族等の協力度合

いを把握しながら、高齢者が安心して生活を送れる居所を確保するための支援が重要となります。 

また、やむを得ない事由による措置に伴って面会制限をする場合、その決定、解除の可否、時期等についてコアメンバ

ー会議を開催して検討します。（P.29参照） 

なお、後見人が選定された場合、一律に契約に切り替え、面会制限解除とならないよう留意が必要です。 

この他にも、年金の搾取など経済的虐待が行われていた場合、受け取り口座を変更するなど、関係機関との連携が必要

になる場合もあります。一方で、家庭に残された養護者や家族の中には、高齢者の年金で生活していたため収入がなくな

り生活費や医療費に困窮する場合や、精神的な支えを失って日常生活に支障をきたす場合があります。養護者に対しても、

保護した高齢者と同様に精神的な面での支援を要し、分離後も継続的な養護者支援を行うことが必要です。また、場合に

よっては生活保護への繋ぎ等が必要となる場合も考えられます。 

⑥ 措置の終了

「やむを得ない事由による措置」によって、施設に一時入所した高齢者の措置が解消する例としては、以下のような場

合が考えられます。いずれの場合も、包括支援担当、南・北福祉相談支援課、地域包括支援センター、その他必要に応じ

た関係者・機関によるコアメンバー会議で、措置の終了を検討します。 

○家庭へ戻る場合

関係機関の支援によって養護者や家族の生活状況が改善し、高齢者が家庭での生活が可能と判断される場合。ただし、

家庭に戻ってからの一定期間は、関係機関等による高齢者や養護者等への手厚いフォローが必要と考えられます。 

※措置期間中に、関係者と情報共有を図るとともに、高齢者本人、養護者等と面会などを定期的に行うなどの取り決め

をし、家庭の生活状況、それぞれの心身状況などにも配慮し、必要に応じて社会資源情報の提供を行います。高齢者本人、

養護者等の生活状況を踏まえて段階的に措置解消を進めていくことも併せて検討します。 
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（３）ˋ会ǰō 

「やiをɰない事˙にmるȏɃ」がųられた場合、市ɏや養介護施Ȁのɏは、ċ待の防ƒや高齢者の保護のòɟから、養

護者と高齢者のˋ会をǰōすることができるとされています（高齢者ċ待防ƒ法ȵ��ǘ）。 

ċ待事案では、高齢者が養護者とのˋ会をʹuでいない、またはˋ会することにmって高齢者の心Ǧに¦¿ğがČcとŞ

@られる、養護者のÒđのŌɪや高齢者と養護者の関係ǱからĚ引に高齢者をƠȷに連れˏすなどが想定されます。また、

養護者からの依頼でʩのǤ族が施Ȁにˋ会にʷれ、Āȷをȝす等のÎɾǱもŞ@られます。そ?した事ȭに備@るため、市

ɋȦは施Ȁのɏと連携のǔ、ʼǘにúWきˋ会をǰōすることができます。 

また、ʕ¼・施Ȁも、ɲƠの施Ȁð˫ŁにúWきˋ会をēȃすることができます。たSし、ċ待Ȫ応にAける施Ȁð˫Ł

にmるˋ会ǰōは施Ȁのʝ担となるため、Ňȟとして行ǳǽɹで行?ことが必要です。 

ˋ会をĎめる養護者等には必ずしも「高齢者とˋ会をするŁ˩」があるものではないことをȋ提に、市ɋȦのŁōと施Ȁ

ð˫Łを活˞し、市ɋȦと施Ȁが˂ǿに連携した?@で保護場所のʋɯ÷め、ǠƼにȪ応する必要があります。

① 高齢者ċ待防ƒ法ȵ �� ǘにúWくˋ会ǰōの要ʊのʅȾ

"ʅȾの方法 

高齢者ċ待防ƒ法ȵ �� ǘにúWく、やiをɰない事˙にmるȏɃにAけるˋ会ǰōの決定は、尼崎市のʅȾとǽɹで 

行います。手ȣきとしては、包括支援担当、ɴ・ʻ福祉相談支援課、地域包括支援センター、保護Ȅ施Ȁ、その他必要に 

応じた関係者・機関にmる�ア�ン�ー会議で要ʊを検討します。 

"ʅȾのú準 

高齢者ċ待防ƒ法にAいては、どのm?な場合にˋ会ǰōを行?ことがɝǾかとい?要ļまでは明記されていまPu。

要ʊをʅȾする?@では、高齢者の®思や心ǦのǙĞ、養護者のȭ度等から、養護者とˋ会することにmるùńǱやʧ害

等をș合的にŞ˱し、検討することになります。 

"ˋ会ǰōを行?ことがʹましいとŞ@られるǙĞの˹ 

・保護した高齢者が施Ȁのíęにìれ、©心して生活できるまでに¶定の期間を要する場合

・ċ待に関する情報Ƴ集・事実âɺがʘƺ分な場合や、情報がȤ?までの¶定期間

・高齢者が養護者とのˋ会をʹuでいない。また、ˋ会することで、高齢者の心Ǧに¦¿ğがČcとŞ@られる場合

・養護者のÒđのŌɪや、高齢者と養護者の関係から、Ě引に高齢者をƠȷ等に連れˏすことが想定される場合

やiをɰない事˙にmるȏɃ 

・Į˔にmるɸ¼、ɸ所

・高齢者Ĥč¶Ɯ保護

その他 

高齢者ċ待防ƒ法ȵ �� ǘにúWくˋ会ǰō、施Ȁð˫Ł、 

高齢者のŎǩ情報保護・ƯʋĈ˅にmるȪ応 

施Ȁð˫Ł、高齢者のŎǩ情報保護・ƯʋĈ˅にmるȪ応 

高齢者のŎǩ情報保護・ƯʋĈ˅にmるȪ応 

.施Ȁð˫Łは、ʕ¼・施ȀのʅȾで実施できますが、ċ待事案の場合は、尼崎市と協議の?@実施します。 

-介護サービスのǢǸやĮ˔がÎɾになり、Į˔ɸ所になる場合

養護者等からのċ待からˬȺし、要介護ɺ定のǢǸや介護サービスの˩˞に関するĮ˔がÎɾになった場合や、成年

後見ǩ等にmって要介護ɺ定のǢǸや介護サービスの˩˞に関するĮ˔がÎɾになった場合など。 

たSし、ȋƿのɔり、後見ǩがȉ定された場合も¶˭にĮ˔にǾりȮ@、̀ 会ǰōÖǇとい?ことにならないm?˰®

が必要です。
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② 高齢者ċ待防ƒ法ȵ �� ǘにúWくˋ会ǰōにAける施ȀȞのȪ応

高齢者ċ待防ƒ法ȵ��ǘでは、養介護施Ȁのɏもˋ会をǰōすることができるとありますが、そのŸは事ȋに尼崎市と協議します。

ɸ所施Ȁに養護者からɐǿˋ会の要ʹがあった場合の施Ȁǚ員のúʼ的なȪ応としては、養護者にȪして、「市ǚ員にˋ会の要ʹにつ

いて連˥し、ʅȾをあAG」Ƒをɠ@、施ȀȻɲでのʅȾはʎけるm?にします。ŲƵ的なǽɹをʝ?尼崎市がʅȾし、施ȀはȏɃさ

れた高齢者の生活を支援するとい?役割分担がɝǾです。 

'Ȫ応˹( 

・養護者d高齢者の所Źをʋɯにする ・ǚ員ƤにĥいʞÈにする ・ˇſをʓƟしない  ・養護者のˣ所Ɯ、尼崎市d連˥をする

③ 高齢者ċ待防ƒ法ȵ �� ǘにúWくˋ会ǰōのÖǇのʅȾ

"ʅȾの方法 

ÖǇÎʊのʅȾは、高齢者の®思や心ǦǙĞ、養護者のȭ度等から、ˋ会のùńǱやʧ害をŞ˱しș合的に検討します。 

手ȣきとしては、包括支援担当、ɴ・ʻ福祉相談支援課、地域包括支援センター、保護Ȅ施Ȁ、その他必要に応じた関係者・機関に 

mる�ア�ン�ー会議で要ʊを検討します。（P��
 参ǎ） 

"ˋ会ǰōのÖǇを検討するŸにâɺすべきことの˹ 

・高齢者に、養護者とのˋ会の®思があるか ・養護者のȭ度や生活がØȌできたとʅȾできるũĔがあるか

・高齢者の心ǦǙĞがĊò的にhて©定しているか（養護者についての̃を·らす、ě@る、ʘ©がる˝Ƌがˆいか） など

④ 施Ȁð˫ŁのũĔ法˸

ĭ法ȵ ��� ǘ�「ǵ当な˫˙がないのに、ǩの住ĒƬしくはǩのïƯするɛȷ、ľȜʢƬしくはñȈにǝɸし、ʽは要Ďを受けたにも

かかわらずこれらの場所からȱđしなかった者は、� 年«ÊのɊ役ʽは �� ʾÃ«ÊのʄĦにǂする。」 

民法ȵ ��� ǘ�「ȅ有者がȅ有ʢについて行ƆするŁ˩は、ɝ法に有するものとǬ定する。」 

民法ȵ ��� ǘ�「所有者は、法˸のǰō内にAいて、Ơ˙にその所有ʢのƆ˞、ƳÁČbǂ分をするŁ˩を有する。」 

.施Ȁľʢの所有者はもTru、そのð˫をɹされているȅ有者（ǚ員を÷i。）も施Ȁð˫Łを有しています。施Ȁð˫者の®思に

ʆするˮɸやʘȱđは³法です。施Ȁð˫者は、それがʘ当なŬʩ等にあたらないōり、ˮɸりをƠ˙にǰōすることができます。Ō

い方をʫ@れa、施Ȁð˫者が明Ɵ・ˍƟの方法でˮɸりをɺめた者にōり、そのˮɸりが³法にはならないとい?ことになります。 

⑤ ˋ会ǰōに関する �,9

'�１(やiをɰない事˙にmるȏɃのŸに、養護者«ÛのǤ族についてもˋ会をǰōできますか  

'�１(高齢者ċ待防ƒ法ȵ �� ǘのă定は、ċ待をした養護者をȪǒとしてAり、それ«Ûの者をȪǒとしていまPu。 

 しかし、ċ待をした養護者に頼まれた者が高齢者ʼǩとˋ会をすることで、高齢者にǷǣ的ħɓがʃ生するÎɾǱがあります。

その場合、尼崎市とʕ¼や施Ȁが協議し、Ȅƿの「施Ȁð˫Ł」を行Ɔし、まずは©Ȏâ保を行います。 

'<�(養護者や家族・Ǥ族から、Ē場所をĝ@るm?要Ďされますが、どのm?にȪ応すれa˴いですか  

'9�(ĺÅ関係があっても、Ŏǩ情報保護法ǔは「ȵƀ者」にあたります。つまり、養護者や家族・Ǥ族SからとŌって、ʼǩのĒ場

所をɁるŁ˩が当ȍにある˖ではありまPu。ƻい、「情報のȥʊを÷めて×ɦできない。情報をɁっていても、ǚ˅ǔのƯʋ

Ĉ˅があり、ĺÅ関係のある方であってもĒ場所をɠ@ることが出ˣない」と、āȍとした×ɦを行います。 

'�３(養護者や家族・Ǥ族から、「Ǧ内Sから」とい?˫˙でˋ会をĚ要されます。どのm?にȪ応すれa˴いですか  

'�３(「��」とɫ˝、「Ǧ内Sから会@る」とい?法的Ł˩はありまPu。ˀȍとˋ会をĕして高齢者dの¦¿ğを招ˣした場合には�

か@ってその法的ǽɹをɒČされることになりか^まPu。āȍとしたȪ応を行?とともに、ùńが˚想される場合は、˚め

警察と情報共有します。
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（3）養護̀ǩ�ームdのɸ所ȏɃ 

 養護̀ǩ�ームとは、̀ǩ福祉法ȵ��ǘȵ�項ȵ�ŢにúWき、íęǔ、Čbıŵ的˫˙にmり、家ɗでの養護がŨɵな

�
Ŵ«ǔの高齢者の?T、「Ý^ǦʬのことがƠ分でできる」ǩがɸ所する施Ȁです。ɷʼȎťの養護̀ǩ�ーム（ˌ養護

̀ǩ�ームについては、Ƽ度のƖ力障害者のh）がɸ所Ȫǒとなります。 

「ɸ所ʅ定委員会」の決定をıて、尼崎市のȏɃにmりɸ所することになりますが、ċ待等にmりĤčǱがɺめられる場

合には、Ĥčɸ所出ˣる場合があります。 

.１ ǔ記の�£ーのǁʈは、ȋ後することがあります。

.２ 高齢者ʼǩの見ãは必Ǫ。家族や支援機関のɫ席もÎɾ。施Ȁは、高齢者のɸ所®思・Ǧȩ機ɾ等をâɺします。

.� Îɾなōり高齢者ʼǩが受けƮる。作成は家族や支援者が行?こともÎɾ。提出期ōは、ɸ所ʅ定委員会開催ĻのȋĻまでが目©。

.	 ��やċ待等のĤč案ļは、委員ɏƛT×りで決定し、Ɲ×のʅ定委員会にて報Ťします。

.
 高齢者ʼǩの出席は必Ǫ。家族や支援機関のɫ席もÎɾです。

.� 家族や支援機関のɫ席もÎɾ。施ȀにmってはȚĶがありますが、ˆい場合は、高齢者・家族・支援者が±Ț方法を調整します。

ǘļをʿたす場合、尼崎市が±Țʍ˞ʝ担を行います。 

① ɝ˞要ļ

Ňȟ、�
 Ŵ«ǔで、Ɲの「ア$~」のすべてにß当していること。 

これらを相談・ǢǸ・実ȭ調ŭƜにâɺし、ɸ所ʅ定委員会にƗり、委員会の合議にmり、ɸ所を決定します。 

ア 9:;がǦʬƠˮしていること（Ǧの×りのことが介助ˆしでÎɾなこと）

・介護ɺ定が、「要支援」ə度までを目©（ŎǩのǙĞ、また施Ȁのȩǰ等にmって°なる）

・ˌ養護̀ǩ�ームについては、Ɩ力障害がƼ度（�・� ďß当）であること

w ɸ¼加療を要するǙȭや、¶定«ǔのɠȇǱƥêにëȇしていないǙȭであること

x 家族や住ĒのǙĞなど、ŋŹのíęÊではŹȷにAいて生活することがŨɵであるとɺめられること

y ɸ所者ʼǩを÷iǯȫȎ員が、市民ǹʏ課ǹあるいはģ等割課ǹまでであること

（家族と住民ʒがʩであっても、ɫĒして生計を共にしている生活実ȭであれa、ǯȫ分ˬのƮり¨いはˆい）

z Ǧņ引受ǩがいること（施ȀにmってƮり¨いが°なる）

{ ɸ所者ʼǩに、養護̀ǩ�ームにɸ所し生活していく®思があること（家族や支援者のhの®思ではɸ所ʘÎ）

| ɸ所者ʼǩに、共ɫ生活ÎɾなƩ会Ǳがあること

ǷǣのǙĞ、Ǳá、ǜĠ等が他のɸ所者の生活を˧すĜれのないこと

~ 施Ȁの¡ー¡（ąƼʖのð˫、ƔʢのƛTŦhのǰō等）にɫ®できること

ɴ・ʻ 
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（５）成年後見市ɏǢˮ 

ʅȾɾ力がʘƺ分な高齢者の成年後見ǰ度˩˞開ƊのǢˮを行?にあたり、ʼǩにmるǢˮがŨɵで、ǢˮをするǤ族が

いない（いてもċ待をしている養護者にあたるなどǢˮǩになり@ない）場合に、市ɏがǞʅ開ƊのǢˮを行います。（高

齢者ċ待防ƒ法ȵ8ǘ） 

② ʍ˞ʝ担

ア ɸ所者ƠŐʝ担Ħ

ɸ所者ʼǩのƳɸ（年Ħ）äに応じて、ĦäがÚȔʩに定められてAり、Ļ!、市にɽɸします。目©として、年

ĦのĻäの � 割Ěə度です。ɸ所者は、ƅäで医療・介護保ń˲、医療ʍ、ɷ˞ʖʍ等を支出します。

（ɸ所ȋにĦȊŽƮ等にmり、年Ħがɸってこない、あるいはƫĦがある等の場合、ŉˊ等をŎʩに検討します。） 

w ʜ養Ĉ˅者ʝ担Ħ

ɸ所者とņ!ɫĒしていた家族、また、ʩǯȫであってもɸ所者をʜ養しているǩがȪǒになります。Ħäは、ǹ

äにmるÚȔになっています。

③ ˰®事項

 養護̀ǩ�ームは、� かĻ«ǔのɏ期ɸ¼（見Ŧまれる場合も÷i）となった場合や、要介護度がƼくなるなどɸ所施 

ȀでのȪ応がŨɵとなった場合、ȏɃÖǇとなり、ɱʩ養護̀ǩ�ーム等、Ɲの行きȄの検討が必要になります。 

相談受ʙ 

高齢者ʼǩ・関係者とのˋ談 

őǼ等の調ŭ 

ǥȾ書作成の依頼 

Ǟʅȋの保Ȏǂ分の検討 

Ǥ族dの®思âɺɔɁ 

Ǣˮ書˷の作成など 

家ɗŷʅ所dのǢˮ 

Ǟʅ・ɔɁ 

後見等の開ƊǞʅのâ定 

ɴ・ʻ福祉相談支援課 
包括支援担当、地域包括支援センター、 

関係機関 

成年後見等支援センター、または福祉相談支援課に相談 

Ǣˮに必要な情報の提供 

・高齢者のˋ談のɫ行

・ǥȾ書作成のɫ行

・ċ待をしている養護者dのȪ応 など

Ǣˮに必要なƘ˲の提供 

 （ɔɈや保ńǑ˷のƨしなど） 

Ǟʅが行われると、Ǣˮǩ、高齢者ʼǩČb後見ǩ等

にȪして、Ǟʅ書ɨʼがȚȹされます。 

その後、Ǟʅを行った家ɗŷʅ所にȪして、ʘʟǢˮ

がなされないまま � ƶ間がıÒすると、後見等開ƊのǞ

ʅがâ定します。 
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① ɝ˞要ļ

Ɲの「ア$z」のいずれかのǘļをʿたし、後見ǰ度˩˞が必要で、Ǣˮを行? 	 Ǥ等内のǤ族がない者がȪǒとな

ります。その?@で、Ċò的な事˙にúWいて、ȵƀ者である後見ǩの必要Ǳの有ˆをもってÎʊのʅȾを行います。 

ア 尼崎市に住所を有している者

w 尼崎市にmる̀ǩ福祉法のȏɃのȪǒ者（養護̀ǩ�ームɸ所者など）

x 尼崎市の生活保護を受Đしている者

y 尼崎市の介護保ńのʌ保ń者

z 尼崎市の障害者ș合支援法にúWくƠˮ支援Đʙ等（介護Đʙ、Ī˼等Đʙ、Ơˮ支援医療等）を受けている者

'Ɇ(市ɏǢˮは、ʼǩǢˮを行?ことがŨɵな「後見相当」をŇȟとしてƮり¨います （保ū、ʱ助はʼǩにmる

ǢˮがÎɾです）。たSし、保ū・ʱ助でもʼǩǢˮがŨɵな場合は、市ɏǢˮを行?こともあります。 

② Ǣˮʍ˞

 Ǣˮʍ˞のʝ担がŨɵである場合は、ǥȾ書の作成ʍ˞、¸ƕȲ、ɡ記に係るʍ˞、ô定˲などのǢˮに係るʍ˞を 

尼崎市が支出できます。たSし、Ȫǒ者にƘƂがある場合は、家ɗŷʅ所が成年後見ǩ、保ūǩʽはʱ助ǩをȉɹした後、

Ȫǒ者ʽはその法定Ȳ˫ǩにȪして、Ǣˮに要したʍ˞をǸĎする場合があります。 

③ Ǟʅȋの保Ȏǂ分

"Ǟʅȋの保Ȏǂ分とは 

後見ǩ等がǵơにȉɹされるまでのźƂð˫者をƄ定的にȉɹするなど、その間のźƂð˫やǦǔî護にȪǂするもの 

です。市ɏにmるǢˮのŸに、保Ȏǂ分の必要Ǳがɱにɺめられるケースについては、ʥPてŷʅ所d保Ȏǂ分をǢしˮ

てることもあります。 

"Ǟʅȋの保Ȏǂ分がɺめられる要ļ 

ア 後見等開ƊのǞʅのǢˮがあり、ˁSǞʅのŖ力がʃしていないこと

Ǟʅȋの保Ȏǂ分は、ǞʅがŖ力をʃするまでのƄ定的なǂɃのǱƦをƛつものです。そのため、家ɗŷʅ所に

事ȋまたはɫƜに後見等開ƊのǞʅのǢˮを行?必要があります。

w 後見等開ƊのǞʅのǢˮがɺ容されるÞȍǱがあること

後見開Ɗ、保ū開Ɗ、ɦ 助開ƊのǢしˮてがɺ容される見ŦhがなけれaなりまPu。̓ ǩのʅȾɾ力がそのǞʅ

にß当するə度、ɕÊしていることのȐ明が必要です。

x 必要Ǳがあること

ʼǩがźƂをƣ?m?な行¯をしたり、ȵƀ者にźƂを̆しƮられてしまいそ?である等、̓ ǩのźƂのð˫また

はʼǩのî護のために必要な事ȭにあり、ȗčなȪ応が必要であることのȐ明が必要です。

"Ǟʅȋの保Ȏǂ分のƱ˷ 

・źƂð˫者のȉɹ

・ʼǩのźƂのð˫もしくはʼǩのî護に関する事項のƎƟ

・後見ˈ˸、保ūˈ˸、ʱ助ˈ˸
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�．5 分ˬ支援 

高齢者の生ˈやǦȩにかかわるùńǱが高く、Ƽȴな¿ğをČfすAそれが˚Ƞされる場合や、他の方法ではċ待のĵŉ

が期待できない場合など、高齢者を保護するため、養護者から分ˬする手ȿを検討する必要があります。 

これにmって、高齢者の©Ȏをù̄することなく養護者にȪする事実âɺや助Ō・Ǝɬを行@るm?になったり、¶Ɯ的

に介護ʝ担等からÖʴされることで養護者も˦TɄくなど、支援を開Ɗするɪ機WけにĲがる場合もあります。 

（１）分ˬ支援のƖɟ 

（２）分ˬ支援の˹ 

高齢者のɞĒ  高齢者、養護者のいずれかが、その他の家族ȷ、¶ʇɑȰ住ȷ、サービスʙき高齢者řけ住ȷなどに

ɞĒすることにmり、©Ȏをâ保します。 養護者のɞĒ 

医療機関dのɸ¼ 高齢者や養護者に、ɸ¼にmる医療的支援が必要な場合、医療機関dのɸ¼にmる分ˬ支援を行いま

す。分ˬ支援でなくとも、「¢ス�wトɸ¼」として、高齢者と養護者のȓ方の関係²ƛやʝ担ĵŉを

ǫることを目的に、¶Ɯ的にɸ¼することも想定されます。 

Į˔にmる 

サービス˩˞ 

高齢者の®思や成年後見ǰ度の活˞等にmって、Į˔にmるサービス˩˞を行います。��ートス�

wを˩˞して、その間に家族関係の調整を行い、ɏ期的なĮ˔ɸ所d±るなどŚʚします。 

��ートス�wに関しては、必ずしも介護保ńǰ度の˩˞にōらず、Ơʍʝ担にmる有˲̀ǩ�ーム

のȩŅ˩˞などをƆ?ことも想定されます。 

Ĥč¶Ɯ保護 P���参ǎ （ɏ期的な分ˬではなく、¶Ɯ的な保護を行?ものです。）

やiをɰない 

事˙にmるȏɃ 

P��
$��参ǎ

養護̀ǩ�ームɸ所 P�	�$	�参ǎ

ĵʍ̀ǩ�ームɸ所 ̀ǩ福祉法にă定される̀ǩ福祉施Ȁに、ɕäな˲Ħで、家ɗíęや住ȷ事情等の˫˙にmりĒȷに

Aいて生活することがŨɵな者をɸ所さP、ɷǖ生活ǔ必要なʮĆを供与します。 

ŕ¾住ȷɸĒ Ňȟとして、ɫĒǤ族があることがɸĒのǘļですが、��等のʌ害者やɁ的障害者、Ƿǣ障害者、Ǧ

ȩ障害者など、「ɱにĒ住の©定をǫる必要がある者」には、ȻǦでのɸĒがɺめられます。 

高齢者の場合、介護サービス等をƆ˞することでŹȷ生活をȚることがÎɾな場合は、ȻǦでもɸĒ

Îɾです。 

保護ˈ˸ ʁĨ者にʸ力をǡるわれ、ʩにĒȷをŝ@た場合、「ʌ害者がŜなるʸ力にmり、生ˈʽはǦȩにƼ

ȴなù害を受けるAそれがȴきい場合」に、それを防ƒするため、地方ŷʅ所がʌ害者からのǢˮにm

りʸ力をǡるったʁĨ者にȪしʃするˈ˸です。 

保護ˈ˸に³ʆした場合は、１年«ÊのɊ役ʽは���ʾÃ«ÊのʄĦにǂPられます。 

①ɏ期的なƖɟ（必ずしも家族分ˬがŲƵÖ決ではないとい?Ɩɟ）がķかPない。 

 ケースにmっては、ņのĒ住地にˏるための¶Ɯ的な分ˬとして支援することもŞ@られる。 

②家族関係を分Ⱦするリス~も高く、分ˬ後の高齢者と養護者のケア、生活の調整がƼ要。 

③当事者の®思が˯ɪ的になることにʁ˱し、ĩりʭし®řをâɺする。 

④ŕ共の福祉にʆしないōり、ǩはĒ住・±ɞのƠ˙を有している（Ŀ法��ǘ）。 

たSし、事˫弁Ƣɾ力をķく場合には、ċ待を受けている高齢者の保護を優Ȅする。

43



（３）分ˬ支援に関するɁƢ 

① ɱʩ養護̀ǩ�ームɸ所Ɯの定員ɎÒのƮり¨い

介護報ƷのƮ¨いとして、介護̀ǩ福祉施Ȁ（ɱʩ養護̀ǩ�ーム）が高齢者ċ待に係る高齢者をɸ所さPた場合には、定

員をɎÒした場合でもŉƃのȪǒになりまPu。 

[Ǝ定介護̀ǩ福祉施Ȁのǩ員、Ȁ備Čb½¾に関するú準 ȵ２５ǘ] 

Ǝ定介護̀ǩ福祉施Ȁは、ɸ所定員ČbĒƤの定員をɎ@てɸ所さPてはならない。たSし、Ŷ害、ċ待その他のやiをɰな

い事情がある場合は、このōりでない。（ʦ成１7年３Ļ３１ɷ、ŗ生˾ɩǐ˸ȵ68Ţ） 

.「ċ待」のʤŌは、ʦ成１7年3Ļ施行にʥP、Øǵされたものです。Ȼなるɱʩ養護̀ǩ�ームdのȏɃɸ所であれa、

介護報ƷǔのŉƃのȪǒÛとなるのは、定員の５+ț（定員５/ǩのɱʩ養護̀ǩ�ームでは２ǩまで）ですが、ċ待に関わ

る場合、ȏɃにmるɸ所であるかをːわず、かつ、定員を５+ɎÒした場合であっても、介護報ƷのŉƃȪǒとはなりまPu。 

② 住民úʼȳɈのÂ˨等のʘ当˩˞の防ƒ

ċ待を行った養護者から高齢者のǦをƯるためにɞĒした場合、養護者やそのɁǩが住民úʼȳɈのÂ˨等のǰ度をʘ当に

˩˞して高齢者の住所をȽし、űbċ待にČcùńがŞ@られる場合があります。 

その場合、各市ɋȦɏが事˅を行?住民úʼȳɈのÂ˨等について、高齢者ċ待のʌ害者のǢ出にúWき、加害者からのʌ

害者に係る住民úʼȳɈのÂ˨等のǸĎは、各ǘ項にAける要ļをʿたさないʽは「ʘ当な目的」[住民úʼȳɈ法（ǌ̂	�

年法˭ȵ��Ţ）ȵ��ǘȵ5項]があるものとしてÂ˨等がēʊされます。また、ȵƀ者からのǸĎについては、加害者のなり

すましや加害者からの依頼にmるÂ˨等を防ƒするため、ʼǩâɺやǸĎ事˙のǞŭがmりňáに行われます。 

③ ċ待等ʌ害者に関わるマw�ン�ーǰ度のʘ開ƟȏɃ

マw�ン�ーǰ度にAいては、ċ待等のʌ害者の住所・Ē所があるɢɮʛłʽは市ɋȦに係る情報を加害者がâɺできない

m?、ʘ開Ɵ�ー�等のȀ定や、AɁらPをȚるȪǒからǇÛするȏɃを行?ことができます。 

④ 年ĦŽƮ等の事実âɺのための年ĦŎǩ情報のâɺ

養護者等が高齢者の年Ħをð˫し、ıŵ的ċ待にČuでいることがŞ@られる場合、年Ħの引き出し˪˻をâɺしてċ待の

事実をɿ§したり、ǡりŦhȄŘůをʫŜし、高齢者の年Ħを保護する等のȪ応が必要な場合があります。 

年Ħに関するŎǩ情報は、��w��ーǱがʏǖに高く、その目的Û˩˞・提供は行ǳ機関Ŏǩ情報保護法mりもňしくǰ

ōされてAり、他の行ǳ機関等dの年ĦŎǩ情報の提供は、ǳʛðǋ年Ħ事業に関連する事˅や明らかにʼǩの˩Áとなる場

合等にōられていますが、ǳʛðǋ年Ħ事業等の½¾のØȌのためのť民年Ħ法等の¶ʞをØǵする法˭（ʦ成��年法˭ȵ

�	Ţ）にmり、年ĦŮƮや介護ʴþ等のċ待のĜれのある事案について、Ơƞȩが行?事実関係のɿ§等、ŗ生˾ɩǐ˸で定

める事˅のために、年ĦŎǩ情報を提供できることになりました（ʦ成��年��Ļ�ɷ施行）。 

⑤ 年ĦŎǩ情報のʋ˂保ƛの手ȣ

ɷʼ年Ħ機ŝでは、ʋ˂保ƛの手ȣをûʹする者の?T、ʸ力、źƂのʘ当なŽƮ等のċ待を受けているため、保護・支援

されているʽはÒđにされていたことが支援機関等にmりǑ明されている者は、 

①úȑ年ĦʈŢをʩのʈŢにʫŜする 

②ʼǩʽは法定Ȳ˫ǩ«Ûの者が委ɹǙをƛ参してˣʷしたとしてもŎǩ情報に関する×ɦČb手ȣを行わない 

ことがÎɾです。ʋ˂保ƛの手ȣの要ļとして、支援機関等にmるǑ明書の提出をĎめているため、保護・支援を受けている

ʽはÒđにされていたƑのǑ明を行?などのȪ応をAøいします。 
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３ Ȫ応ȿÚ 

 Ȫ応ȿÚでは、ƭに、ċ待のÖ消にřけた支援と、高齢者・養護者が©心して生活をȚるためのíę整備を行います。ǃ

ɪ期Ȫ応にmって、¶定ə度の©Ȏがâ保されていることがȋ提ですが、Ȫ応ȿÚにAいても©Ȏâ保に目ʁりしてAく必

要があります。

Ȫ応ȿÚの˯れ 

３．１ 情報Ƴ集と整˫・明âË（ċ待のʃ生要º、課ȶ等） 

地域包括支援センターは、ƭ担当者を決定し、«Êの２ɟについて、情報Ƴ集・整˫・明âËを行います。ǃɪ期ȿÚの

事実âɺ（P��
$�� 参ǎ）とは、Ƴ集する情報の目的が°なります。 

ċ待のʃ生要º ċ待は、Ŏ!のċ待ʃ生リス~が、高齢者と養護者、家族、ĥ˶・地域住民等、

地域のƩ会ƘŊとの関係Ǳの中で相Œに作˞し合ってʃ生します。 

ƻって、まずはƳ集したŎ!の情報からʃ生のリス~をȽり、Ɲに相Œの関係

Ǳをhることで、ʃ生の要ºが明âになり、ċ待Ö消にřけた課ȶが明らかにな

ります。 

©心して生活をȚるための 

íę整備にřけた課ȶやニー� 

ċ待ʃ生要ºをɱ定し、ċ待がÖ消できたら、高齢者の©心した生活にřけて、

他に必要なȪ応課ȶやニー�がないかを見Ģめます。そのŸ、高齢者ʼǩの®思

やûʹ、養護者・家族の®řについてɇɻにɿ§することがƼ要になります。 

そして、高齢者と養護者・家族の関係Ǳ、ĥ˶・地域住民や地域のƩ会ƘŊ等

の情報についても、ű度、©心して生活をȚるためのíę整備にřけたÎɾǱや

課ȶといったƖɟから整˫・分ǻします。  

その?@で、どのm?なįȭでのċ待Ȫ応のƵĹがÎɾかについて、支援チー

ム会議で検討し、ƵĹまでの計画的支援を行います。 

（１） 

情報Ƴ集と整˫・明âË 

�ċ待のʃ生要º、課ȶ等� 

（２） 

・支援チーム会議

・援助計画の作成

（３） 

Ȩ機関にmる支援

（3） 

Ȫ応ȿÚのʔÌ 
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情報Ƴ集Ɯには、«Êの項目を参Şに、情報Ƴ集します。 

項目 情報Ƴ集内容（˹） ċ待ʃ生リス~（˹） 

高
齢
者

①úʼ情報 ・®思ȐɔがÎɾかŨɵか

（ɱ定ǘļのもとであれaÎɾか）

・ɱɉ的なǱáやこSわり

・生活®ˡ（ˆĂ力、Ab@等）

'ǦȩǙĞ( 

・ɺɁǏ

・要介護Ǚȭ

・ƥʕ、ƥê

・ȺǭやÀ養Ǚȭの¦Ë

・必要な受ǥにĲがっていない

'ǷǣǙĞ( 

・Ƿǣʘ©定

・�¤ー¢ス（ˆĂ力）Ǚȭ

・ù機®Ƣのʘƺ分さ

・Ǳáのʪり

'ıŵǙĞ( 

・Ƴɸがǉない

・ƫĦ、˿ʍʨ

・ŕ的ʜ助や手当の手ȣきʘȡ

・保ń˲ȯɽにmるĐʙǰō等

'家族関係( 

・依ȥ関係

・これまでから関係が¦い

'Ʈりéくíę( 

・支援者ʘŹ

・支援にmるŪ˧

・Ʃ会的ŏˮ

・Ðのņ、őɚり、É度調ȁ

②®ř・ 

ɃかれたǙĞ 

・事実âɺƜと®řが¶óしているか、ʫËするか

・介ɸのēʊがあるか、その˫˙

・Ē所、分ˬのûʹ

③ù機Ȫǂɾ力 ・助けをĎめることができるか、その手ȿ

・助けをĎめるȥŹ、場所の有ˆ

④生活úʉ 

（健śˋ・生活ˋ） 

・Ǜ事、調˫、±ɪ、ʂいʢ、ȖǇȆȸ、

ɸˢ、ʀ̅などのɪ作のƠˮ度

・ƥʕ、ǈʕ、üÆ˻

・受ǥの必要ǱČbǙĞ、ʟ˕ǙĞ

・要介護ɺ定、障害の有ˆとǙȭ

（ıŵˋ） ・Ƴɸäと１かĻにƆ@るĦä

・ŕ的ʜ助や手当等の受ĐǙĞ

・ȯɽ、ˁʡい、ƫĦ等の有ˆ

・ĦȊð˫ǙĞとĦȊð˫者

・ɫ®のˆいĦȊやźƂのƆ˞等の有ˆ

⑤サービス・ǰ度の 

˩˞ǙĞ 

・介護、障害、その他のサービス

・成年後見ǰ度の˩˞の必要Ǳ

養
護
者
（
�
）

①úʼ情報 高齢者とɫ˝に、情報Ƴ集 

②®ř・ɃかれたǙĞ 

③生活úʉ・生活力 ・ƴ˾の有ˆ、ƴ˾Ɯ間・įȭ

・生活ʍをどのm?にまかなっているか

・}ャン�¡やア¡�ー¡等dの依ȥ

④介護ʝ担 ・介護®ˡ、ćƾ、ɁƢ、受けƒめ方

・１ɷのʦģ介護Ɯ間とǮ˄Ɯ間

・介護のȲȮ者の有ˆと協力ǙĞ

家族関係 ・家族の˻ƈ、関係の˴ʊČb協力ȩǰ

・家族の中での®思決定者

ĥ˶・地域住民との関係 ・ʙき合い、ʪ見、ト��¡の有ˆ

地域のƩ会ƘŊ ˆい場合はȒり出すこともƖ˒にɸれる。 

y�マ�� 

（Ȫ応ʞˑ・機関の関係ǫ） 

・ŋŹ関わっている機関

・今後、関与を依頼する機関

.養護者についても、「高齢者dの情報Ƴ集内容（˹）」の内容の情報とあわPてƳ集します。

46



３．２ 支援チーム会議、援助計画の作成 

（１）支援チーム会議 

 必要に応じ、支援者間での情報共有、役割分担を目的とした、「支援チーム会議」を開催します。 

いずれの支援者も開催を提案することが想定されますが、地域包括支援センターを中心に調整・準備・進行します。

参加機関 地域包括支援センターと包括支援担当で手分けし、高齢者・養護者・家族の支援を行っている機

関を招集します。今後、関与を依頼する機関を招集することも想定されます。 

高齢者・養護者が 

出席の場合 

高齢者や養護者が会議に出席することも想定されます。その場合、支援者は、①わかりやすく優

しい説明、②受容的な関わり、③思いを引き出すための傾聴を心掛けます。 

協議事項 ① 各機関からの情報提供

② 援助方針・支援内容

③ 各関係機関の役割の決定

④ 協力を依頼すべき機関と期待する役割

⑤ モニタリングの頻度と実施方法

⑥ その他協議事項

支援チーム会議の協議事項をもとに、地域包括支援センターが作成し、尼崎市包括支援 

担当と共有します。 

ケアマネジャー

地域包括支援センター 

障害福祉関係 

生活保護関係 

介護サービス事業所 

民生児童委員、地域住民 

警察・消防 

保健関係 

福祉相談支援課 

かかりつけ医 

弁護士・司法書士等 

包括支援担当 

高
齢
者

養
護
者

[ｼｰﾄ５]

支援チーム会議 

検討記録

しごとくらしサポートセンター 

地域の医療機関 

成年後見等支援センター 

医療介護連携センターあまつなぎ 

NPO 
など 
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2?3ÆƑğÒのŚƸ 

 ũÆ�-£ÔùØŏĵ&Ǳ½ɚáũÆ�®�-h&Ƚʂに応T&高齢者虐待にėる6ÆƑğÒƏħ¥��ª®�)ɁËȿ7

の6ÆƑğÒƏ7ʇ|ȧʖ)ŚƸS&Ƚʂに応T`ìėóìbćɹSoU' 

高齢者虐待にėるÆƑğÒƏb&�~¢��¦-のĂǦ�-��ğÒのìė 

ŚƸ者 ³ǲ_O 

ÆƑğÒ Ǳ½ɚáũÆ�®�- 虐待事ʙにì{るǋ`のìėóìのğÒb³ǲ_OwzoU'虐待JÕ

ƔS&ƻâJ±ȃUziƅʒUるQbにdxoU' 

高齢者)養護者のț·|ǉȆにŚƸRzるbhĲxoW}'DMoa&

ĩʈɿ護のZrŚƸRzるsのaDx&高齢者t養護者の·ŧbh¹dる

ɝƮJŵRzるQbsDxoU' 

ĂǦ�-��ğÒ ǪȖ�~¢��¦- 介護�-��|cのよFにʈʁS`EMIŵUğÒƏaU' 

虐待JȲƻSZƝņ&�~¢��¦-t�-��事Ď者h&虐待ÕƔの

Zrに介護ɉǪġĮtƻâũÆ|ɰȾbSZũÆ|ǍpňpoUJ&虐待

にìėSdEũÆsğÒにǍpňqQbにdxoU'ǛMのƝņ&虐待J

ÕƔSZĵsʈʁ者のƻâのZrにũÆ|ĝǖS`EMQbにdxoU'

oZ&ĂǦ介護ũÆt介護�-��hęɶによ]`ȆĆRz`EるZr&

ğÒƏ|ɤƯにķɅSț·|ȟdOzidwdEQbにd]`EoU'よ

]`ȢɾのɀİにhƉɏǶ·UるȽʂJDxoU' 

ĂǦ�-��ğÒbÆƑğÒhXzYzĳɓのɊɏbƋd]ZɊɏJDx&ʝĚJĢIWoW}' 

Ðǥ&ɰȾ&Ȗ事者の·Ļ&ũÆȢɾ&ũÆóì)ǪȖ者&ũÆのź施Ȧų)òëdc|öŕ

S&ũÆのɝĻƷ|ƹʉUるZrにâʁSoU' 

)高齢者への¼ʔ)介護

)養護者による高齢者へのũÆ

)ÎǕによる高齢者へのũÆ

)đʗƈɧによる高齢者へのũÆ

)高齢者の介護)¼ʔのÝɗ

)養護者)ÎǕへのũÆ

)đʗƈɧへのũÆ

)�~¢��¦-)�-��事Ď者

dcへのũÆ

)虐待のɢū

)養護者)ÎǕの介護ɉǪġĮ

)ÎǕìėのǼƹ

)介護�-��Ǽƹ

2高齢者虐待対応)ĩʈɿ護źǆ�®�����ǣʠƄ¿èƄ|¿ɊÌĽ3 

�-��ǪȖ者Ôù ũÆ�-£Ôù 

ĂǦ�-��ğÒ ÆƑğÒ 

����C�

ÆƑğÒƏħ 

"��#$�%)ɁËȿ
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@(@ ǛóìによるũÆ 

ƟɛƂƇ)ƹʉ)ɬÝÉ&ũÆ�-£Ôù&ÆƑğÒのŚƸ|șoG&~��¤®�RzZĤÏ|ïに&ũÆ|łEoU' 

ʐ·ȍbS`h&6±ǋÝɗ7|őɸǄSoU'XzhƬǜ)ƻɫの±ǋのpdwV&ƼƩɮtĜŒɮの±ǋsípoU'

2>3~��¤®�ĤÏbź施UるũÆのʙ 

~��¤®�ĤÏのʙ ź施UるũÆのʙ 

ʡ ƻɫにII{るよFdƋ

ǣdơČにDる'2Đþ事ǟ3 

)Đþȉにɏʊ)ɗ護aKるſǭ|ŁGる2ĠŜ)ÿþへの対応´ʅ|íq3'

)施設ȧƎ&¿ųɗ護&ȧÃdc'ǌǲのź施sŮɴにȧz`対応|Ʊる'

ʢ 養護者tÎǕに介護のɉ

Ǫ)��¬�JDる' 

)ɟɲ2ȃòȉ&Ƴų3tȏʟa&養護者のʟ|ɑKũŲUる'

)ŗǦ�-��|Ȝȧ)ǒÌUる2Ƞに���-��&�¨-����ʈʁによx介護I

wʊzるQbJaKるųë|^Mる3'

)țĂのÎǕtɓĂのƪǕのëa介護ɉǪのǼƹ|ãrる'

2¿ųȉd介護者ķǢt介護ɉǪのɏǪdc3

)施設ȧƎ|ĨȘUる'

)介護に^E`のǎǮǏĺ&Ǳ½のÎǕÔdc|Ɨ介Uる'

)ǅɳÎの��®�ª®�'

ʣ 養護者tÎǕに介護のǰ

ŷ)÷ƍJɄǔS`Eる' 

)介護のǰŷ)÷ƍに^E`のƟɛȆĆ'

)ŗǦ�-��|ȜȧS&�-��ȆĆのǵaǰŷ)÷ƍ|ȎGる'

ʤ �-�-�®のɄŗ )İųȍaのì{xJȱM`s&ǚにʅzるƪǕJEるÍȯƷJDる'

)đʗƈɧtǱ½ƈɧ&�®��-¢«�-��のâʁ|ĨȘUる'

ʥ ȩǰƖによるƻâのÐǥ

JDる' 

)ȩǰƖのƖơtII{xɝに^E`のƟɛȆĆ&ǃɬ)ŨȜ'

)ȩǰƖに^E`のǎǮǏĺ2¼ʔǎǮ|íq'3|Ɨ介S&II{xに^E`のǅɳȉ

dƑı|ƁOるよFãrる'

)ɋɷ等によるƖơの�®�­-«のZr&ǅɳ¼|Ɨ介S&ƫǬ)Ŵʔに^dPる'

)ȊǀにĒǈéʉaKるよFにũÆ|łF'

ʦ 高齢者t養護者にƼƩŹ

ät´ǗdcのɲǥJDる' 

)ƼƩŹä&~«�-«´Ǘdc = ƼƩŹäへのũÆóìt&¼ʔóìに^dPる'

)ƛÛ2Ƭǜ)ǰȉ3 = ƛÛ者のũÆóìに^dPる'

)Ǳ½のɧƻűȝ¶Àdcにīžx|´ʅUる'

)ƸȪĵīƶȔのâʁ|ĨȘUる'

ʧ ĜŒȉdŋĀJDる' )ƻâɗ護ũāƨƽに^dPる'

)ƻâŋĀ者のũÆóìに^dPる'

)ÜƀのĮɭſǖK|ũÆUる2ĪÄ)ŦÄƈǦÎǿ&ċ¾Ⱥ等3'

ʨ ťtǘJɜGるɲǥJD

る'2űȝ虐待のɒȲ&ǘd

cťcsへのÅč等3 

)űȝのũÆóì&ƪのƼƩŹäへのũÆóìdcによるũÆ|Ʊる'
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2?3ȳǬȯʖJɄƉɏdɝへのũÆ 

ʡ Ɍŭ�-��ʈʁÆƑ事Ď

ŗǦaəwUȩǰƖtǰȉƛÛ)ƼƩƛÛのDるƯのF\&ȳǬȯʖJɄƉɏdsのの&ęɶ|ķ{UQbに^E`hʉÕaKるƯのZr

のƶȔaU'ŻÔɌŭĈùÔのƻâũÆÀJ高齢者Ǧ|ɟɲS&ȦƞȉdĒǈéʉのÆƑ&Ɍŭ�-��のʈʁÆƑdc|łEoU' 

2ǎǮǏĺ*ȣ)ɣ ƸȪĵī等ũÆ�®�-3

ʢ ɞȃĵīƶȔのʈʁ

ȩǰƖ&ǰȉƛÛ&ƼƩƛÛ等によ]`&Ɏ事|ȳǬUるȯʖJñにɄƉɏbd]`EるƯZ\|ũÆUるZrのƶȔaU' 

ȳǬʖJȂÈSZ高齢者に対S`&ĜŒȉdśŽJł{z`EるƝņt&ÎǕëaの対ʍJĭÁaɤƯのZrのȽʂd¼ʔt介護のęɶȈ

ĤJaKdEƝņ&¼ʔ)介護ȺのȬƌのZrにɄȚşXのǚのȻʎȚƷůşのæËJȽʂdƝņdcにʈʁ|ĨȘSoU' 

ɞȃĵīƶȔhɤƯのȳǬʖのȇȔによx&ĵī)ɗŎ)ɘƑの@ʘĘにɏOwzoU' 

ƸȪĵīƯhɤƯにǢ{]`ŘşéʉbƬƜè護|łEoU'Řşéʉbh&ɤƯƎɹのɄȚştɽǷĒ等のéʉ&æË&ȪĒ等のŻÔɗ

Ĭのſǖ&XのǚŘşìėのęɶのǢʉ)Ǣł|łFQbaU'ƬƜè護bh&¼ʔ)介護tƻâɮのſȰ)ęɶ|łFQbaU'¼ʔt介

護等にìUるſǖK)ęɶ)ũɍEのǢʉł¸b&�-��のȢɾǇǧýkXのź施ơČのÝȩ)ĨƘ|í}a&ƬƜè護bĴizoU' 

ɞȃĵī|ƁOるにhɤƯ)ÎǕによるÎȄŔȳƎへのƨʍJȽʂにdxoUJ&XのƨʍǎǮ|ŦのƸȪĵī等ũÆ�®�-等ałFQ

bJaKoU'oZ&Ǿǁ&ƸȪĵīƨʍ|Žx¯]`Eるɖ護ţ)ŢɞƏţに´ʅS`&ſǖK|ƭrるɝɞsDxoU'ƨʍtƨʍǢʉ

にhȺʁJIIxoUJ&XのȬƌJŋȤdƝņhɞ�©�2ɧ事ɞʋɈƑ3|ʈʁSoU' 

dH&ĵīƯ)ɗŎƯ)ɘƑƯhÎȄŔȳƎJƢĩaǇlZr&ȽVSsƨʍƯJðɡUる者2ƪǕtƨʍìɼŢɞƏţ等3JǇizる{

OahDxoW}' 

ʣ Ȩ·ĵīƶȔのʈʁ)Ǥŝ者のɞʋÎ等bŘşéʉęɶ

ȳǬȯʖJƺƞaDる&oZhƲG`EるbS`sȇȔJġM&ŶɏaĵīƯ|Ǉlȯʖ|ɹS`Hx&ĵīƯ|ȨWZEȠȃのƯJEる

Ɲņにh&Ȩ·ĵīƶȔのʈʁsÍȯaU' 

ɻr&ȹĵīƯにdるƯ2;ɤƯ3bĵīƯにSZEbŧFƯJ&Ȩ·ĵīęɶ|ĤkoU'ɤƯJĵīƯ|ȽʂbUるơǟにd]ZbK&

ÎȄŔȳƎへØŤのƤȳ|ƨʍ`&Ȩ·ĵīƯbȨ·ĵīèȡƯbJĈʖS`ɤƯのŘşéʉ)ƬƜè護にDZるQbにdxoU' 

oZ&ȳǬȯʖにhɲǥJdM&ƣʅaKるɖ護ţ等のǅɳƢJEるƝņ&Řşéʉ¶Ȩ2 -£­�§-3ęɶ|Ȩ·にȈĤS&Řşé

ʉ)ƬƜè護のǋɊɥh¿Ɋ|¶ǨUるQbJaKoU'高齢者JȳǬȯʖ|ɹS`EるJ&ǜhɄŶɺaŘşéʉJɄƉɏdZrにĜŒȉ

虐待|ƁO`EるƝņ等にɹĹaU'Řşéʉ¶Ȩ&Ȩ·ĵī&»ı&Ŭĵ事ɨ¶Ȩ|6ʞEšȔAȍ���7dcbĴlƝņsDxoU' 

ʤ ƸȪĵīƶȔƨʍȺʁ)ɛƆȺʁのƑƸ2ƸȪĵīƶȔʈʁũÆ事Ď3

ƸȪĵīƶȔのʈʁにȽʂdȺʁのɉǪJŋȤaDるƝņに&ȥřŦJȺʁ|ƑƸSoU' 

6~/�7のEVzIのƠĥ|ɦZS&6âʁaKるůşýkǷǴ等JdEZrにƑƸĒのķɅ|ƁOdOziƸȪĵīƶȔのʈʁJŋȤa

Dる者7J対ƚbdxoU' 

~ ƨƽɥhɤƯのŬɠのŖに&ȥřŦにƈƎJDる者

� ȥřŦによるʞƯɌŭɞのǌǲの対ƚ者2養護ʞƯ -£ȧƎ者dc3

� ȥřŦのƻâɗ護|ƁāS`Eる者

� ȥřŦの介護ɗĬのȹɗĬ者

� ȥřŦによるƛÛ者ǐņũÆɞにï_MŶʍũÆāɅ等2介護āɅ&Ėʜ等āɅ&ŶʍũÆ¼ʔ等3Ɓā者

2ɛƆȺʁのƑƸにìUるǎǮǏĺ*ɣɊɌŭǎǮũÆÐ3 

2ƨʍȺʁにìUるǎǮǏĺ*ȣ)ɣɌŭǎǮũÆÐ3 
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2	3養護者へのũÆ 

養護者ũÆのȽʂƷに^E`h&6高齢者虐待のɢū&高齢者の養護者に対UるũÆ等にìUるɞʋ2高齢者虐待ɢūɞ37

>AƠにɬɐÉRz`EoU'ɞʋɪのbHx&6高齢者b養護者|ũÆUる7bEFŮȍにʍ\&ũÆSoU' 

養護者のƻâÐǥのÕƔtɉǪġĮ|UUrるQbによx&虐待のɢūにĞJxoU' 

ũÆの¡�®� 

養護者のɉǪのġĮ ʡ 介護�-��等|ʈʁUるQbによ]`ǾǁȉdɉǪのġĮ'

ʢ 養護者ŶƬJǰŷ)÷ƍ|高rるQbによx&介護のĹʌÉ|Ʊx&ɉǪ|ġĮ'

ʣ 介護��¬�dc&țTȮp|ɜGZƯțţaʟUQbによx&��¬�|ġĮ'

2介護ċŸへのŞÌt&ȩǰƖ介護者のÔのƟɛȆĆdc3

ʤ養護者bのƣʅìė|ÝʍS&ɉǪt��¬�のfLwE' 

養護者のƻâÐǥÕƔ ʡ 養護者ŶƬのɂõtƛÛへの対応'2ìėóìへのĈʖʂƽ&^dLdc3

ʢ ĜŒȉdÐǥJDzi&ÕƔ|Ʊる'2ƻâɗ護tƐſȖのƨƽdc3

ÎǕtǱ½のŻÔůį 

bのìėへのȰʑ 

ʡ ǽEÎǕìėaÐǥJƻTZQbにʐ·S&高齢者bのɏʊによる養護者のÅčにȰʑUる' 

ʢ ÎǕ&Ǳ½ƈɧ&đʗ者&
�� dc|írZ�®��-¢«důįのâʁ'

2A3ũÆ者へのũÆ 

 虐待�-�への対応h&ũÆ者へのƬǜȉ)ƼƩȉdɉǪsǣKM&ũÆ者ŶƬJ0�-®~���ȭGưK�1ơǟにd

]`SoFQbsƥȰRzoU'Ƞに&¿ƯaɜGň}aSo]`EるƝņt&ąʊë|FoMɗ`V&åƟȉにd]`E

るよFdƝņh&Ƕ·JȽʂaU' 

虐待�-�へのǣǀdũÆ者|ž]`EMQbs&ƋʂdŮȍaU' 

ũÆの¡�®� 

�-£�~ 虐待�-�h&¿ƯaɜGňodEQbJƋʂaU' 

�-£aのɵà|ɏǪS`EMQba&ũÆ者¿ƯjbxにIIるɉǪ|ġĮSoU'oZ&

ʀ+dƢƀ)ìė者JǛÞȉ)úêȉに�-�|ǓGるQba&ʚƾにũÆ|łGoU' 

�-�-��¨® 虐待�-�bのì{xのǵaøɲtŋȤ|ɜGZƝņdcに&ũÆ者JŶɏŶƬ|ƦxɕるQ

bhɹĹaU'ũÆ�-£ÔùtǱ½�~Ôùdc&ǛƴのǅɳƢJƇoるóÔ|âʁS&事ʙ

ĨȘのǵaũÆ者|ũÆaKるよFにĽɆSoSuF' 

oZ&ũÆ者JũÆ|ƁOるZrにh&Ǳ½ɚáũÆ�®�-のƢÀに&事ʙに^E`ĳɓに

ǎǮUるbE]ZɝɞJŁGwzoU' 

¤®�«�~ 

2�«��~íq3 

�-®~��のǸĸbS`&ü}as×ǊSdEƥƬのƔɯå&ŶɏのËǯtȯʖへのøȫ&

ɔÉへのȅľ&ÑɃdȵ応&ƃµへのȕxtŌp&対ƯìėのĔȀ等JĄPwzoU' 

ȦŉIw&ɻɢbS`õɏȌæS&Ȯpt��¬�|ʏrdEよFƥJOoSよF' 

ʥ ŦによるƸȪĵīƤȳ等ØŤƨʍ

ȩǰƖ&ǰȉƛÛ&ƼƩƛÛ等JDx&ȳǬʖのȂÈSZƯJ虐待|ƁO`EるƝņに&ĵī等ØŤƤȳのƨʍJaKるƯJEdE

等のƝņ&Ŧǽによるƨʍ|łFQbJaKoU'2��
�/
� Şƕ3 

2ǎǮǏĺ*ȣ)ɣɌŭǎǮũÆÐ3 
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@(A 対応ǭÙのɁË 

 ũÆɝƮに従EŽxǍqQbJaKZI&ÐǥのÕƔJaKZI&ÜóìIwのơČのǻŽ&高齢者t養護者に対Uるȃ

òȉdɟɲ等|ȁT`&虐待|ƁOZ高齢者t養護者等のơČ|ƳųÝȩS&Ƚʂに応TũÆɝƮのƄƺ|ƱxoU' 

 ÆƑğÒJɻȃȁxźłaKZI&ɰȾJǩƸRzZI等に^E`ɁË|łE&ũÆ�-£ÔùにHE`&ĕxɕS&ğ

ÒのīǾSdc|łEoU'ũÆのǼƹに^E`&対応のƅĤ|īƵG`łEoU' 

�ŞŁ�設ȃSZɰȾt対応ɝɞのɔĿのȽʂƷ|ĨȘUるZrのÝȩ事Ńʙ 

2ƌȋ*ŻǫɞƯ ȦɤŻÔɌŭţÔ 8ŦǺǙ)Ǳ½ɚáũÆ�®�-)ȒȞɇĪのZrの養護者による高齢者虐待対応のſÂK93 

Ƚʂに応T`&対応ǭÙのɁË|ɰȉbSZũÆ�-£Ôù|ØŏS&ÆƑğÒ|ïに&

Ǳ½ɚáũÆ�®�-J6¥��ª®�)ɁËȿ7のʇ|ȧʖ)ŚƸSoU' 

ŚƸĵ&ɚáũÆǪȖb&Ƚʂに応T`&ìėóìにȆƌSoU'対応ƅĤ|ĨȘUる

ZrのɁËŨȾbS`sâʁSoU' 

,高齢者 

)虐待のȲƻʂÁ&虐待ÕƔにĻOZÐǥJÕƔSZI'Ê|ōăbS`XFıGるI'

)対応|ł]ZĤÏ&虐待ÕƔにĻOZƧZdÐǥJƻT`EdEI'

)虐待|ŐȲRWるʂÁtÍȯƷJŠRz`EdEI'

)高齢者の·Ļ|ÝȩS`EるI'

)高齢者J±ƥS`ƻâ|ǑるZrのçĉtǜƶJŀǳaK`EるI'

)高齢者JũÆ|ƁOȧz&ĝǖSZì{x|Ų`るơČにDるI'

,養護者 

)虐待のȲƻʂÁ&虐待ÕƔにĻOZÐǥJÕƔSZI'Ê|ōăbS`XFıGるI'

)対応|ł]ZĤÏ&養護者にƧZdÐǥJƻT`EdEI'

)虐待|ŐȲRWるʂÁtÍȯƷJŠRz`EdEI'

)虐待|ÕƔS`EMZrに&養護者ũÆのȽʂƷJƻT`EdEI'

)養護者の·Ļ|ÝȩS`EるI'

)養護者のơČtƻâに×ǊJīwz`EるIcFI'

)養護者JũÆ|ƁOȧz&ĝǖSZì{x|Ų`るơČにDるI'

,XのǚのÎǕ 

)ǚのÎǕのì{xによ]`&虐待のÕƔJƱwzるơČにDるI'

)ǚのÎǕのì{xによ]`&高齢者J±ƥS`ƻâ|ǑるZrのçĉtǜƶJŀǳaK`EるI'

)対応|ł]ZĤÏ&ÎǕǋǜのơČtƻâに×ǊJīwz`EるI'

,ìė者2đʗ)Ǳ½ƈɧbのìė|íq3 

)ìė者のì{xによ]`&虐待のÕƔJƱzるơČにDるI'

)ìė者のì{xによ]`&高齢者J±ƥS`ƻâ|ǑるZrのçĉtǜƶJŀǳaK`EるI'

)対応|ł]ZĤÏ&ÎǕǋǜのơČtƻâに×ǊJīwz`EるI'

����C�

ÆƑğÒƏħ 

"��#$�%)ɁËȿ
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A ƅĤǭÙ 

A(> ƅĤのŁGɝ 

 虐待対応h&ƅĤoaȽV対応SoU'虐待対応のƅĤh&6虐待JÕƔSŐȲUるÍȯƷJďr`ȂEQb&oZ&±ƥ

S`ƻâ|ǑるZrにȽʂdçĉJƹ]ZQb7による6虐待対応のƅĤ7aDx&6ũÆのƅĤ7ahDxoW}' 

ƅĤĵh&ȊǀにÂĝL|łEŐȲɢūにȓr&ŐȲųh&���� の�­-�¦-�にɱx&対応SoU' 

A(? ƅĤの�­-�¦-�

ƅĤ対応ųのǹȿ 

ÆƑğÒ|ïに&Ǳ½ɚáũÆ�®�-J6¥��ª®�)ɁËȿ7のʇ|ȧʖ)ŚƸS

oU'ŚƸĵ&ȥřŦɚáũÆǪȖb&Ƚʂに応T`&ìėóìにȆƌSoU'対応ƅĤ|

ĨȘUるZrのɁËŨȾbS`âʁSoU' 

Ɯö&�­-�¦-�6ʢ7oZh6ʤ7のƝņ2高齢者ɥh養護者のŬɠ|ƒM3に&

対応のƨSǑxJƻTるŖのǹȿbS`&Ǳ½ɚáũÆ�®�-JŚƸSoU' 

介護�:��

ʈʁDx

介護�:��

ʈʁdS

ɏ ʊ 

ȥřŦɚáũÆǪȖ&Ǳ½ɚáũÆ�®�-によるƅĤのɁËÔù 

2Ƚʂに応T`&ìėóìへのƌƿ|´ʅSoU'3 

虐待JÕƔ

ʢ ɚáȉ)ĝǖȉ

�~¢��¤®�へºł 

2虐待対応ƅĤ3 

ʣ Ǳ½ɚáũÆ�®�-J

¥��ª®�|ĝǖ

2虐待対応ƅĤ3 

虐待JÕƔ虐待JÕƔ 

S`EdE

虐待JÕƔ 

S`EdE

ʡ 虐待�-�bS`ĝǖȉにũÆ

ǡÃ�ǡƎの 

ÍȯƷJ高E

ǡÃ�ǡƎの 

 ÍȯƷJȂE 

�� 

ȌĂSZƝņ 

ʤ 虐待�-�bS`

Ǳ½ɚáũÆ

�®�-の対応ƅʒ 

2虐待対応ƅĤ3 

ǡÃ)ǡƎJģȃ' 

sSMhīňpJ 

高Md]ZƝņ 

高齢者oZh 

養護者のŬɠ

����C�

ÆƑğÒƏħ 

"��#$�%)ɁËȿ

���� ��

ƨSǑxȿ 

虐待JÕƔS&ŐȲのÍȯƷJȂM&çĉJƹȼRzZQb|ÝȩS& 

Ǳ½ɚáũÆ�®�-J6ÆƑğÒƏħ¥��ª®�)ɁËȿ7の¥��ª®�)ɁËȿʇ|ȧʖ)ŚƸ 
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A(@ ƅĤのēɏ2ƙœ3

ʡ虐待�-�bS`ĝǖȉにũÆ 2虐待JȲƻS`Eる&øEJDる3 

ʢɚáȉ)ĝǖȉ�~¢��¤®�へºł 2虐待JÕƔS&介護�-��|ʈʁS`Eる3 

ʣǱ½ɚáũÆ�®�-J¥��ª®�|ĝǖ 2虐待hÕƔS`EるJ&介護�-��|ʈʁS`EdE3 

ʤ虐待�-�bS`Ǳ½ɚáũÆ�®�-の対応ƅʒ 

2ɏʊĵ&ǡÃ)ǡƎのīňpJȂE／高齢者t養護者のȌĂ.高齢者t養護者のŬɠ3 

4Ƕ5養護者tÎǕへのũÆ 

 虐待JÕƔS`s&養護者tÎǕにũÆJȽʂdƝņJDxoU'Ȋǀdóì2����/�� Şƕ3へĞE[Qb|ÝȩS&

ƅĤのȳǬ|łEoU' 

高齢者oZh養護者J&ǽòȧÃ&施設へǽòȧƎUるQbaƻâJ±ȃS&虐待ŐȲのĊzJďr`ȂMd]ZƝņ&

虐待対応hƅĤbdxoU' 

Ǳ½ɚáũÆ�®�-h&ȧÃ)ȧƎǄJģȃSZƝņ&ȧÃ)ȧƎǄのǪȖ者に6ƨSǑxȿ7|ʁE`ƨSǑxS

oU'ȧÃ)ȧƎǄh&6Ǳ½ɚáũÆ�®�-等JǰwdEëにôǦS`So]Z7dcJɩEよFǶ·SoU'ǡÃ)

ǡƎJģȃSZƝņ&Ǳ½ɚáũÆ�®�-h&Ƚʂに応T`ũÆ�-£Ôù|ØŏS&ŊĵのũÆɝƮに^E`ĨȘS

ũÆǜƶ|ƹGoU' 

 高齢者oZh養護者JɓのƈƎにȌĂSɏʊơǟbd]ZƝņ&虐待JÕƔS&ŐȲのÍȯƷJȂM&ũÆǜƶJƹȼ

RzZQb|ÝȩaKZųȍa&Ǳ½ɚáũÆ�®�-の対応JƅĤbdxoU'2¿Ɋ&ȌĂǉのǱ½ɚáũÆ�®�

-aのɏʊĵのǼƹのȽʂƷJƻTるƝņsDxoU'3Ƚʂに応T`&ȌĂǄのǱ½ɚáũÆ�®�-にÂKĝLoU' 

高齢者&°Eh養護者JɠMd]ZƝņにh&Ǳ½ɚáũÆ�®�-の対応sƅʒbdxoU' 

虐待JȲƻS`EZx&øEJDるdcによx&6ÂKǖKũÆJȽʂ7bȳǬRzるƝņにh&ƅĤbhdwV&虐

待対応|ĝǖSoU' 

介護�-��|ʈʁUるQba&ƻâÐǥのÕģ|Ʊx&6�~¢��¦-|ǵƥbSZũÆJĝǖaKるơǟaDる7 

b&ɁËÔùaȳǬUるQbJaKzi&虐待対応hƅĤbdxoU' 

�~¢��¦-t介護�-��ȆĆ者h&±ȃSZƻâJĝǖaK`EるIīžxoU'ũÆJȑǀzdEよFǱ½ 

ɚáũÆ�®�-ýkìėóìbʝĚS&虐待のøEJƻTZƝņ&Ǿ\にǱ½ɚáũÆ�®�-にʝʆSoU' 

高齢者のȧÃtÎǕのƻâơČのɔÉdcによx&介護�-��Jǵūにd]ZxȑǀzZƝņh&虐待JŐȲUる 

îĬƷJ高MdxoU'�~¢��¦-h&高齢者t養護者JȧÃ)ȧƎSZbKh&ũÆ者JǰwdEëにôǦS&

虐待JŐȲUるbE]ZQb|ɢNnM&ȧÃ)ȧƎǄのóìbƉɏにʝĚSoU' 

介護�-��のʈʁJdMbs&6介護�-��²ÚのŻÔůį|âʁUるdcS`&đʗ者dcJǱ½ɚáũÆ�®

�-bĈʖS`īžxJĝǖaKるơǟaDる7bɁËÔùaȳǬaKzi&虐待対応hƅĤbdxoU' 

Ǳ½ɚáũÆ�®�-h&虐待ŐȲJdM±ȃSZƻâ|Ǒ]`EるIcFI&ȃòȉに¥��ª®�|łEoU' 

54



A(A ƅĤのȳǬにHOる����Ńɰ2ʙ3

ƅĤのȳǬųにh&虐待JÕƔS`EるQb&ŐȲのÍȯƷJďr`ȂEQb&±ƥS`ƻâaKるçĉJƹȼRzZQ

bにÌG&XのǚǣKdƻâƜのÐǥJɩEQb|ǐņȉにÝȩSoU' 

 ²Èh&ƅĤȳǬųの����Ńɰの¿ʙaU'ƅĤȳǬųにh²È|ŞƕS&����ƌʄZŃɰJƓdOzi&虐待 

対応のĝǖ|ĨȘSoU' 

ć

ȁ

事

Ń 

ĜŒȉ±ȃ < ĝǖS`ȽʂdȺʁ|ũɍFZrのȪĒtƂȧJDる'

< 高齢者&ÎǕ&施設&ƸȪĵīƯ)ɗŎƯ)ɘƑƯ等JȊǀにĒǈéʉ|łGる'

¼ʔƁƫ < ȃòȉにȽʂd¼ʔƁƫJƌʄ`Eる'sSMh&ȃòȉdƁƫのȽʂJdEJ&¼ʔ|ƁOるZ

rのĜŒȉïȸJDx&ƶȔJʈʁaKる'

ʢ 

虐待ÕƔ < 虐待ÕƔĵ&ȴȪ²Ɯ&虐待のøEsȲƻS`EdE'

介護���%�) 

īžxǜƶ 

< 介護�-��によ]`ƻâơČのīžxJƌʄ`Eる'

2<ɟɲě <ȁƎěɥh�¨-���� <�~¢��¦-のp3

< 虐待ÕƔĵ&±ȃS`�-��|ʈʁS`Eる'

< 虐待ɢūのŮȍIwƻâ|īžるƪǕ&đʗ者&XのǚのǜƶJDる'

ĝǖȉd 

�� ��%!$�

< �~¢��¦-b介護�-��事ĎƎJ&虐待ɢūにìS`ćȁȩŷ|Ų]`Eる'

< �~¢��¦-JȴȪ²ȢにķǢS`EdE'

2tq|ȟVķǢJD]ZųhÝźにÂKĝLJł{z`EziよE'3

< �~¢��¦-b高齢者sSMh養護者のìėJʕļaDる'

< Ǳ½ɚáũÆ�®�-b�~¢��¦-J&ǾđaȴȪに � Ö²Ɯ&țłɟɲtʟSņEのóÔ|

Ų^dcS`&ʝĚJƌʄ`Eる'

ʣ 

虐待ÕƔ < 虐待ÕƔĵ&ȴȪ²Ɯ&虐待のøEsȲƻS`EdE'

īžxǜƶ < Ǳ½ɚáũÆ�®�-J&Ƚʂに応T`ǾǁɟɲUるdcS`¥��ª®�|ł]`Eる'

< Ǳ½ɚáũÆ�®�-b高齢者sSMh養護者のìėJʕļaDる'

< 虐待ɢūのŮȍIwƻâ|īžるƪǕ&đʗ者&XのǚのǜƶJDる'

ʤ 

ȧÃ)ȧƎ 

ȌĂ 

2EVzI3

< ȧƎ

2<Ƞɓ養護ʞƯ -£ <ʞƯɗĦ施設 <ɹʓʞƯ -£ <養護ʞƯ -£ <Xのǚ3

< ȧÃ2<¿ȶɂÃ <ʔ養ĘɂÃ <ƼƩɂÃ <Xのǚ3

< ȌĂ2<¿ȶƈǦ <�-��Ʌ高齢者ĻOƈǦ <高齢者ǅʁǿǠƈǦ <Xのǚ3

ǡÃ)ǡƎ 

īňp 

< ǡÃ)ǡƎのīňpɩS'°Eh&D]`sîĬƷJȂEbŧ{zる'

A(B ƅĤųのƨSǑx

 ɚáȉ)ĝǖȉ�~¢��¤®�へºłųのǪȖ�~¢��¦-へのƨSǑx&ȧÃ)ȧƎųのɂÃ)施設へのƨSǑx&

ȌĂųにȽʂに応TZȌĂǄǱ½ɚáũÆ�®�-等へのƨSǑxのŖh&ȥřŦのǱ½ɚáũÆ�®�-J&ɚáũÆǪ

ȖのÝȩ|ĜZ6ƨSǑxȿ7|ƨSǑxǄのǪȖ者へȐS&ʐ·事Ń|ǃɬSoU' 

 ƨSǑxǄɂÃ)施設dch&Ƞに&ǡÃ)ǡƎ)ȧÃ)高齢者t養護者のŬɠųにh&ơČのɔÉJƻTtUEQbに

ʐ·S&õßIxdQbJDzi&Ǳ½ɚáũÆ�®�-へɛŇSoU' 

���	 ƅĤ�­-�¦-�のȷŅ2ʢ/ʤ3
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Ⅲ 養介護施設従事者等による高齢者虐待への対応 
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ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫ ǩ¾�� �� � 

. ȏõ�Ôʙ 

ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫZS9U]�ńʣŹ÷ǫɫŨ法ǳ/ƥ�ǳ��!��ƥZïȏGmU9cK� 

ȏõhǩƟɃ¥ZS9U]�ɭ���r�\��	!�pśƚIUAPG9� 

(ɣǡ) 

�
 Őɳɱ\ŹVʍÊĶŦǇZȱƒI�N\ǧʍÊĶŦǇpʔʊI�ɰ]ʍÊĶŮĉZ係l{ �}\ȑāpƁClƠÓ

Ź�ƠÓŹêɭ法"Ƙʪ	
 ȴ法ʗǳ
	 Ņ#ǳ/ƥǳ.ŅZïȏKlƠÓŹp9:��ZS9U]�$ńʣŹ%WdYIU�

ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫZ関Klïȏ>ȕʊGmcK"ǳ/ƥǳ3Ń#� 

ơð\dYIńʣŹV8RUg�÷ǫpŀROŹ>ʍÊĶŦǇƊŮŹȡV]YA�ȠÕdYIńʣŹ\ʍĶŹV8lƣņ

]�ƠÓŹ÷ǫɫŨ法\ïȏZik�ʍĶŹZilƠÓŹ÷ǫWIUǩ¾KlEWZYkcK� 

ȌɥǊ]�$ɤÛť½ǹȠ%VK� 

"��
�!�� śƚ# Ȍɥȡ 

�Ȍɥȡ\Ɓɑ

�ðʩ\ŖƼ

�ŮŸØȳ\ŮǏƏɉ

ŮŸØȳ 

�ɊʌZ¾JOĤįŀŞ

�ÏǐŽǖěÉƔ\ȑƍʌǃ

�����x�ɎÃ 

ǩ¾\ƅğ 

ɜıĦa\ɥŇ 

�÷ǫ\ŮŸ>ȳfjmOƣņ� 

ģȢ 

���� śƚ

����!�� śƚ

���� śƚ

����!�� śƚ

���� śƚ

���� śƚ

���� śƚ
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/ ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫ\Ȍɥ 

/�. ńʣŹ÷ǫɫŨ法Z<ClȌɥ\õɶ�ȌɥŹ\ɢĶ

".#Ȍɥ\õɶ 

ńʣŹ÷ǫɫŨ法V]�ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫpƁCOWţomlńʣŹpȽħIOŹZǩI�Ǣh=Z

ŢȇǦaȌɥKli:Ȍɥõɶȡ>ȏfjmU9cK"ǳ��ƥ#� 

ʍÊĶŦǇ�ʍÊĶŮĉƒ"¢¿�$ʍÊĶŦǇȡ%W9:�#]�Ʃ²ZǩI÷ǫɫŨĆ°pŸŦKlPCV]YA�

÷ǫȽħű\Ȍɥõɶ>8lEWpƃȀIYCm^YkcMq� 

"/#ȌɥȡZilɐʔ¼Ž�9\ċŨ 

 ńʣŹ÷ǫɫŨ法V]�¢¿\i:Z�ȌɥŹa\ɐʔ¼Ž�9ċŨ>ȏfjmU9cK�ʍÊĶŦǇȡZ<ClńʣŹ

÷ǫp�ŦǇȡ\ȄVɦ;lEWYA�ǙìȽħ�ǩ¾pƷlOfZǇCjmOg\VK� 

OPI�Emj>ȕʊGml$Ȍɥ%ZS9U]�ÿñɰ]ÈŵZilg\pƖAEWWGmU9cK� 

"0#ĸ¼ȌɥŹZǩKlɢĶ 

ĸ¼ȌɥŹɢĶ法Vg�ʦȤŹ>�ŮĉƒȮɔV法令­Ɂŀ¨>ǀJ�ɰ]ǀJi:WIU9lŧpʰŮĉƒȮɔ�ʱŀ

ƽí関�ʲŮĉŹÒɔZǩIUƒȏ\ʌġpɱOIU"ʢ;^ŀƽí関a\Ȍɥpŀ<:WKlƣņZ]�ʰɐƿ\ɾȔV

ŀomOȌɥVY9EW�ɦ ȌɥȮʈ>ƱŸV8lWƫJlǚȠ\ʕʅ>8lEW�\/S\ʌġpɱOKEW>ɊʌVK�#

ĸ¼ȌɥpŀROƣņ�ȌɥŹZǩKlɢĶ>ȏfjmU9cK� 

Y<�ȌɥpƁCɑCOɤÛť½ǹȠV]�ȌɥŹZɐʔ¼>ǀJY9i:ȺʜIOǩ¾pŀ9cK� 

ȌɥŹ>ɺj=ZYlEWV�¸Ĉ>ǀJlƣņYX�ȩɸV\ȌɥgÄȶVK� 

ʰ ʍÊĶŦǇȡZ<9UĉɶZƊŮKlʍÊĶŦǇƊŮŹȡ , Ȍɥõɶ

ʱ ʰ¢Ò\ȽħŹ"÷ǫpƁCU9lńʣŹ\ǀɹɰ]ƳǨZƋǲYéĩ>ǀJU9lƣņ# , Ȍɥõɶ

ʲ ʰʱ¢Ò\ȽħŹ , ȌɥȜʠõɶ

ʰ Ė法\ɇɴʧŲŔN\ǧ\žɇõɶZ関Kl法ʗ\ïȏ]�ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫ\ȌɥpɪDlg

\WÌŻIU]YjY9EW"ʍĶŹZilńʣŹ÷ǫZS9UgȦʉ�#"ǳ��ƥǳ3Ń#� 

ʱ ȌɥȡpŀROƊĉŹȡ>�ȌɥȡpʕʅZ�ÌĴN\ǧɐʔ¼YŽ�9pƁCY9EW"ǳ��ƥǳ4Ń#�

ĸ¼ȌɥŹZǩKlɢĶ 

ʰÌĴ\ɷĹ 

ʱN\ǧɐʔ¼YŽ�9"ł×�Ĭû�ēŇ�ųǵǫíɹ令�ûʇơ\ŋɡ�ǰƩ\ąʌ�ǋjřɶZƊŮGMlE

W�ǰƩĎ\Ĭû�ɬƂȡ#\ċŨ 
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0�/ ŮǏƏɉ

".#ƤɥƂƆ 

ȌɥpƁCOɤÛť½ǹȠ]�ŮŸØȳpŀ:Of\ƤɥpŮǏZƂƆIcK� 

±ʢWIU�÷ǫpƁCO<Nm\8lńʣŹ>�ʌť½cO]ÊĶ\ȳȏpƁCU9lƣņ]�ÊĶɢĩȳȏȈŌɌ�

ûɑäʕƤɥYX=j\ƤɥƂƆ>Ŀ;jmcK� 

Ȍɥȡ>ëMjmOʍÊĶŦǇȡZS9U]�Èü\ŤȧãŌ\ğÆ�ďƤ�ǚǾʤ�ŮĳɥŇƔhNmZǩKlŤȧȮ

ʈ=j\ƤɥƂƆ>Ŀ;jmcK� 

"/#ǩ¾ɧƵ\ģȢ 

ɤÛť½ǹȠ�ÊĶɢĩŮĉǹȠ�法ƶŤȧÇ�N\ǧɊʌZ¾JO関係Ç>�ǩ¾ɧƵZS9UģȢIcK� 

0�0 ŮŸØȳ

ńʣŹ÷ǫɫŨ法ǳ �	 ƥV]�ŢȇǦ�țȨɒĦZ<ClȌɥȡa\ǩ¾ZS9UïȏGmU9cK� 

 ɤÛť½ǹȠ�ÊĶɢĩŮĉǹȠ�法ƶŤȧÇ�N\ǧ\ɊʌZ¾JO関係Ç>�ńʣŹ÷ǫɫŨ法\żŧpȣc;U�

ȠÕʍÊĶŦǇȡ\ăʠ\¿Zŀ:ȈŌZilŮŸØȳpŀ9cK� 

0�1 ģȢ

 ɤÛť½ǹȠ�ÊĶɢĩŮĉǹȠ�法ƶŤȧÇ�N\ǧɊʌZ¾JO関係Ç>�ŮŸØȳğÆpêZ�ðʩpŖƼIcK�

N\ĵ�÷ǫ\ʄɷ�čùƻpɀǼI�ŉĵ\ǩ¾ɧƵZS9UģȢIcK� 

 Y<�ƑÍ\ɩɿȈŌV]ƉɘYØȳ>ƍʏY=ROƣņh�ȈŌ\ȄVƯOZØȳKb?ŮŃ>ȽǀIOƣņYX]�

űæpđCLZŎȝ�ȈŌpŸŦIcK�8l9]�関係Źh関係í関=jƤɥƂƆKlYX�ɣƈȈŌpŸŦKlEWg

ǘȏGmcK� 

 ŮŸØȳ\ğÆ�÷ǫ\ŮŸ>ȳfjm�ńʣŹ\ǀɹcO]ƳǨZéĩ>ǀJU9l<Nm>8lƣņh�ȠÕʍÊĶ

ŦǇȡV]ńʣŹ\ ƭ� ǒYǀÜ>ØɢV?Y9ƣņ�hepȪY9ŮʅZilǓȂYXZilńʣŹ\ɢĶh®ʞí

関a\ȱµȡ\čùǩ¾pģȢIcK� 

0�2 ɊʌZ¾JOĤįŀŞ

 ʨƶɗŪ法cO]ÊĶɢĩ法Z]�ŢȇǦ�țȨɒĦZil$ɚƔ\ȑƍȡ%$ɥŇȆƂ�ʘȱģŌȡ%$ÝŇ�ĸɍ�Ï

ǐɹ令%$ŤȏŽƙ�Ťȏ\ĹʠȎŨ%YX>ïȏGmU9cK�Ů¡\ƦćZiRU]�ȯŕŢ>Emj\ĤįŀŞpŀ9

cK�Y<�ɳȭ\ʄʝʨƶ� �ȡZǩIU]�ÁZȭƍ>ɷAWg法\ïȏKlĤįŀŞ>ÄȶVK� 
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0�3 ÏǐŽǖěÉ\ȑƍʌǃ

÷ǫ\ŮŸh�ÏǐpʌKlŮŃ>ȳfjmOƣņ�ȯŕŢ>ʍÊĶŦǇȡZǩI�ŤȧȮʈpðIOȌȀpǜɑIcK� 

ȌȀpƁCOʍÊĶŦǇȡ]�ȏfjmOìįȮZ�ȯŕŢaŤȧȮʈZǩKlÏǐŽǖěÉƔpȑƍIcK� 

ȑƍGmOěÉƔ]�ŤȧȮʈZǩIĐǨȔYŀȥěÉZêT9OŽǖȮʈ>ðőGmU9l=�äʕƩȄƭ\ŀȥěÉ

^=kV]YA�ǖƨǒǨWIU÷ǫ\ȽǀɫŨZ=YROȮʈ>ðőGmU9l=YXpØȳIcK�ŸĹƻ>ȿoY9

ĐǨƻZĝClěÉ\ƣņ]�Ƅƿ\Ťȧpŀ9cK� 

ÏǐŽǖěÉ\�t�wŮŃ\ʢ 

0�4 �����x�ɎÃ

ÏǐŽǖěÉƔƁʕĵ�ǶƼɾɋìȰ>ęÈIOǽÑV�ɤÛť½ǹȠ�ÊĶɢĩŮĉǹȠ�法ƶŤȧÇ�N\ǧ\Ɋʌ

Z¾JO関係Ç]�ɊʌZ¾JUȠÕʍÊĶŦǇȡpɩɿI�ŸŦIU9lńʣŹ÷ǫ\ŎȽɫŨZļCOÏǐŽǖ\ɎÃ

pŀ9cK�ÏǐŽǖ>ǮRU9Ok�Ïǐ§Ŵ>ħjmY9ƣņ�ÏǐÝŇhÏǐɹ令YX\ĤįpŀŞI�ʍÊĶŦǇ

ȡ\ÏǐŽǖpǝIcK� 

�����xű\ØȳŮŃ\ʢ

*ŤȧŮŃ>Ɂ¹GmU9l=

*ÏǐŽǖ\ĐǨȔɧ法>ŲGmU9l=

*ÏǐŽǖpǹɢKlOf\ŝǖd\ŸĹƻ]8l=

*ÏǐŽǖ\Of\ɊʌYƩ²>ÚkƮjmU9l=

*ę·Ź�äʕŹǗ\ǅȲZ<9UŖƼGmU9l=

*ŖƼZę·Ź�äʕŹǗhƩ²ǒǨ>関oRU9l=

*ɾɋhǶƼűì>ɺØ="Ǻì�ȄȉìȔZǶƼKb?EWYX# ȡ 

*÷ǫhɐȕǆYyrYX>ÌƙGmU9l=�ƯOZǀJU9Y9=

*Ïǐɾɋ>ěÉX<kǶƼGmU9l=

*Ïǐ>ƴqV9Y9Ńɾ\�ƯOYŽǖd\Ɋʌƻ]Y9=

*÷ǫZ関ʥIUÏǐpʌKlŮŃ]ɷ9=

*÷ǫ>ǀJli:Yɐ ʌǕ]Y9=

*÷ǫ>ǀJOƣņ\ǩ¾Ř>ŁJjmU9l=

*÷ǫʆɫ\Of\Žǖ>ĚǤGmU9l=
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0�5 ǩ¾\ƅğ

÷ǫ\Ìƙh�ʍÊĶŦǇȡZ<9U�÷ǫɫŨ\Žǖ>ĚǤȔZŸŦV?lǨƺ>ƾRU9lEW>Øȳƍʏm^�÷

ǫǩ¾]ƅğWYkcK�ƅğIU9Y9EW]�ʍÊĶŦǇȡZilńʣŹa\ĤʔƬÓ>ĚǤIU9lEWp§ɲIc

K�N\Of�ŏƅȔZƅğ\ɀǼpŀ:EW>ƍʏlcV�ȯŕŢ\ǩ¾pĚǤIcK� 

÷ǫǩ¾ƅğĵgʍÊĶŦǇȡp�u� IU9?cK� 

ƅğű\ØȳŮŃ\ʢ

0�6 ɜıĦa\ɥŇ

ńʣŹ÷ǫɫŨ法V]�ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫZ関KlȌɥȡpƁCOŢȇǦ]�÷ǫZ関KlŮŃpț

ȨɒĦZɥŇIYCm^YkcMq"ǳ��ƥ#�OPI�ȌɥȡVëMjmlƤɥZ]�ďƤƐʕǛĻVǩ¾Kb?Ȯʈh

ÈŵZilŮĳYX�÷ǫŮʢ¢Ò\ʉ�Yg\gècmcK� 

N\Of�ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫ\ŮŸ>ØȳGmOŮ¡\dpɜıĦZɥŇIcK� 

ɜıĦ]�ɯȴȝ�Ħ¿\ńʣŹ÷ǫ\ƦćȡpĸɍIcK� 

țȨɒĦZɥŇKb?ŮŃ"ĺǀʦȤƜ令Vïȏ# 

*÷ǫhɐȕǆYyr>ÌƙGmU9l

*İ�\Ïǐɾɋ>ěÉX<kǶƼGmO

*÷ǫʆɫ\Of\Žǖ>ĚǤIUŀomU9l

*÷ǫ>ǀJOƣņ\ǩ¾Ř>ŁJjmU9l

*Ïǐ>ƴqV9Y=ROŃɾZS9Ugɾɋ>ǶƼGmO"ƯOYŽkǖdpèe#

ʰ÷ǫ\ŮŸ>ȳfjmOʍÊĶŦǇȡ\Ƥɥ"ɸƝ�ƒœȁ�{ �}ƀɡ# 

ʱ÷ǫpƁCOńʣŹ\Ʀć"ƻɡ�ȴʣ�ʌÊĶȝN\ǧ\ƭƳ\Ʀć# 

ʲØȳV?O÷ǫ\Ʀć"÷ǫ\ƀɡ�Ȯʈ�Ƚǀʌ³# 

ʳ÷ǫpŀROʍÊĶŦǇȡƊŮŹ\ũɸ�ǀȴĠȰø`Ʃƀ 

ʴŢȇǦ>ŀROǩ¾ 

ʵ÷ǫpŀROŦǇ�ŮĉƒZ<9UÏǐǓȂ>ŀomU9lƣņZ]N\Ȯʈ 
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1 ƳǨľǟZǩKlĿ;ɧ 

ɝƼ��ȴ\ÊĶɢĩƺȝ\Ŧŀű=j�ʍÊĶŦǇȡZ<9U�ńʣŹp���hź9KZȼkSClYXƳǨ\ųʅp

Ƿ:ƳǨľǟ]�ʍÊĶŦǇȡ\¶·êƏZ<9U�ȱƒŹ\$ǀɹɰ]ƳǨpɢĶKlOfčùhepȪY9ƣņpƖ?%

ŀRU]YjY9WGmU<k�īǞWIUċŨGmU9cK� 

ƳǨľǟ]�®ʞhÊĶ\ĭƣV]½ƕóƎ\_WSWIU� ǒpØɢKlåș=jhepȪY9g\WIUŀomU

?Oę«>8kcK>�Emj\ŀ¨]�ńʣŹZɐ hȟk�Ēƪ�8?jfW9ROǲ?YǁƲȔYďȋpʇ;lWW

gZ�関ǈ\ľƌhČʠ\ȍ¿YXńʣŹ\ƳǨȔYíȶpgǷRUIc:éĩƻg8kcK�cO�ľǟGmU9lńʣ

ŹpħOÅǣZgŊʓhďȵ�ĵÎpʇ;U9lŸǬ>8kcK� 

ńʣŹ>�ǧŹ=j\ɐȕǆY�9ZikĤʔpƬÓGmlƦǬh�ǀɹ�ĢĽ�ǀÜ>ǥYomli:YƦǬZȂ=m

lEW]ĀGmlg\V]YA�ƳǨľǟ]īǞWIUńʣŹ÷ǫZÕȠKlŀ¨WĿ;jmcK� 

OPI�ńʣŹɭƶhǧ\ʔʊŹ\ǀɹɰ]ƳǨ>éĩZGjGmlƣņYX�&ƳǨľǟ~�a\ſ´?'"ĺǀʦȤ

Ɯ ƳǨľǟ~�ŖǌƸƴËöȽŀ#Z<9U�$čùhepȪY9ƣņ%WGmU9lg\ZS9U]�ʢÒȔZńʣŹ÷

ǫZgÕȠIY9WĿ;jmcK� 

ƳǨľǟZS9U]�¶·êƏZǞRU¶ʊKlEW>êɭWYkcK� 

ƳǨľǟ\ĐǨʢ 

ƍȗ�&ƳǨľǟ~�a\ſ´?'"ɝƼ�� ȴ0Ġ�ĺǀʦȤƜ$ƳǨľǟ~�ŖǌƸƴËö%Ƚŀ# 

$čùhepȪY9ƣņ%ZÕȠKl � ʌġ"KbUɱOIOơVƒȏ\ſǤ?pŀ:EW>Ɋʌ# 

ʛ§ŮŃ 

ʰʮʭIY9i:Z�ź9Kh9K����ZǨßhşūp_gȡVȼl� 

ʱȘʒIY9i:Z����ZǨßhşūp_gȡVȼl� 

ʲųɘVłkjmY9i:Z����pŗ"{s�� �#V¥e� 

ʳșȓ�ęäºʍȡ\�� �pȾ=Y9i:Z�şūp_gȡVȼl� 

ʴșȓ�ęäºʍȡ\�� �pȾ=Y9i:Z�ɰ]Ɇɓp=?eIjY9i:Z�ſŤ\íȶpƺįKl���ė\

ſǯȡpSCl� 

ʵź9Kh9K=jLkʒQOk�ʘQơ>ROkIY9i:Z�7ůėʎƺǪhň����ź9K� ��pSCl� 

ʶʘQơ>lȶʠ\8lƶ\ʘQơ>kpɪDli:Y9KpŞʊKl� 

ʷǸ¬h<eS]LIpƺįKlOfZ�ÊĶ¬"SY@ɖ#pȃMl� 

ʸǧƶa\ɻʬŀ¨pɫBOfZ����YXZǨßhşūp_gȡVȼl� 

ʹŀȥpʒQȃ=MlOfZ�ļǁƲʃpÈƢZɖʊGMl� 

ʺųɘ\§ţVÐClEW\V?Y9ýŶȡZÙʖKl� 

ʰ ǆȻƻ �ʔʊŹɭƶcO]ǧ\ʔʊŹ\ǀɹ�ƳǨ>éĩZGjGmlÄȶƻ>ȅIAń9ƣņ

ʱ ɈǱǭƻ�ƳǨľǟ¢ÒZǱǭKlÊĶɧ法>Y9EW

ʲ ±űƻ �ƳǨľǟ>±űȔYg\V8lEW

ƳǨľǟȡ\ȕƿÀ\Of�êƏƜ令Z<9U�ŮĉŹ]¢¿\ǓȂpŁJYCm^YjY9WGmU9cK�êƏpɱ

OGY9ƣņ]�ƳǨľǟȹŨɳŸŦĬŜWIUĬŜ>ȕʊGmlEW>8kcK� 

ʰ ƳǨľǟȡpŀ:ƣņ�N\Ǭʉø`űæ�N\Œ\ȱƒŹ\ƭƳ\Ʀćɞ`ZčùhepȪY9ʕʅpðʩKlEW

ʱ ƳǨȔľǟȡ\ȕƿÀ\Of\ǩŘpģȢKl¦²Ë"+ȁ¯ɴȃėÊĶʨƶɗŪŦǇȱƒŹǀÜÊĶ�ȳȀƛǩ¾ėĂȦǀÜÊĶ�ȁ

¯ɴȃėȫȏŦǇȱýŹǀÜÊĶZ<9U]�¶·ƸƴËöpÜʊKlEW>V?lEWWGmU9cK�#p0�ĠZ.Í¢ơÐōKlWW

gZ�N\ğÆZS9U�ÊĶƩ²N\ǧƊĉŹZƃȀȖȐpƷlEW

ʲ ƳǨȔľǟȡ\ȕƿÀ\Of\ŤƵpƾɉKlEW

ʳ ÊĶƩ²N\ǧ\ƊĉŹZǩI�ƳǨȔľǟȡ\ȕƿÀ\Of\ĥƄpȏìȔZŸŦKlEW

64



2 ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫ\ɫŨ 

".#äʕƩ�Ʃ²\ĥƄ�ŭŷļơ 

ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫpɫŨKlOfZ]�yr\óƎh÷ǫɫŨZǩKlĥƄZiRUƩ²ųj>§Ŵ

pńf�ŸǎZSYDlEW>ƋʌVK�ʍÊĶŦǇȡZ<9U�ȏìȔZyróƎļơhńʣŹ÷ǫZ関KlĥƄ\ŸŦ

p¤ʐKlWWgZ�ŢȇǦhțȨɒĦVgĥƄȡ\íËpǇC�ʍÊĶŦǇƊŮŹȡ\ŭŷpļơGMlOf\Žǖ>ì

ǫGmcK� 

cO�ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫɫŨZ]�ŸŒZyrZ8OlƩ²\dVYAäʕƩgèfOŮĉƒǒǨV

\Žǖ>ƋʌVK�äʕƩ>ȄƭWYRU{ �}ļơZeCOŽǖ>ìǫGmcK� 

ʍÊĶŦǇƊŮŹȡZilńʣŹ÷ǫ\żYȽǀʌ³]$Ć°�ȀŴ�óƎɐǡYX%�$Ʃ²\}��}hàƤ\z�

�� �\ɿǴ%>ń9ĕļZ8kcK� 

"/#ƤɥĸÐ 

ʍÊĶŦǇȡ]�ʔʊŹ> ƭIUÈFMlâĄpȑāKlg\VK>�Òɔ=jɟHGmOđæVg8k�ȽǀIOƳ

Ǩľǟȡ\÷ǫŮ¡>ȌɥGmZA9Äȶƻ>8kcK�E\Of�ʍÊĶŦǇȡ\ŦǇȉȡpȄƭWIOƊŮŹȦŠ\±

Ǘ\ăʠ�ʥĘZilɕȌI\ʟ9ǖƨ¶·WWgZ�ǳŚŹV8lÒɔ\ɾpǄĊȔZȱmlEW>ʄĹVK� 

ĐǨȔZ]�ȁ¯ƇɵȡW\ǄĊȔYķʚpŀ:ȡ�ÒɔZÐ=mOŦǇWYlEWpǝIOk�ÊĶɢĩ\Ȳ§ŮĉV

8lȁ¯ť½Ůĉ\ÊĶǚǾ²ȸĨŮĉpǄĊȔZÜʊIOkKlEWV�ŀƽ\ŤȧãȬɔʀpɣÞI�ƳǨľǟȡ\÷

ǫŮ¡\ǻƓpS=eEWgʄĹVK�

"0#ďƤƐʕǨƺ 

ńʣŹ÷ǫɫŨ法V]�ʍÊĶŦǇȡZǩIU�{ �}pʔʊIU9lńʣŹhN\Åǣ=j\ďƤpƐʕKlǨƺp

ƾɉKlEW>ïȏGmU9cK"ǳ��ƥ#�ʍÊĶŦǇȡZ<9U]�ďƤǚǾǛĻpÐǇKlYX�ďƤƐʕ\OfZ

ɊʌYǓȂpŁLb?EW>¶·êƏȡZïȏGmU<k�ďƤƐʕǨƺ>ŦǇȉȡ\ǅȲ\¿�¶ʊGmU9l=X:=

ȕǆZȷ�KlŮ>úfjmU9cK� 

cO�{ �}\ŷpļơGMlOf�ʔʊŹȡZĚǤIUǚǾǛĻ\ƃȀpƷk�ďƤƐʕ\Of\ŽǖpĹÆȔYg

\WIU9AEWgǲǆVK�ȯŕŢ]�Emj\Ťȧ�ƕĮZȜflEW>ƋʌVK� 

"1#ǖƨȔ¶·\Ïǐ 

ʍÊĶŦǇȡZ]�ńʣŹ÷ǫ\ɳǑɫŨ\OfZ�ĥƄ�ďƤƐʕø`ȮɔãŌpèfOĉɶäʕǨƺǒɂZS9Uȕ

ǆZ¶ʊGmU9l=ȷ�KlEW>úfjmU9cK�EmjpųżȔZșģI�ɊʌZ¾JUǨƺpħȊI�¶ʊpÏ

ǐKlɊʌ>8kcK� 

¶ʊÏǐZ8ORU]�$������ɥŇƔ%pÜʊI�ǖƨȮ�}wʌ³\Ǎ9ƍIZȜflEWgʄĹVK�Ƚǀ

IOŮĳȡa\ǩ¾\dZʛcjL�ɳǑ\ŦǇƤɥ=j�ǙìZǩ¾Kb?÷ǫȡÇǴǍ9ƍI\ǨƺƾɉZS9UƕĮ

pKlEWgǲǆVK� 

cO�Ůĳh������pİƶ\ǅȲWIY9ǖƨɕȞpŖk�ȳȀƛńʣŹȡa\ǩ¾VďʜIU9lʍÊĶŦǇƊ

ŮŹȡZǩI�yrȶʠhǩ¾}v�>ȍ9W9:ŤȒPCVƅolEWYA�[@j9\Įʋp=ClĆ°�Ťȧɧ法Z

S9UŢȇǦWIUʕÌIU<?�ȕòƕĮKlEWgǲǆVK� 

ʍÊĶŦǇȡZ<ClǖƨǒǨWIU\§ŴƧƼ�Žǖ\Ƹƴ\ʢ 

ʰ ÖŦǇȮVƩ²a\法ƺȝ�ÊĶóƎ�ȳȀƛa\ʕÌpưflOf\ĥƄ

ʱ Ʃ²\}��}ǩŘ"������}ZȺʜIOƩ²ɽǾ�ȟk\àƤ\z��� �ȡpèe}��}��|���

Z関KlĥƄ# 
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Ⅳ 関係法令 
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高齢者Èƭの防ı�高齢者のȵ護者にƫするĮ�ǖに関するȑȻ

高齢者Èƭの防ı�高齢者のȵ護者にƫするĮ�ǖに関するȑȻ �

�ȇ成ŔĽ年Ŕ�月Ý日ȑȻƱǺǣŔĨČ ��

ĕő¥Ƌ�ȇ成ǣɌ年Ɍ月ǣü日ȑȻǫĤČ �

Ʊ�Ū � Ɵơ �Ʊ�Ų � ƱüŲ ��

ƱǣŪ � ȵ護者にfる高齢者Èƭの防ı�ȵ護者にƫするĮ�ǖ�ƱɌŲ � ƱŔÝŲ ��

ƱĤŪ � ȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者Èƭの防ıǖ�ƱǣŔŲ � ƱǣŔüŲ��

ƱĨŪ � ģơ �ƱǣŔɌŲ � ƱǣŔǫŲ��

ƱüŪ � ǭơ �ƱǣŔÝŲ・ƱĤŔŲ��

ȃơ �

Ʊ�Ū � Ɵơ �

�Ȧ的 ��

Ʊ�Ų � CのȑȻは�高齢者にƫするÈƭ=źĎW状況に7h�高齢者のƦõのȌĶにとQて高齢者に

ƫするÈƭm防ıするCと=ÚcてŖȴで7るCとǖにかn=み�高齢者Èƭの防ıǖに関するĐǖ

のƑȞ�高齢者ÈƭmŎAN高齢者にƫするȌ護のNcのƚƼ�ȵ護者のȂƴのéömƄるCとǖの

ȵ護者にƫするȵ護者にfる高齢者Èƭの防ıにĴするĮ� ���%ȵ護者にƫするĮ�&とい9��

のNcのƚƼǖmǉcるCとにfh�高齢者Èƭの防ı�ȵ護者にƫするĮ�ǖに関するįġmƠƀ

し�もQて高齢者のð利利�のȱ護にĴするCとmȦ的とする� �

�ǉÆǖ ��

ƱǣŲ � CのȑȻに;いて%高齢者&とは�ɌŔüė�Ůの者mい9� �

* � CのȑȻに;いて%ȵ護者&とは�高齢者m現にȵ護する者で7Qてȵ介護įƓŕ事者ǖ�Ʊü項Ʊ

�ČのįƓのØȞにŕ事する者É\Ǜ項ƱǣČの事Øに;いてØȞにŕ事する者mい9���ǛG��

�§のものmい9� �

+ � CのȑȻに;いて%高齢者Èƭ&とは�ȵ護者にfる高齢者ÈƭÉ\ȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高

齢者Èƭmい9� �

, � CのȑȻに;いて%ȵ護者にfる高齢者Èƭ&とは�ĸのいずjかにªǕするĈ�mい9�

� � ȵ護者=そのȵ護する高齢者にRいてĈ9ĸにãBるĈ� �

p 高齢者のſƪに§š=生G�ȗは生Gる;そjの7るȓĈm�:るCと�

� 高齢者mƅňEJるf9WǀしいöŵȗはǇ時間のȏƼ�ȵ護者�§のǛÎ人にfるp�yȗはw

にãBるĈ�とǛȲのĈ�のȏƼǖȵ護mǀしくƮるCと�

y 高齢者にƫするǀしいȓøȗはǀしくÏƔ的Wƫ�その他の高齢者にǀしいŸȹ的§šmȯ:るø

ǚmĈ9Cと�

w 高齢者にlいJRWĈ�mするCとȗは高齢者mしてlいJRWĈ�mEJるCと�

ǣ � ȵ護者ȗは高齢者のŽ族=Ǖª高齢者のĞĥmǾǕにřȆするCとその他Ǖª高齢者からǾǕにĞ

ĥŮの利�mǞるCと� �

- � CのȑȻに;いて%ȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者Èƭ&とは�ĸのいずjかにªǕするĈ�m

い9� �

� � ɋ人ȅĳȑ�ŤɎĤŔǫ年ȑȻƱǺĤŔĤČ �ƱüŲのĤにÂǉするɋ人ȅĳįƓŇしくはǛȑƱǣ

ŔÝŲƱ�項にÂǉするȬɀɋ人{ー}ȗは介護Ȍôȑ�ȇ成Ý年ȑȻƱǺǣŔĤČ �ƱǫŲƱǣŔ�

項にÂǉする地域Ȝƾâ介護ɋ人ȅĳįƓ�ǛŲƱǣŔɌ項にÂǉする介護ɋ人ȅĳįƓ�ǛŲƱǣ

ŔĽ項にÂǉする介護ɋ人ȌíįƓŇしくはǛȑƱǺŔüŲのĨŔɌƱ�項にÂǉする地域ȍ°Į�

u�vー���%ȵ介護įƓ&とい9��のØȞにŕ事する者=�Ǖªȵ介護įƓにǥśし�その他Ǖ

ªȵ介護įƓm利用する高齢者にRいてĈ9ĸにãBるĈ�

p 高齢者のſƪに§š=生G�ȗは生Gる;そjの7るȓĈm�:るCと�

� 高齢者mƅňEJるf9WǀしいöŵȗはǇ時間のȏƼその他の高齢者mȵ護す^>ŴȞŮのÆȞ

mǀしくƮるCと�

y 高齢者にƫするǀしいȓøȗはǀしくÏƔ的Wƫ�その他の高齢者にǀしいŸȹ的§šmȯ:るø

ǚmĈ9Cと�

w 高齢者にlいJRWĈ�mするCとȗは高齢者mしてlいJRWĈ�mEJるCと�

{ 高齢者のĞĥmǾǕにřȆするCとその他Ǖª高齢者からǾǕにĞĥŮの利�mǞるCと�

ǣ � ɋ人ȅĳȑƱüŲのǣƱ�項にÂǉするɋ人ÎƲ生活Į�事Øȗは介護ȌôȑƱǫŲƱ�項にÂǉ

するÎƲサービス事Ø�ǛŲƱŔĨ項にÂǉする地域Ȝƾâサービス事Ø�ǛŲƱǣŔĤ項にÂǉす

るÎƲ介護Į�事Ø�ǛȑƱǫŲのǣƱ�項にÂǉする介護予防サービス事Ø�ǛŲƱŔǣ項にÂǉ

する地域Ȝƾâ介護予防サービス事ØŇしくはǛŲƱŔɌ項にÂǉする介護予防Į�事Ø���%ȵ介

護事Ø&とい9��に;いてØȞにŕ事する者=�Ǖªȵ介護事Øに係るサービスのǊÒmŎAる高齢

者にRいてĈ9ƘČpから{までにãBるĈ� �

. � ɌŔüėțșの者で7Qてȵ介護įƓにǥśし�その他ȵ介護įƓm利用し�ȗはȵ介護事Øに係

るサービスのǊÒmŎAるŭ¨者�ŭ¨者基本ȑ�ŤɎĨŔü年ȑȻƱǫŔĨČ �ƱǣŲƱ�ČにÂǉ

68



するŭ¨者mい9��にRいては�高齢者とみWして�ȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者Èƭに関する

Âǉmǌ用する� �

�ȇ�ǫȑǫĤ・ȇǣ�ȑĨǣ・ȇǣĤȑĽǣ・ȇǣĤȑĽÝ・ȇǣɌȑǫĤ・�Ȅ¥Ƌ��

�ĐÉ\地方公ÓƶƪのƑȞǖ��

ƱĤŲ � ĐÉ\地方公Óƶƪは�高齢者Èƭの防ı�高齢者ÈƭmŎAN高齢者のƃƢかRǌƒWȌ護

É\ǌƒWȵ護者にƫするĮ�mĈ9Nc�関係ŨǂƝý間その他関係機関É\ȝ間ƶƪの間の連ä

のÖ��ȝ間ƶƪのĮ�その他必ȴWƪƆのƊǸにǒcWAj[WらWい� �

* � ĐÉ\地方公Óƶƪは�高齢者Èƭの防ıÉ\高齢者ÈƭmŎAN高齢者のȌ護ȉ\にȵ護者にƫ

するĮ�=ƖȨ的ƺļに基S>ǌƒにĈljるf9�CjらのŴȞにälるƖȨ的W人Ĝの­ȌÉ\

ĴŁのĄŮmƄるNc�関係機関のŴ�のñŐǖ必ȴWƚƼmĉずるf9ǒcWAj[WらWい� �

+ � ĐÉ\地方公Óƶƪは�高齢者Èƭの防ıÉ\高齢者ÈƭmŎAN高齢者のȌ護にĴするNc�高

齢者Èƭに係るǈ報ÆȞ�人ðŶǱ事ìに係るËĘƆǓǖにRいて必ȴWą報その他のáǬ活ǚmĈ

9ものとする� �

�ĐȝのƑȞ��

ƱĨŲ � Đȝは�高齢者Èƭの防ı�ȵ護者にƫするĮ�ǖのŖȴƇに関するȹ£mźcるとともに�

Đȗは地方公Óƶƪ=ĉずる高齢者Èƭの防ı�ȵ護者にƫするĮ�ǖのNcのįġにÔɂするf9

ǒcWAj[WらWい� �

�高齢者ÈƭのƜÀǬ見ǖ��

ƱüŲ � ȵ介護įƓ�病��Ȍíśその他高齢者のȅĳにØȞŮ関係の7るƶƪÉ\ȵ介護įƓŕ事者

ǖ�医師�Ȍí師�ȋ護ĩその他高齢者のȅĳにŴȞŮ関係の7る者は�高齢者ÈƭmǬ見しeすい

ȼ場に7るCとmĻ®し�高齢者ÈƭのƜÀǬ見にǒcWAj[WらWい� �

* � Ƙ項にÂǉする者は�ĐÉ\地方公Óƶƪ=ĉずる高齢者Èƭの防ıのNcのáǬ活ǚÉ\高齢者

ÈƭmŎAN高齢者のȌ護のNcのįġにÔɂするf9ǒcWAj[WらWい� �

ƱǣŪ � ȵ護者にfる高齢者Èƭの防ı�ȵ護者にƫするĮ�ǖ �

�Ɲƹ�ĭǜÉ\Şø ��

ƱɌŲ � ĪǄƧは�ȵ護者にfる高齢者Èƭの防ıÉ\ȵ護者にfる高齢者ÈƭmŎAN高齢者のȌ護

のNc�高齢者É\ȵ護者にƫして�Ɲƹ�ĭǜÉ\ŞømĈ9ものとする�

�ȵ護者にfる高齢者Èƭに係るǈ報ǖ��

ƱĽŲ � ȵ護者にfる高齢者ÈƭmŎANとĬljる高齢者mǬ見しN者は�Ǖª高齢者の生ȡȗはſ

ƪにŖưW¼ô=生Gている場合は�Ƣeかに�CjmĪǄƧにǈ報しWAj[WらWい� �

* � Ƙ項にǉcる場合の_か�ȵ護者にfる高齢者ÈƭmŎANとĬljる高齢者mǬ見しN者は�Ƣ

eかに�CjmĪǄƧにǈ報するf9ǒcWAj[WらWい� �

+ � àȑ �Ȣ治ĨŔ年ȑȻƱĨŔüČ�のǳȜɊĺĝのÂǉその他のŋǳÆȞに関するȑȻのÂǉは�Ƙ

ǣ項のÂǉにfるǈ報mするCとmȒBるものと£ņしてはWらWい� �

ƱǫŲ � ĪǄƧ=ƘŲƱ�項ŇしくはƱǣ項のÂǉにfるǈ報ȗはĸŲƱ�項にÂǉするǠŗmŎAN

場合に;いては�Ǖªǈ報ȗはǠŗmŎANĪǄƧのŴ�は�そのŴȞŮƺhǞN事項で7QてǕª

ǈ報ȗはǠŗmしN者m特ǉEJるものmɊらしてはWらWい� �

�ǈ報ǖmŎAN場合のƚƼ ��

ƱÝŲ � ĪǄƧは�ƱĽŲƱ�項ŇしくはƱǣ項のÂǉにfるǈ報ȗは高齢者からのȵ護者にfる高齢

者ÈƭmŎANİのǠŗmŎANと>は�Ƣeかに�Ǖª高齢者の�ƙの­ǧその他Ǖªǈ報ȗはǠ

ŗに係る事łの­ǧのNcのƚƼmĉずるとともに�ƱŔɌŲのÂǉにfhǕªĪǄƧと連äÔɂす

る者 ���%高齢者Èƭƫ�Ôɂ者&とい9��とそのƫ�にRいてÔÇmĈ9ものとする� �

* � ĪǄƧȗはĪǄƧǇは�ƱĽŲƱ�項ŇしくはƱǣ項のÂǉにfるǈ報ȗはƘ項にÂǉするǠŗ=

7QN場合には�Ǖªǈ報ȗはǠŗに係る高齢者にƫするȵ護者にfる高齢者Èƭの防ıÉ\Ǖª高

齢者のȌ護=Ƅらjるf9�ȵ護者にfる高齢者Èƭにfh生ȡȗはſƪにŖưW¼ô=生Gている

;そj=7るとǧcらjる高齢者m�時的にȌ護するNcƃƢにɋ人ȅĳȑƱǣŔŲのĤにÂǉする

ɋ人ƵÀǥśįƓǖにǥśEJるǖ�ǌƒに�ǛȑƱŔŲのĨƱ�項ŇしくはƱŔ�ŲƱ�項のÂǉ

にfるƚƼmĉG�ȗは�ǌƒに�ǛȑƱĤŔǣŲのÂǉにfhŷǯのƎÌmするものとする� �

�Îŀの­Ȍ��

ƱŔŲ � ĪǄƧは�ȵ護者にfる高齢者ÈƭmŎAN高齢者にRいてɋ人ȅĳȑƱŔŲのĨƱ�項ƱĤ

ČȗはƱŔ�ŲƱ�項Ʊ�ČŇしくはƱǣČのÂǉにfるƚƼmĖるNcに必ȴWÎŀm­ȌするN

cのƚƼmĉずるものとする� �

�ȼǥǅē��

ƱŔ�Ų � ĪǄƧǇは�ȵ護者にfる高齢者Èƭにfh高齢者の生ȡȗはſƪにŖưW¼ô=生Gてい

る;そj=7るとǧcると>は�介護ȌôȑƱǺŔüŲのĨŔɌƱǣ項のÂǉにfhƓƼする地域ȍ
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°Į�u�vーのŴ�その他の高齢者のȅĳに関する事Ȟにŕ事するŴ�mして�Ǖª高齢者のœś

ȗはÎśにȼPǥh�必ȴWǅēȗはŁȧmEJるCと=で>る� �

* � Ƙ項のÂǉにfるȼǥhÉ\ǅēȗはŁȧmĈ9場合に;いては�ǕªŴ�は�そのſȆmĺすŬ

Ȣ書mäƬし�関係者のƎÌ=7ると>は�CjmǊĺしWAj[WらWい� �

+ � Ʊ�項のÂǉにfるȼǥhÉ\ǅēȗはŁȧmĈ9ðùは�ǱĝƛēのNcにǧcらjNものと£

ņしてはWらWい� �

�ȇǣ�ȑĨǣ・ȇǣĤȑĽǣ・�Ȅ¥Ƌ ��

�èĢŜǇにƫする�ŞȴƎǖ��

ƱŔǣŲ � ĪǄƧǇは�ƘŲƱ�項のÂǉにfるȼǥhÉ\ǅēȗはŁȧmEJf9とする場合に;い

て�CjらのŴȞのľĈにĚし必ȴ=7るとǧcると>は�Ǖª高齢者のœśȗはÎśのś在地m·

²するèĢŜǇにƫし�ŞmÌcるCと=で>る� �

* � ĪǄƧǇは�高齢者の生ȡȗはſƪの�ƙの­ȌにȘƙmÀする観Ǎから�必ȴに�Gǌƒに�Ƙ

項のÂǉにfhèĢŜǇにƫし�ŞmÌcWAj[WらWい� �

+ � èĢŜǇは�Ʊ�項のÂǉにfる�ŞのÌcmŎAN場合に;いて�高齢者の生ȡȗはſƪの�ƙ

m­ȌするNc必ȴとǧcると>は�Ƣeかに�śƣのèĢ´に�Ǜ項のŴȞのľĈm�ŞするNc

に必ȴWèĢ´ŴȞľĈȑ�ŤɎǣŔĤ年ȑȻƱǺĤŔɌČ �その他のȑɃのǉcるとCkにfるƚƼ

mĉGEJるf9ǒcWAj[WらWい� �

�Ȥ¢のƆù��

ƱŔĤŲ � ȵ護者にfる高齢者ÈƭmŎAN高齢者にRいてɋ人ȅĳȑƱŔ�ŲƱ�項ƱǣČȗはƱĤ

ČのƚƼ=ĖらjN場合に;いては�ĪǄƧǇȗはǕªƚƼに係るȵ介護įƓのǇは�ȵ護者にfる

高齢者Èƭの防ıÉ\Ǖª高齢者のȌ護の観Ǎから�Ǖªȵ護者にfる高齢者ÈƭmĈQNȵ護者に

RいてǕª高齢者とのȤ¢mƆùするCと=で>る� �

�ȵ護者のĮ� ��

ƱŔĨŲ � ĪǄƧは�ƱɌŲにÂǉするものの_か�ȵ護者のȂƴのéöのNc�ȵ護者にƫするƝƹ�

ĭǜÉ\Şøその他必ȴWƚƼmĉずるものとする� �

* � ĪǄƧは�Ƙ項のƚƼとして�ȵ護者のŸſの状ƯにŦらしそのȵ護のȂƴのéömƄるNcÛÊ

の必ȴ=7るとǧcる場合に高齢者=ƵÀ間ȵ護mŎAるNcに必ȴとWるÎŀm­ȌするNcのƚ

Ƽmĉずるものとする� �

�ƖȨ的にŕ事するŴ�の­Ȍ��

ƱŔüŲ � ĪǄƧは�ȵ護者にfる高齢者Èƭの防ı�ȵ護者にfる高齢者ÈƭmŎAN高齢者のȌ護

É\ȵ護者にƫするĮ�mǌƒにłįするNcに�Cjらの事ȞにƖȨ的にŕ事するŴ�m­Ȍする

f9ǒcWAj[WらWい� �

�連äÔɂƪƆ ��

ƱŔɌŲ � ĪǄƧは�ȵ護者にfる高齢者Èƭの防ı�ȵ護者にfる高齢者ÈƭmŎAN高齢者のȌ護

É\ȵ護者にƫするĮ�mǌƒにłįするNc�ɋ人ȅĳȑƱǣŔŲのĽのǣƱ�項にÂǉするɋ人

介護Į�u�vー�介護ȌôȑƱǺŔüŲのĨŔɌƱĤ項のÂǉにfhƓƼEjN地域ȍ°Į�u�

vーその他関係機関�ȝ間ƶƪǖとの連äÔɂƪƆmƊǸしWAj[WらWい�Cの場合に;いて�

ȵ護者にfる高齢者ÈƭにいRでもƃƢにƫ�するCと=で>るf9�特にǪȾしWAj[WらWい��

�ȇǣ�ȑĨǣ・ȇǣĤȑĽǣ・�Ȅ¥Ƌ �

�事Ȟの�Ƴ��

ƱŔĽŲ � ĪǄƧは�高齢者Èƭƫ�Ôɂ者の9PǌǕとǧcらjるものに�ƱɌŲのÂǉにfるƝƹ�

ĭǜÉ\Şø�ƱĽŲƱ�項ŇしくはƱǣ項のÂǉにfるǈ報ȗはƱÝŲƱ�項にÂǉするǠŗのŎ

ȹ�Ǜ項のÂǉにfる高齢者の�ƙの­ǧその他ǈ報ȗはǠŗに係る事łの­ǧのNcのƚƼȉ\に

ƱŔĨŲƱ�項のÂǉにfるȵ護者のȂƴのéöのNcのƚƼに関する事ȞのƙȄȗは�Ȅm�Ƴす

るCと=で>る� �

* � Ƙ項のÂǉにfる�ƳmŎAN高齢者Èƭƫ�Ôɂ者Ňしくはそのȩ�ŇしくはŴ�ȗはCjらの

者で7QN者は�ƋǕWȹȭWしに�その�ƳmŎAN事Ȟに関してƺhǞNǳȜmɊらしてはWら

Wい� �

+ � Ʊ�項のÂǉにfhƱĽŲƱ�項ŇしくはƱǣ項のÂǉにfるǈ報ȗはƱÝŲƱ�項にÂǉするǠ

ŗのŎȹに関する事Ȟの�ƳmŎAN高齢者Èƭƫ�Ôɂ者=ƱĽŲƱ�項ŇしくはƱǣ項のÂǉに

fるǈ報ȗはƱÝŲƱ�項にÂǉするǠŗmŎAN場合には�Ǖªǈ報ȗはǠŗmŎAN高齢者Èƭ

ƫ�Ôɂ者ȗはそのȩ�ŇしくはŴ�は�そのŴȞŮƺhǞN事項で7QてǕªǈ報ȗはǠŗmしN

者m特ǉEJるものmɊらしてはWらWい� �

�ŏƺ ��

ƱŔǫŲ � ĪǄƧは�ȵ護者にfる高齢者Èƭの防ı�ƱĽŲƱ�項ŇしくはƱǣ項のÂǉにfるǈ報

ȗはƱÝŲƱ�項にÂǉするǠŗのŎȹ�ȵ護者にfる高齢者ÈƭmŎAN高齢者のȌ護�ȵ護者に

ƫするĮ�ǖに関する事ȞにRいてのƞăとWるȄÙÉ\高齢者Èƭƫ�Ôɂ者の名ũmȢĺするC

とǖにfh�ǕªȄÙÉ\高齢者Èƭƫ�Ôɂ者mŏƺEJWAj[WらWい� �
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�Ǒǝȁòの�Şǖ��

ƱŔÝŲ � Ǒǝȁòは�CのŪのÂǉにfhĪǄƧ=Ĉ9ƚƼのłįに関し�ĪǄƧƝý間の連ȷǅƊ�

ĪǄƧにƫする情報のǊÒその他必ȴW�ŞmĈ9ものとする� �

* � Ǒǝȁòは�CのŪのÂǉにfhĪǄƧ=Ĉ9ƚƼのǌƒWłįm­ȌするNc必ȴ=7るとǧc

ると>は�ĪǄƧにƫし�必ȴWŞømĈ9Cと=で>る� �

ƱĤŪ � ȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者Èƭの防ıǖ �

�ȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者Èƭの防ıǖのNcのƚƼ��

ƱǣŔŲ � ȵ介護įƓのƓƼ者ȗはȵ介護事ØmĈ9者は�ȵ介護įƓŕ事者ǖのñŐのłį�Ǖªȵ

介護įƓにǥśし�その他Ǖªȵ介護įƓm利用し�ȗはǕªȵ介護事Øに係るサービスのǊÒmŎ

Aる高齢者É\その家族からのÞ情のřȹのƪƆのƊǸその他のȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者È

ƭの防ıǖのNcのƚƼmĉずるものとする� �

�ȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者Èƭに係るǈ報ǖ ��

ƱǣŔ�Ų � ȵ介護įƓŕ事者ǖは�Ǖªȵ介護įƓŕ事者ǖ=そのØȞにŕ事しているȵ介護įƓȗ

はȵ介護事Ø�Ǖªȵ介護įƓのƓƼ者ŇしくはǕªȵ介護事ØmĈ9者=ƓƼするȵ介護įƓȗは

Cjらの者=Ĉ9ȵ介護事Øm»b��に;いてØȞにŕ事するȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者Èƭ

mŎANとĬljる高齢者mǬ見しN場合は�Ƣeかに�CjmĪǄƧにǈ報しWAj[WらWい� �

* � Ƙ項にǉcる場合の_か�ȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者ÈƭmŎANとĬljる高齢者mǬ見

しN者は�Ǖª高齢者の生ȡȗはſƪにŖưW¼ô=生Gている場合は�Ƣeかに�CjmĪǄƧに

ǈ報しWAj[WらWい� �

+ � Ƙǣ項にǉcる場合の_か�ȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者ÈƭmŎANとĬljる高齢者mǬ

見しN者は�Ƣeかに�CjmĪǄƧにǈ報するf9ǒcWAj[WらWい�

, � ȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者ÈƭmŎAN高齢者は�そのİmĪǄƧにǠAŗるCと=で>る��

- � ƱŔǫŲのÂǉは�Ʊ�項からƱĤ項までのÂǉにfるǈ報ȗはƘ項のÂǉにfるǠŗのŎȹに関

する事ȞmƴǕするȄÙのŏƺにRいてŘ用する� �

. � àȑのǳȜɊĺĝのÂǉその他のŋǳÆȞに関するȑȻのÂǉは�Ʊ�項からƱĤ項までのÂǉに

fるǈ報�ÐÄで7るものÉ\過ĿにfるものmŠく�ĸ項に;いてǛG��mするCとmȒBるもの

と£ņしてはWらWい� �

/ � ȵ介護įƓŕ事者ǖは�Ʊ�項からƱĤ項までのÂǉにfるǈ報mしNCとmȹȭとして�£ûそ

の他Ǿ利�WŊ�いmŎAWい� �

ƱǣŔǣŲ � ĪǄƧは�ƘŲƱ�項からƱĤ項までのÂǉにfるǈ報ȗはǛŲƱĨ項のÂǉにfるǠŗ

mŎANと>は�Ă生ɉǙŨɃでǉcるとCkにfh�Ǖªǈ報ȗはǠŗに係るȵ介護įƓŕ事者ǖ

にfる高齢者Èƭに関する事項m�Ǖªȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者Èƭに係るȵ介護įƓȗは

Ǖªȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者Èƭに係るȵ介護事Øの事Øśのś在地のǑǝȁòに報ďしW

Aj[WらWい� �

* � Ƙ項のÂǉは�地方Ļ治ȑ�ŤɎǣŔǣ年ȑȻƱɌŔĽČ�ƱǣǺüŔǣŲのŔÝƱ�項のĭǉǑĪ

É\ǛȑƱǣǺüŔǣŲのǣŔǣƱ�項の中¬ĪにRいては�Ă生ɉǙŨɃでǉcる場合mŠ>�ǌ

用しWい� �

ƱǣŔĤŲ � ĪǄƧ=ƱǣŔ�ŲƱ�項からƱĤ項までのÂǉにfるǈ報ȗはǛŲƱĨ項のÂǉにfる

ǠŗmŎAN場合に;いては�Ǖªǈ報ȗはǠŗmŎANĪǄƧのŴ�は�そのŴȞŮƺhǞN事項

で7QてǕªǈ報ȗはǠŗmしN者m特ǉEJるものmɊらしてはWらWい�Ǒǝȁò=ƘŲƱ�項

のÂǉにfる報ďmŎAN場合に;AるǕª報ďmŎANǑǝȁòのŴ�にRいても�ǛȲとする� �

�ǈ報ǖmŎAN場合のƚƼ ��

ƱǣŔĨŲ � ĪǄƧ=ƱǣŔ�ŲƱ�項からƱĤ項までのÂǉにfるǈ報ŇしくはǛŲƱĨ項のÂǉに

fるǠŗmŎA�ȗはǑǝȁò=ƱǣŔǣŲƱ�項のÂǉにfる報ďmŎANと>は�ĪǄƧǇȗは

Ǒǝȁòƺ事は�ȵ介護įƓのØȞȗはȵ介護事ØのǌƋW��m­ȌするCとにfh�Ǖªǈ報ȗ

はǠŗに係る高齢者にƫするȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者Èƭの防ıÉ\Ǖª高齢者のȌ護mƄ

るNc�ɋ人ȅĳȑȗは介護ȌôȑのÂǉにfるðùmǌƒにĈħするものとする� �

�公Ǽ ��

ƱǣŔüŲ � Ǒǝȁòƺ事は�Ȗ年Ǔ�ȵ介護įƓŕ事者ǖにfる高齢者Èƭの状況�ȵ介護įƓŕ事

者ǖにfる高齢者Èƭ=7QN場合にとQNƚƼその他Ă生ɉǙŨɃでǉcる事項m公Ǽするものと

する� �

ƱĨŪ � ģơ �

�ǅēñÍ��

ƱǣŔɌŲ � Đは�高齢者Èƭの事ɄのȆƐmĈ9とともに�高齢者Èƭ=7QN場合のǌƒWƫ�方

ȑ�高齢者にƫするǌƒWȵ護の方ȑその他の高齢者Èƭの防ı�高齢者ÈƭmŎAN高齢者のȌ護

É\ȵ護者にƫするĮ�にĴする事項にRいてǅēÉ\ñÍmĈ9ものとする� �
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�ĞĥŮのǾǕŊ�にfるǴ¨の防ıǖ��

ƱǣŔĽŲ � ĪǄƧは�ȵ護者�高齢者のŽ族ȗはȵ介護įƓŕ事者ǖ�§の者=ǾǕにĞĥŮの利�

mǞるȦ的で高齢者とĈ9Ŋ����%ĞĥŮのǾǕŊ�&とい9��にfる高齢者のǴ¨にRいて�

Ɲƹに�G�Ňしくはťǵ生活に関するØȞmƴǕするȄÙその他の関係機関mū介し�ȗは高齢者

Èƭƫ�Ôɂ者に�ĞĥŮのǾǕŊ�にfる高齢者のǴ¨に係るƝƹŇしくは関係機関のū介のłį

m�Ƴするものとする� �

* � ĪǄƧǇは�ĞĥŮのǾǕŊ�のǴ¨mŎA�ȗはŎAる;そjの7る高齢者にRいて�ǌƒに�

ɋ人ȅĳȑƱĤŔǣŲのÂǉにfhŷǯのƎÌmするものとする� �

�成年þ見ƆǓの利用Ơƀ��

ƱǣŔǫŲ � ĐÉ\地方公Óƶƪは�高齢者Èƭの防ıÉ\高齢者ÈƭmŎAN高齢者のȌ護ȉ\にĞ

ĥŮのǾǕŊ�にfる高齢者のǴ¨の防ıÉ\ËĘmƄるNc�成年þ見ƆǓのŏƺのNcのƚƼ�

成年þ見ƆǓの利用に係る経Ę的ȂƴのéöのNcのƚƼǖmĉずるCとにfh�成年þ見ƆǓ=ą

く利用Ejるf9にしWAj[WらWい� �

ƱüŪ � ǭơ �

ƱǣŔÝŲ � ƱŔĽŲƱǣ項のÂǉに�ǰしN者は��年��のǃȩȗはǺȘ���のǭÜにřする� �

ƱĤŔŲ � ƋǕWȹȭ=Wく�ƱŔ�ŲƱ�項のÂǉにfるȼǥǅēmÏみ�ȒB�Ňしくは¾Ƕし�

ȗはǛ項のÂǉにfるŁȧにƫしてǗȋmJず�ŇしくはÐÄのǗȋmし�Ňしくは高齢者にǗȋm

EJず�ŇしくはÐÄのǗȋmEJN者は�ĤŔȘ���のǭÜにřする� �

ȃ � ơ �

�įĈÀ日��

１ � CのȑȻは�ȇ成Ŕǫ年Ĩ月�日からįĈする� �

�ïǘ ��

* � 高齢者�§の者で7QてƍżŮȗはſƪŮのȹȭにfhȵ護m必ȴとするものにƫするÈƭの防ı

ǖのNcのƆǓにRいては�Ƣeかにïǘ=�:らj�そのê�に基Sいて必ȴWƚƼ=ĉKらjる

ものとする� �

+ � 高齢者Èƭの防ı�ȵ護者にƫするĮ�ǖのNcのƆǓにRいては�CのȑȻのįĈþĤ年mȦǐ

として�CのȑȻのįĈ状況ǖm³�し�ïǘ=�:らj�そのê�に基Sいて必ȴWƚƼ=ĉKら

jるものとする� �

ȃ � ơ � �ȇ成�ǫ年Ɍ月ǣ�日ȑȻƱǫĤČ�� ţ �

�įĈÀ日��

Ʊ�Ų � CのȑȻは�ȇ成Ŕǫ年Ŕ月�日からįĈする�NOし�ĸの«ČにãBるÂǉは�そjMj

Ǖª«Čにǉcる日からįĈする� �

� � ƱŔŲȉ\にȃơƱĨŲ�ƱĤŔĤŲからƱĤŔɌŲまで�ƱüŔǣŲƱ�項É\Ʊǣ項�ƱǺü

Ų�ƱǺǣŔĨŲȉ\にƱǺĤŔ�ŲからƱǺĤŔĤŲまでのÂǉ � 公Ȁの日

ǣからüまで � Ƚ �

Ɍ � ƱüŲ�ƱÝŲ�ƱŔĨŲ�ƱǣŔŲÉ\ƱǣŔɌŲȉ\にȃơƱüŔĤŲ�ƱüŔǫŲ�ƱɌŔ

ĽŲ�ƱÝŔŲ�ƱÝŔ�Ų�ƱÝŔɌŲ�ƱǺŔ�Ų�ƱǺŔ�ŲのǣÉ\ƱǺĤŔŲのǣのÂǉ �

ȇ成ǣŔĨ年Ĩ月�日 �

� �ǭơに関する経過ƚƼ ��

ƱǺĤŔ�Ų � CのȑȻ �ȃơƱ�Ų«ČにãBるÂǉにRいては�Ǖª«Âǉ���ǛG��のįĈƘ

にしNĈ��CのȃơのÂǉにfhW;ŕƘのɄにfるCととEjる場合É\CのȃơのÂǉにfh

W;そのāɂmȬするCととEjる場合に;AるCのȑȻのįĈþにしNĈ�ȉ\にCのȑȻのįĈ

þƘŲƱ�項のÂǉにfhW;そのāɂmȬするものとEjるǛ項にÂǉするȑȻのÂǉのĿāƘに

しNĈ�にƫするǭơのǌ用にRいては�W;ŕƘのɄにfる� �

� �řȆ�Ōƥǖに関する経過ƚƼ��

ƱǺĤŔǣŲ � CのȑȻのįĈƘに¥ƋƘのそjMjのȑȻ �Cjに基SくȡɃm»b���CのŲに;

いてǛG��のÂǉにfQてしNřȆ�Ōƥその他のĈ�で7Qて�¥ƋþのそjMjのȑȻのÂǉに

ƝǕのÂǉ=7るものは�CのȃơにȊƷのǉc=7るものmŠ>�¥ƋþのそjMjのȑȻのƝǕ

のÂǉにfQてしNものとみWす� �

* � CのȑȻのįĈƘに¥ƋƘのそjMjのȑȻのÂǉにfhǠŗその他のŌƥmしWAj[WらWい

事項で�CのȑȻのįĈの日ƘにそのŌƥ=EjていWいものにRいては�CのȑȻÉ\Cjに基S

くȡɃにȊƷのǉc=7るものmŠ>�Cjm�¥ƋþのそjMjのȑȻ中のƝǕのÂǉにfhŌƥ

=EjていWいものとみWして�¥ƋþのそjMjのȑȻのÂǉmǌ用する� �

�その他の経過ƚƼのƉɃ]の�Ǧ ��

ƱǺĤŔĤŲ � ȃơƱĤŲからƘŲまでにÂǉするものの_か�CのȑȻのįĈにǮい必ȴW経過ƚƼ

は�ƉɃでǉcる� �
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ȃ � ơ � �ȇ成�ǫ年�ǣ月ǣ�日ȑȻƱ��ɌČ�� ţ �

�įĈÀ日ǖ��

Ʊ�Ų � CのȑȻは�公Ȁの日からÃĦしてɌ月mǆ:Wいǲ�内に;いてƉɃでǉcる日からįĈす

る� �

�ȇ成�Ý年ƉɃƱ��Čでȇ成�Ý年�月ǣɌ日からįĈ ��

ȃ � ơ � �ȇ成ǣ�年ü月ǣǫ日ȑȻƱĨǣČ�� ţ �

�įĈÀ日��

Ʊ�Ų � CのȑȻは�公Ȁの日からÃĦして�年mǆ:Wいǲ�内に;いてƉɃでǉcる日からįĈす

る� �

�ȇ成ǣ�年ƉɃƱÝČでȇ成ǣ�年ü月�日からįĈ��

ȃ � ơ � �ȇ成ǣĤ年Ɍ月ǣǣ日ȑȻƱĽǣČ�� ţ �

�įĈÀ日��

Ʊ�Ų � CのȑȻは�ȇ成ǣŔĨ年Ĩ月�日からįĈする�NOし�ĸの«ČにãBるÂǉは�Ǖª«

Čにǉcる日からįĈする� �

� � ƱǣŲ �ɋ人ȅĳȑȦĸの¥ƋÂǉ�ǛȑƱĨŪのǣmĠる¥ƋÂǉ�ǛȑƱĨŪのĤmƱĨŪのǣ

とする¥ƋÂǉÉ\ǛȑƱĨŔŲƱ�Čの¥ƋÂǉ�%ƱǣŔǫŲのŔǣƱ�項Ňしくは&mĠるȄȆ

にùる��にùる���ƱĨŲ�ƱɌŲÉ\ƱĽŲのÂǉȉ\にȃơƱÝŲ�ƱŔ�Ų�ƱŔüŲ�Ʊ

ǣŔǣŲ�ƱĨŔ�Ų�ƱĨŔĽŲ �ǔ日本ưƁęにƫřするNcの特ȊのĞƉ�ŞÉ\Ş成に関する

ȑȻ �ȇ成ǣŔĤ年ȑȻƱĨŔČ�ȃơƱ�ŲNOし書の¥ƋÂǉÉ\ǛŲ«ČmĠる¥ƋÂǉȉ\に

ǛȑȃơƱŔĨŲの¥ƋÂǉにùる��É\ƱüŔŲからƱüŔǣŲまでのÂǉ � 公Ȁの日 �

�ïǘ ��

ƱǣŲ � Ɖȁは�CのȑȻのįĈþü年mȦǐとして�CのȑȻのÂǉにfる¥ƋþのÂǉのįĈの状

況にRいてïǘm�:�必ȴ=7るとǧcると>は�そのê�に基SいてśȴのƚƼmĉずるものと

する� �

�ǭơに関する経過ƚƼ��

ƱüŔ�Ų � CのȑȻ�ȃơƱ�ŲƱ�ČにãBるÂǉに7Qては�ǕªÂǉ �のįĈƘにしNĈ�にƫ

するǭơのǌ用にRいては�W;ŕƘのɄにfる� �

�ƉɃ]の�Ǧ ��

ƱüŔǣŲ � Cのȃơにǉcるものの_か�CのȑȻのįĈに関し必ȴW経過ƚƼ�ǭơに関する経過ƚ

Ƽm»b� �は�ƉɃでǉcる� �

ȃ � ơ � �ȇ成ǣĤ年Ɍ月ǣĨ日ȑȻƱĽÝČ�� ţ �

�įĈÀ日��

Ʊ�Ų � CのȑȻは�ȇ成ǣŔĨ年Ŕ月�日からįĈする� �

�ǅƊÂǉ��

ƱĨŲ � CのȑȻのįĈの日=ŭ¨者基本ȑの�Ȅm¥ƋするȑȻ �ȇ成ǣŔĤ年ȑȻƱÝŔČ�のįĈ

の日Ƙで7る場合には�ǛȑのįĈの日のƘ日までの間に;AるƱǣŲƱ�項É\ƘŲのÂǉにfる

¥Ƌþの高齢者Èƭの防ı�高齢者のȵ護者にƫするĮ�ǖに関するȑȻƱǣŲƱɌ項のÂǉのǌ用

にRいては�CjらのÂǉ中%ƱǣŲƱ�Č&と7るのは�%ƱǣŲ&とする� �

ȃ � ơ � �ȇ成ǣɌ年Ɍ月ǣü日ȑȻƱǫĤČ�� ţ �

�įĈÀ日��

Ʊ�Ų � CのȑȻは�公Ȁの日ȗはȇ成ǣŔɌ年Ĩ月�日のいずjかƽい日からįĈする�NOし�ĸ

の«ČにãBるÂǉは�Ǖª«Čにǉcる日からįĈする� �

� � ƱŔǣŲ中ž療ȏŃƗ技師ȑƱǣŔɌŲƱǣ項の¥ƋÂǉÉ\ƱǣŔĨŲのÂǉȉ\にĸŲȉ\に

ȃơƱĽŲ�ƱŔĤŲNOし書�ƱŔǫŲ�ƱǣŔŲƱ�項NOし書�ƱǣŔǣŲ�ƱǣŔüŲ�Ʊ

ǣŔÝŲ�ƱĤŔ�Ų�ƱɌŔ�Ų�ƱɌŔǣŲ�ƱɌŔĨŲ�ƱɌŔĽŲ�ƱĽŔ�ŲÉ\ƱĽŔ

ǣŲのÂǉ � 公Ȁの日 �

ǣ � Ƚ �

Ĥ � ƱǣŲのÂǉ�ƱĨŲのÂǉ�ƱüČにãBる¥ƋÂǉmŠく���ƱüŲの9P�介護ȌôȑのȦ

ĸの¥ƋÂǉ�ǛȑƱĽŲƱü項�ƱǫŲ�ƱǫŲのǣ�ƱŔĤŲ�ƱǣŔĨŲのǣƱü項�ƱĤŔ

ǣŲƱĨ項�ƱĨŔǣŲのǣ�ƱĨŔǣŲのĤƱǣ項�ƱüŔĤŲ�ƱüŔĨŲƱĤ項�ƱüŔĨŲ

のǣ�ƱüŔĨŲのĤƱǣ項�ƱüŔǫŲƱ�項�ƱɌŔǫŲƱü項�ƱɌŔÝŲのĤŔĨ�ƱɌŔ

ÝŲのĤŔǫƱǣ項�ƱɌŔÝŲのĤŔÝƱǣ項�ƱĽŔǫŲのǣ�ƱĽŔǫŲのŔĨƱ�項�ƱǺ

ŔüŲのŔǣ�ƱǺŔüŲのǣŔǣƱ�項É\ƱǺŔüŲのĨŔüの¥ƋÂǉ�ǛȑƱǺŔüŲのĨ

ŔüのĸにŔŲm�:る¥ƋÂǉ�ǛȑƱǺŔüŲのĨŔɌÉ\ƱǺŔüŲのĨŔĽの¥ƋÂǉ�Ǜ

ȑƱɌŪ中ǛȑƱǺŔüŲのĨŔǫmǛȑƱǺŔüŲのĨŔÝとし�ǛȑƱǺŔüŲのĨŔĽのĸに

�Ųm�:る¥ƋÂǉ�ǛȑƱǺŔĽŲ�ƱǺŔǫŲ�ƱǺǣŔǣŲのǣ�ƱǺǣŔĤŲƱĤ項É\

ƱǺǣŔĨŲƱĤ項の¥ƋÂǉ�ǛȑƱǺǣŔĨŲのĸにǣŲm�:る¥ƋÂǉ�ǛȑƱǺǣŔɌŲ

Ʊ�項�ƱǺǣŔĽŲ�ƱǺǣŔǫŲ�ƱǺĨŔ�Ųの見ŗしÉ\ǛŲƱ�項�ƱǺĨŔǫŲƱǣ項�
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ƱǺüŔǣŲÉ\ƱǺüŔĤŲȉ\にƱǺĽŔɌŲの¥ƋÂǉ�ǛȑƱŔ�ŪのŪ名の¥ƋÂǉ�Ǜ

ȑƱǺĽŔÝŲからƱǺǫŔǣŲまでの¥ƋÂǉ�ǛȑƱǣǺŲのĸに�Ųm�:る¥ƋÂǉ�Ǜȑ

ƱǣǺǣŲƱ�項�ƱǣǺĤŲÉ\ƱǣǺüŲȉ\にȃơƱÝŲƱ�項NOし書の¥ƋÂǉȉ\にǛ

ȑȃơに�Ųm�:る¥ƋÂǉ�ƱĽŲのÂǉ�ĸČにãBる¥ƋÂǉmŠく���ƱÝŲÉ\ƱŔŲ

のÂǉ�ƱŔǣŲのÂǉ �Ʊ�ČにãBる¥ƋÂǉmŠく� ��ƱŔĤŲÉ\ƱŔĨŲのÂǉ�ƱŔü

ŲのÂǉ�ƱɌČにãBる¥ƋÂǉmŠく���ƱŔɌŲのÂǉ�ƱɌČにãBる¥ƋÂǉmŠく���Ʊ

ŔĽŲのÂǉ�ƱŔǫŲのÂǉ�ƱɌČにãBる¥ƋÂǉmŠく� ��ƱŔÝŲのÂǉȉ\にƱǣŔ�

Ų中¶護師ǖの人Ĝ­ȌのƠƀに関するȑȻƱǣŲƱǣ項の¥ƋÂǉȉ\にȃơƱüŲ�ƱǫŲƱǣ

項É\ƱĨ項�ƱÝŲからƱŔǣŲまで�ƱŔĤŲ�NOし書mŠく���ƱŔĨŲからƱŔĽŲまで�

ƱǣŔǫŲ�ƱĤŔŲ�ƱĤŔǣŲƱ�項�ƱĤŔĤŲからƱĤŔÝŲまで�ƱĨŔĨŲ�ƱĨŔɌ

Ųȉ\にƱĨŔǫŲのÂǉ�ȃơƱüŔŲのÂǉ �ƱɌČにãBる¥ƋÂǉmŠく� ��ȃơƱüŔ�

ŲのÂǉ�ȃơƱüŔǣŲのÂǉ�ƱɌČにãBる¥ƋÂǉmŠく���ȃơƱüŔĨŲ�ƱüŔĽŲ

É\ƱüŔǫŲのÂǉ�ȃơƱüŔÝŲ中高齢者Èƭの防ı�高齢者のȵ護者にƫするĮ�ǖに関す

るȑȻ�ȇ成ŔĽ年ȑȻƱǺǣŔĨČ�ƱǣŲƱü項ƱǣČの¥ƋÂǉ�%ǛŲƱŔĨ項&m%ǛŲƱŔ

ǣ項&に�%ǛŲƱŔǫ項&m%ǛŲƱŔɌ項&に¥cるȄȆにùる��ȉ\にȃơƱɌŔüŲ�ƱɌ

ŔɌŲÉ\ƱĽŔŲのÂǉ � ȇ成ǣŔĽ年Ĩ月�日 �

ĨÉ\ü � Ƚ �

Ɍ � ƱɌŲのÂǉ �ĸČにãBる¥ƋÂǉmŠく���ƱŔ�ŲのÂǉ�ƱŔüŲ中ĐȝíĆȌôȑƱü

ŔüŲƱ�項の¥ƋÂǉ�ǛȑƱǺŔɌŲのǣƱ�項ƱɌČの¥ƋÂǉ�%ǛȑƱǫŲƱǣŔĨ項&m

%ǛŲƱǣŔü項&に¥cるȄȆにùる��É\ǛȑȃơƱüŲのǣƱ�項の¥ƋÂǉ�ƱŔɌŲ中ɋ

人ȅĳȑƱüŲのǣƱĤ項の¥ƋÂǉ�%ÎƲ介護サービスǵ�&の�に%地域Ȝƾâǈś介護Ňしく

は&m�:るȄȆにùる���ǛŲƱĽ項の¥ƋÂǉ�ǛȑƱŔŲのĨƱ�項ƱǣČの¥ƋÂǉ�%Â

ǉするǈś介護&の�に%�地域Ȝƾâǈś介護&m�:るȄȆにùる���ǛȑƱǣŔŲのǣのǣの

¥ƋÂǉ�%ÎƲ介護サービスǵ�&の�に%地域Ȝƾâǈś介護Ňしくは&m�:るȄȆにùる��

É\ǛȑƱǣŔŲのǫƱĨ項の¥ƋÂǉ�%�ŢÂȥƩ機ǩâÎƲ介護&の�に%�地域Ȝƾâǈś介

護&m�:るȄȆにùる���ƱŔǫŲ中高齢者の医療の­Ȍに関するȑȻƱüŔüŲƱ�項ƱüČの

¥ƋÂǉ�%ǛȑƱǫŲƱǣŔĨ項&m%ǛŲƱǣŔü項&に¥cるȄȆにùる��ȉ\にǛȑȃơƱ

ǣŲÉ\ƱŔĤŲのɌƱ�項の¥ƋÂǉȉ\にƱǣŔǣŲのÂǉȉ\にȃơƱǣŔŲ �Ʊ�項NOし

書mŠく���ƱǣŔ�Ų�ƱĨŔǣŲ�ƱĨŔĤŲȉ\にƱĨŔÝŲのÂǉ�ȃơƱüŔŲ中ĐȬĞ

ĥ特ȊƚƼȑ�ŤɎǣŔĽ年ȑȻƱǣǺŔÝČ �ƱǣŲƱǣ項ƱĨČ�の¥ƋÂǉ �%ÎƲサービス�&

の�に%地域Ȝƾâǈś介護Ňしくは&m�:るȄȆにùる���ȃơƱüŔǣŲ中ǏɍȣÑƏȑ �Ť

ɎĨŔǣ年ȑȻƱĤŔüČ�ȊǼƱĤのǣŔĨの項の¥ƋÂǉ�ȃơƱüŔüŲÉ\ƱüŔɌŲのÂǉ�

ȃơƱüŔÝŲのÂǉ�ƱĤČにãBる¥ƋÂǉmŠく��ȉ\にȃơƱɌŔŲのÂǉ � ȇ成ǣŔǫ年

Ĩ月�日までの間に;いてƉɃでǉcる日 �

�ȇ成ǣĽ年ƉɃƱĨÝČでȇ成ǣǫ年Ĩ月�日からįĈ��

�ǭơのǌ用に関する経過ƚƼ��

ƱĽŔ�Ų � CのȑȻ�ȃơƱ�Ų«ČにãBるÂǉに7Qては�ǕªÂǉ���CのŲに;いてǛG��

のįĈƘにしNĈ�ȉ\にCのȃơのÂǉにfhW;ŕƘのɄにfるCととEjる場合に;AるCの

ȑȻのįĈþにしNĈ�É\CのȃơのÂǉにfhW;āɂmȬするCととEjる場合に;AるCの

ȑȻのįĈþにしNĈ�にƫするǭơのǌ用にRいては�W;ŕƘのɄにfる� �
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シート１表

《基本情報》　

作成日 年　　 月　 　日
 初　回

再来（前　 　/　　）

Tel

Fax

家

族

構

続柄 成

相談経路

地域包括支援センターの相談受付票

　（基本情報・表）
作成担当者：

相　談　日  年　　月　　日（　　）
  来　所・電　話

 その他（    　）

本人の現況

ﾌﾘｶﾞﾅ

男・女 M・T・S　 　年　　月　　日生（　 　）歳
本人氏名

住　　所

 （　 　）

　（　 　）

自立度 認知症高齢者の日常生活自立度  自立・Ⅰ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅲａ・Ⅲｂ・Ⅳ・Ｍ

日常生活 障害高齢者の日常生活自立度 自立・Ｊ１・Ｊ２・Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２・Ｃ１・Ｃ２

認定情報
 非該当・要支１・要支２・要介１・要介２・要介３・要介４・要介５・未申請・申請中

 有効期間：　年　月　日～　年　月　日　（前回の介護度 ）

障害等認定 身障（　 　）、療育（　 　）、精神（　 　）、難病（　 　）、・・・（　 　）
本人の

自宅・借家・一戸建て・集合住宅・自室の有無（　）階、住宅改修の有無
住居環境

経済状況  国民年金 ・ 厚生年金 ・ 障害年金 ・ 生活保護・・・

住　　所

家族構成

(相　談　者)

来　所　者

連　絡　先

続柄

必要　⇒　　年　　月　　日頃：確認先［　 　］１～２ヶ月後

（概要）

緊急連絡先

氏名 住所・連絡先

《相談内容と対応》

他機関での相談状況

相談内容

日時：　　年　　月　　日（ 　）　　時／TEL・Fax・Mail

家族関係等の状況

相談継続 次回予約日：あり　月　　日（　  ）　　時　／　・なし　　担当：

つなぎ先：　 　担当者：

内容:

担当ケアマネ

対　　応

 緊急・通常・継続（　　回目）・情報提供のみ・終了

支援計画

相談継続

モニタリング
不要

◎=本人、○=女性、□=男性
●■=死亡、☆=キーパーソン
主介護者に「主」

副介護者に「副」

（同居家族は○で囲む）



シート１裏

《介護　・介護予防に関する事項》　

今までの
生活

年月日

《現在利用しているサービス》

（基本情報・裏）

介護者・家族本人

高齢者名

１日の生活・すごし方 趣味・楽しみ・特技

時間

治療中

非公的サービス公的サービス

経観中
その他

治療中

経過病名

《現病歴・既往歴と経過》　（新しいものから書く・現在の状況に関連するものは必ず書く）

友人・地域との関係

医療機関・医師名
（主治医・意見作成者に☆）

治療中の場合は内容

現在の
生活状況

その他
経観中

治療中

経観中
その他
治療中
経観中
その他

Tel

Tel

Tel

Tel



シート１裏

《介護　・介護予防に関する事項》　

今までの
生活

年月日

《現在利用しているサービス》

（基本情報・裏）

介護者・家族本人

高齢者名

１日の生活・すごし方 趣味・楽しみ・特技

時間

治療中

非公的サービス公的サービス

経観中
その他

治療中

経過病名

《現病歴・既往歴と経過》　（新しいものから書く・現在の状況に関連するものは必ず書く）

友人・地域との関係

医療機関・医師名
（主治医・意見作成者に☆）

治療中の場合は内容

現在の
生活状況

その他
経観中

治療中

経観中
その他
治療中
経観中
その他

Tel

Tel

Tel

Tel

シート2

歩行

排泄

食事

家事等

性別 選択してください

発見者

氏名

高齢者との関係

所属

連絡先

判断能力 選択してください

選択してください

その他特記事項

選択してください

選択してください

選択してください

選択してください

選択してください

会話の状況

金銭管理

社会参加

資産・負債状況

心身状況や
経済状況

確認した場所

選択してください 直接確認の有無 選択してください

高齢者虐待相談確認票 高齢者名

選択してください

選択してください

高齢者の状況

世帯状況

A
D
L

虐待の種類 　身体的虐待　/　介護・世話の放棄、放任　/　心理的虐待　/　性的虐待　/　経済的虐待

虐待の状況　　(包括ｾﾝﾀｰが確認したことを記入)

確認方法

確認した職員

作成日 令和〇年〇月〇日

作成者

氏名 所属

いつ・どこで・
頻度・程度

緊急性

養護者の状況

氏名

外傷の有無

［備考］

支援を
行っている機関

選択してください

緊急性の
判断理由

高齢者との関係

〇年〇月〇日　(〇歳)生年月日/年齢

前 後



シート３

高齢者名

氏名 所属

　あてはまる場合には「○」、あてはまらない場合は「×」、情報が未収集の場合は「未」を選択する。

　該当する□を■に選択する。

補足事項などがあれば記載

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑨

⑩

□

□

□

⑪

□

□

□

□

□

⑫

□

□

□

□

□

□

□

⑬

□

□

□

□

□

養護者・高齢者の依存的関係

養護者が暴力の被害者

その他の家族・親族の無関心

住環境の悪さ：狭い、被虐退者の居室なし、非衛生的、その他

認知症や介護に関する知識・技術不足

性格的問題（偏り）：衝動的、攻撃的、粘着質、依存的、その他

障害・疾患：知的障害、精神疾患、依存症、その他

経済的問題：低所得、失業、借金、被虐退者への経済的依存、その他

養護者に虐待につながるリスク要因がある

高齢者への拒否的感情や態度

要
注
意
（

２
）

高齢者に虐待につながるリスク要因がある

認知症自立度：Ⅰ　Ⅱa　Ⅱb  Ⅲa　Ⅲb　Ⅳ　Ｍ

性格的問題（偏り）：衝動的、攻撃的、粘着質、依存的、その他

問題行動：徘徊、暴力行為、昼夜逆転、不穏、興奮、失禁、その他

重い介護負担

寝たきり度：Ｊ１　Ｊ２　Ａ１　Ａ２　Ｂ１　Ｂ２　Ｃ１　Ｃ２

精神疾患、依存症、その他

養
護
者

虐待の自覚なし、認めたがらない、援助者との接触回避、他

精神的不安定・判断力低下、非現実的な認識、その他

家庭内で虐待の連鎖が起きている

習慣的な暴力、新旧の傷・あざ、入退院の繰り返し、その他

高
齢
者

保護を求めている

「殺される」「○○が怖い」「何も食べていない」等の訴え

虐待により、人格や精神状態に著しい歪みを生じている

頭部外傷（血腫、骨折）、腹部外傷、意識混濁、重度の褥瘡、重い脱水
症状、脱水症状の繰り返し、栄養失調、全身衰弱、強い自殺念慮など

既に重大な結果を生じている

関東学院大学　副田あけみ教授作成様式を改変して作成

高齢者虐待リスクチェックシート

作成日

作成者

要
注
意
（

３
）

虐待につながる家庭状況がある

長期にわたる養護者・高齢者間の不和の関係

介護疲れ

要
注
意
（

１
）

⑧

緊
急

その他
特記事項

①

令和〇年〇月〇日

養
護
者

養護者自身の保護を求めている

「何をするかわからない」「殺してしまうかもしれない」等の訴え

刃物、ビンなど凶器を使った暴力や脅しがある

今後重大な結果が生じるおそれの高い状態が見られる

頭部打撲、顔面打撲・腫張、不自然な内出血、やけど、刺し傷、きわめ
て非衛生的、極端な、軽度の脱水、低栄養・低血糖の疑い、その他

繰り返されるおそれが高い



シ
ー
ト
４

年
月

日
年

月
日

支
援

経
過

記
録

 地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

作
成

者
名

利
用

者
氏

名

内
容

内
容



シ
ー
ト
5

開
催

場
所

記
録

者
主

担
当

者

検 討 内 容

回

協 議 結 果

 支
援

チ
ー

ム
会

議
検

討
記

録

開
催

日
時

　
令

和
  

  
年

  
月

  
日

（
　

）
　

　
　

　
：

　
　

　
  

 ～
　

　
  

  
 　

：

担
当

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

副
担

当
者

高
齢

者
名

  
開

催
回

数

出 席 者

所
属

氏
名

対
象

者
と

の
関

わ
り

所
属

対
象

者
と

の
関

わ
り

所
属

氏
名

対
象

者
と

の
関

わ
り

氏
名

協
力

を
依

頼
す

る
べ

き
関

係
機

関
と

期
待

す
る

役
割

（
機

関
名

と
期

待
す

る
役

割
を

記
入

）

各
関

係
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

／
追

加
・

補
足

情
報

　
（

機
関

名
と

情
報

を
記

入
）

援
助

方
針

・
支

援
内

容

各
関

係
機

関
の

役
割

の
決

定
（

機
関

名
・

担
当

者
・

役
割

を
記

入
）

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー が 、 事 前 に 入 力 し 、 会

議 時 に 出 席 者 へ 配 布 す る 。 守 秘 義 務 の 無 い 出

席 者 の 配 付 資 料 は 、 会 議 後 に 回 収 す る 。

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー が 、 会 議 後 に 入 力 し 、 尼 崎 市 包 括 支 援 担 当 お よ び 、

守 秘 義 務 の あ る 出 席 者 に 配 付 す る 。



　
高

齢
者

名
：

□
目

標
達

成
　

□
継

続
□

課
題

・
目

標
・

対
応

方
法

見
直

し
□

そ
の

他
（

　
）

□
目

標
達

成
　

□
継

続
□

課
題

・
目

標
・

対
応

方
法

見
直

し
□

そ
の

他
（

　
）

目
標

達
成

状
況

／
今

後
の

予
定

高
齢

者
虐

待
　

援
助

計
画

書
　

兼
　

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
評

価
票

課
題

お
よ

び
目

的

□
目

標
達

成
　

□
継

続
□

課
題

・
目

標
・

対
応

方
法

見
直

し
□

そ
の

他
（

　
）

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

名
：

尼
崎

市
「

●
●

●
」

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

1
．

虐
待

2
．

総
合

的
評

価

（
特

記
点

が
あ

れ
ば

記
入

）

（
状

況
の

詳
細

を
記

入
）

□
あ

り
□

疑
い

（
確

認
継

続
）

□
一

時
的

解
消

□
解

消
□

な
し

□
不

明

今 後 の 対 応

□
現

在
の

計
画

内
容

に
基

づ
き

、
支

援
を

継
続

□
援

助
計

画
の

見
直

し
及

び
再

作
成

□
虐

待
対

応
終

結
の

検
討

（
□

包
括

的
・

継
続

的
ｹ
ｱ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
へ

移
行

）
（

□
地

域
包

括
支

援
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
が

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
を

継
続

）
（

□
入

院
・

入
所

・
転

居
に

よ
る

安
全

確
保

）
（

□
そ

の
他

(
　

)

評
価

予
定

日

1

□
目

標
達

成
　

□
継

続
□

課
題

・
目

標
・

対
応

方
法

見
直

し
□

そ
の

他
（

　
）

32

実
施

日
時

・
期

間

54

□
目

標
達

成
　

□
継

続
□

課
題

・
目

標
・

対
応

方
法

見
直

し
□

そ
の

他
（

　
）

①
援

助
計

画
書

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
作
成
（
社
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
士
会
作
成
帳
票
を
参
考
に
一
部
修
正
）

評 価 時 の 状 況

②
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

票

作
成

者

作
成

日
 /

 評
価

日

高
齢

者
・

養
護

者
な

ど
の

意
向

支
援

内
容

支
援

機
関

・
担

当
者



　引き継ぎ日　　年　　月　　日　

ふりがな 性　別 生　年　月　日　

対象者氏名 男　・ 　女 　年　　月　　日　（　　歳）

地域包括支援センター 引き継ぎ先機関

担当者 担当者

電話番号 電話番号

尼崎市 包括支援担当　処理欄 

経緯

申し送り票 

備考

本人の状況（介護や障害の種類や程度及び身体状況・意向など） 養護者・家族の状況
（介護や障害の種類や程度及び身体状況・意向など）

申し送り事項（特に注意していただきたい事など）

下記の時は、予め地域包括支援センターへ速やかに連絡してください。

□退院 □退所 □入院 □入所 □死亡 □その他（ 　）

取扱注意(持ち出し等)

［受付］ ［確認］



会
議

日
時

：
　

　
年

　
　

月
　

　
日

　
　

時
　

　
分

～
　

　
時

　
　

分

(
□
身
体
的
虐
待

□
放
棄
・
放
任

□
心
理
的
虐
待

□
性
的
虐
待

□
経
済
的
虐
待
)

□
緊
急
保
護
の
検
討

□
分

離

□
集

中
的

援
助

□
継
続
的
、
総
合
的
援
助

□
事

実
確

認
を

継
続

□
緊

急
性

が
低

い
/
無

し

□
入
院
や
通
院
が
必
要
（
重
篤
な
外
傷
､
脱
水
､
栄
養
失
調
､
衰
弱
等
に
よ
る
検
査
､
治
療
）

□
高
齢
者
本
人
・
養
護
者
が
保
護
を
求
め
て
い
る

□
暴
力
や
脅
し
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る

□
今
後
重
大
な
結
果
が
生
じ
る
、
繰
り
返
さ
れ
る
お
そ
れ
が
高
い
状
態

□
虐
待
に
つ
な
が
る
家
庭
状
況
・
リ
ス
ク
要
因
が
あ
る

□
そ
の
他
（

）

（
出
典
：
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
「
支
援
計
画
書
(
第
２
版
)
」
を
参
考
に
作
成
）

緊
急

性
の

判
断

上
記

の
根

拠

高
齢

者
本

人
の

意
見

・
希

望

養
護

者
の

意
見

・
希

望

支
援

の
必

要
性

□
あ

り
 （

機
関

：
　

）
　

□
な

し
　

　
□

不
明

そ
の

他
特

記
事

項

支
援

内
容

□
緊

急
的

分
離

／
保

護
（

　
）
　

　
□

入
院

（
　

　
）

□
面

会
制

限
□

家
族

支
援

・
家

族
間

調
整

□
在

宅
サ

ー
ビ

ス
導

入
・
調

整
（

　
）

□
専

門
医

紹
介

・
医

療
導

入
支

援
（

　
）

□
経

済
的

支
援

（
生

活
保

護
相

談
・
申

請
／

各
種

減
免

手
続

き
等

）
（

　
）

□
成

年
後

見
制

度
／

日
常

生
活

自
立

支
援

事
業

（
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
援

助
事

業
）
活

用
検

討
□

関
係

機
関

と
の

連
携

（
　

）
□

そ
の

他
（

　
）

虐
待

事
実

の
判

断

□
③
事
実
確
認
の
継
続
が
必
要

□
②
虐
待
の
事
実
あ
り

上
記

の
根

拠
及

び
補

足

□
①
虐
待
の
事
実
な
し

高
齢
者
虐
待
　
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
検
討
記
録

出
席

者

高
齢

者
名

記
録

者
名

尼
崎

市
 「

●
●

」
 地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

立
入

調
査

の
必

要
性

□
有

　
□

無
　

□
検

討
中

（
理

由
：

　
）

や
む

を
得

な
い

事
由

に
よ

る
措

置
の

必
要

性

□
有

：
□

訪
問

介
護

　
　

□
通

所
介

護
　

　
□

短
期

入
所

生
活

介
護

  
  

  
  

□
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
　

□
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

　
　

　
 □

養
護

老
人

ホ
ー

ム
　

　
　

　
　

　
□

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
□

無
□

検
討

中
（
理

由
：

　
）

市
長

申
立

の
必

要
性

□
無
（
□
未
選
任
　
□
選
任
済
）

□
検
討
中
（
理
由
：

）

総
合

的
な

支
援

の
方

針

・
①
～
③
は
1箇
所
の
み
。

・
②
の
場
合
の
虐
待
の
類
型
は
複
数
選
択
可
。

［
記
入
例
］

名
前
（
所
属
）
、
名
前
（
所
属
）、
名
前
（所
属
）



作
成

日
時

：
　

　
年

　
　

月
　

　
日

　

(
□
身
体
的
虐
待

□
放
棄
・
放
任

□
心
理
的
虐
待

□
性
的
虐
待

□
経
済
的
虐
待
)

□
緊
急
保
護
の
検
討

□
分

離

□
集

中
的

援
助

□
継
続
的
、
総
合
的
援
助

□
事

実
確

認
を

継
続

□
緊

急
性

が
低

い
/
無

し

□
入
院
や
通
院
が
必
要
（
重
篤
な
外
傷
､
脱
水
､
栄
養
失
調
､
衰
弱
等
に
よ
る
検
査
､
治
療
）

□
高
齢
者
本
人
・
養
護
者
が
保
護
を
求
め
て
い
る

□
暴
力
や
脅
し
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る

□
今
後
重
大
な
結
果
が
生
じ
る
、
繰
り
返
さ
れ
る
お
そ
れ
が
高
い
状
態

□
虐
待
に
つ
な
が
る
家
庭
状
況
・
リ
ス
ク
要
因
が
あ
る

□
そ
の
他
（

）

（
出
典
：
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
「
支
援
計
画
書
(
第
２
版
)
」
を
参
考
に
作
成
）

課
長

係
長

養
護

者
の

意
見

・
希

望
そ

の
他

特
記

事
項

支
援

の
必

要
性

□
あ

り
 （

機
関

：
　

）
　

□
な

し
　

　
□

不
明

市
長

申
立

の
必

要
性

□
無
（
□
未
選
任
　
□
選
任
済
）

□
検
討
中
（
理
由
：

）

総
合

的
な

支
援

の
方

針
高

齢
者

本
人

の
意

見
・
希

望

虐
待

事
実

の
判

断

□
③
事
実
確
認
の
継
続
が
必
要

上
記

の
根

拠
及

び
補

足

緊
急

性
の

判
断

上
記

の
根

拠

□
①
虐
待
の
事
実
な
し

高
齢
者
虐
待
　
見
極
め
票

高
齢

者
名

作
成

者
名

尼
崎

市
 包

括
支

援
担

当

支
援

内
容

□
緊

急
的

分
離

／
保

護
（

　
）
　

　
□

入
院

（
　

　
）

□
家

族
支

援
・
家

族
間

調
整

□
在

宅
サ

ー
ビ

ス
導

入
・
調

整
（

　
）

□
専

門
医

紹
介

・
医

療
導

入
支

援
（

　
）

□
経

済
的

支
援

（
生

活
保

護
相

談
・
申

請
／

各
種

減
免

手
続

き
等

）
（

　
）

□
成

年
後

見
制

度
／

日
常

生
活

自
立

支
援

事
業

（
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
援

助
事

業
）
活

用
検

討
□

関
係

機
関

と
の

連
携

（
　

）
□

そ
の

他
（

　
）

□
②
虐
待
の
事
実
あ
り

立
入

調
査

の
必

要
性

□
有

　
□

無
　

□
検

討
中

（
理

由
：

　
）

や
む

を
得

な
い

事
由

に
よ

る
措

置
の

必
要

性

□
有

：
□

訪
問

介
護

　
　

□
通

所
介

護
　

　
□

短
期

入
所

生
活

介
護

□
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
　

□
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

□
養

護
老

人
ホ

ー
ム

□
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

□
無

□
検

討
中

（
理

由
：

　
）

係

決
裁

・
①
～
③
は
1 箇
所
の
み
。

・
②
の
場
合
の
虐
待
の
類
型
は
複
数
選
択
可
。




